


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










ミスマルカ興国物語Ⅳ








林 トモアキ





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　初夏。

「……次は共和国ですか」

「そうだ」

　ミスマルカ国王の執しつ務む室には、親子しかいない。

「僕がライン要よう塞さいでユリカ様に取り付けた約束は六ヶ月。そこから一つめの紋もん章しようを見付けるまでに一ヶ月。そしてあれからまた一ヶ月」

　残りは四ヶ月。

「父上。誰だれに所在を調べさせているのか僕にもよくわからないのですが、なんとも都合よく見付かるものですね」

「何が言いたい」

　いつもと変わらぬ淡たん々たんとした王の言葉に、マヒロは軽く肩かたをすくめた。

「帝てい国こくが何を所以ゆえんに半年と区切り、そして何を根こん拠きよに待ってくれているのかわかりませんが……あまり悠ゆう長ちようをしている時間はありません。有り体ていに言って、父上は全すべて知っているのでしょう？　その在処ありかも、枚数も。全てを明かしたのでは、封ふう印いんなど力ちから尽ずくで破ってでも他の諸しよ侯こうが勝手に取りに行ってしまうというだけで」

「そうだ」

　マヒロはいよいよ呆あきれ気味に溜ため息いきを吐ついた。

　ならばなぜ僕にくらいは話してくれないのですか……問おうとして、無意味だと思い直し、やめる。いつだか自分自身が言ったこと。さらい、締しめ上げ、聞き出されればそれで終わり。

「解げせないのは、知っていながらなぜこのペースなのかということです」

　一月に一枚、もし十もあったのでは到とう底てい間に合わない。そんな意図を、国王もまた容易に察する。

「……マヒロよ。そなたは本気でこの大陸に泰たい平へいをもたらそうなどと思っているのか。一いつ切さいの力を用いずに」

「誰から聞きました」

「そなたの振ふる舞まいを見ておれば、今や誰彼の思うところ」

　知るところ、ではなく。

　暴力を毛け嫌ぎらいする言動や、相変わらず暇ひまになれば城下に抜ぬけ出し民たみと戯たわむれる様子など。力をして覇はする者のすることではない。

「時の噂うわさに感化され、そうと思い込んでいるだけであれば止やめておけ。あのリーゼル王子のように、苦しむだけだ」

「でしたらご心配なく。順番が逆です。僕の場合は、皆みながそうと噂してくれるよう振る舞っているに過ぎません」

　ふと、王は瞳ひとみを細めた。良い色ではなく。

「何のために」

「天下泰平のために。あなたへの復ふく讐しゆうです、父上」

　結局マヒロは、紋章についてはそれ以上は聞き出すことができなかった。




　それが一週間前のこと。




　　　　◆




「王子。王子ったら……」

　呼びかけるパリエル。マヒロは大だい胆たんにも、ソファに横になって眠ねむりこけていた。エーデルワイスが、それを諭さとす。

「休ませて差し上げなさい。お疲つかれなのです」

「はぁ……でも、いいんでしょうか……」

　ゼピルム共和国。

　中ちゆう原げんよりコノリート河を挟はさみ、大陸北方に広く領土を保有する一大国家。旧文明崩ほう壊かい直後には、すでにその起源となる共同体があったと言われており、大陸で最も歴史ある国の一つだった。また国章に〝七なな釣つり鐘がねの花〟を掲かかげ、人類再興のため、初代聖せい魔ま王おうになぞらえ人じん魔ま平等を謳うたったスズラン条約発はつ祥しようの地。現在では魔人至上主義を言われる帝国とは、正対する思想を持つ国でもあった。

　王はおらず、代わりに民衆の投票によって選ばれた大統領と、多くの代議士と呼ばれる人々が国を動かすという、大陸には珍めずらしい民主主義という政治形態を取っている。

　パリエルたち三人がいるのは、その大統領の居住まいとなる大統領府の官かん邸てい。シンメトリーの美しい、白の鮮あざやかな建物。要するにマヒロはこの大陸で一、二を争う大国の言わば宮きゆう殿でんのような場所の応接室で……まるで公園のベンチで眠るようにしているのだった。

「殿でん下かは小国ながら王族たるお方。そしてこの国の者たちはどれだけ権力があろうと、ただそれだけの平民に過ぎません。呼んでおきながらこれだけの時間待たせている方が無礼な話なのです」

「まぁ……それもそうですが」

　大統領との面会ということで、指定された時間通りに来たのだが……部屋の奥にある柱時計を見れば、かれこれ一時間も経たつだろうか。偉えらい人が忙いそがしいというのは、どこの国も変わらないものらしい。

「でもエーデルワイス様……ヴェロニカで王子が襲おそわれかけたというのは、本当なんですか？　その、この国の管理局に」

　紋もん章しようをよこせと強ゆ請すられたらしい。

「事実ですが、あれは殿下の不用心が招いたもの。あなたが気に病やむ必要はありません」

　今回エーデルワイスが同行しているのは、ここが同盟国ということもあるが、そういった用心の手前もあるようだった。

　廊ろう下かからノックの音が聞こえる。入ってきたのは、件くだんの紋章強ごう奪だつの指揮を執とっていたというカトレア・セントレアという女だ。明るい色のパンツスーツに、ヒールの高いブーツ、丈たけの長いコート姿。優やさしげな微笑びしようだけ見れば、到底そんな油断ならない相手には見えなかった。

　共和国中央Ｃ情報Ｉ管理局Ｃ。その中には特に作戦行動に秀ひいでた『クロウコード』『フラワーコード』と呼ばれる選せん抜ばつ実働隊があるらしく、彼女はそのフラワーコードの方の隊長だろう……と、同じく花の名前を持つエーデルワイスが言っていた。

「大変お待たせいたしました。ただいま大統領がこちらに向かっておりますので」

「そう」

　言って、ひょっこりとマヒロが身を起こし、背せ伸のびがてらにあくびをする。エーデルワイスがそんな彼の前に回り、乱れた髪かみに簡単な手て櫛ぐしを入れ、整え、また控ひかえる。

「ねえカトレアさん」

「はい、殿下？」

「うちの国に来ない？　美人だし」

「あら。相変わらずお上手ですこと」

「来てくれたら余よが毎日揉もんで大きくしてあげるのになぁ」

　びしっ！　とカトレアの柔にゆう和わな笑え顔がおに怒いかりマークが浮うかぶと同時、ばしっ！　とエーデルワイスの張閃ハリセンが迸ほとばしった。一ヶ月前に具体的に何があったかはパリエルは知らないし、まあ今のが何の話かもどうでもよかったが。

　追って、すぐに三人現れた。

「ようこそゼピルム共和国へ、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王子！」

「初めまして、アンディ・Ｊ・イエスマン大統領閣下」

　はあ、なるほどとパリエルは思った。

　歳としは五十代ほどだろうが、そうして握あく手しゆを交かわす笑顔は何とも若々しく、エネルギーに満ちあふれている。いい歳してハイテンションというか。

　清潔感ある七三分けのブロンドだが、センスも仕立ても良いライトグレーの背広と相まって、下手に金銀宝石で着き飾かざった王族よりも存在感があった。民主主義は人気で指導者が選ばれる部分もあるそうだから……ならばそれがカリスマ性というものなのだろうか。

　次に傍かたわらの、大統領よりは控えめな風ふう体ていの男が握手を求める。

「初めまして、シャックス・グレムナムです。息むす子こが世話になっております」

「やあ、あなたが。副大統領。こちらこそ御ご子息には、いつも助けてもらっています。国を代表してお礼申し上げます」

　パリエルは、え、と思わず呟つぶやいた。半分だけ振ふり返ったマヒロが一言。

「カイエンのお父さん」

「え!?　うわ……！」

　驚きよう嘆たんの言葉しか出てこない。中原でも一、二を謳うたわれるミスマルカ王国宰さい相しようの父親が、共和国の副大統領って。どれだけエリート政治家一家なのだろう。でも言われてみれば面おも影かげがある。若々しい黒くろ髪かみ、細ほそ面おもて、いかにもやり手そうな切れ長な目元等々。

　まじまじ見み詰つめながら絶句するパリエルに、マヒロが苦く笑しよう。

「失礼しました、こっちの二人は追おい々おい。で……あの、こほん。そちらの、余に相応ふさわしそうな美しい……ええっと……」

　マヒロが最後の一人、そんな二人の男に挟はさまれては少し場ば違ちがいとも言えるような、十代半ばの少女へ手を差し向ける。

　愛らしい顔立ち、蜂はち蜜みつ色したふわふわの金きん髪ぱつ。タイトスカートの軍服姿。凜り々りしい出いで立ちだったが、確かにこれがドレスでも着ていれば、どこぞのお姫ひめ様さまと紹しよう介かいされても違い和わ感かんのないだろう気品。

　まあ、それはいい。そこまではいいとしても。

「美しい……しっぽ……？」

　そう、狐きつねのようなしっぽが一ひと房ふさ。頭には、狐のような耳が一対つい。

「ワーキツネ!?」

「王子、フォックスです。ワーフォックス」

　すると少女は一言。

「ただのアクセサリーなんですー」

「いえいえ、でもしっぽがゆらゆらして！　耳が……！」

　まくし立てるマヒロへ向け、彼女が指を揺ゆらす。

「あ・く・せ・さ・り～……ねっ☆」

　ウインクがてら、ぱちん、と指を鳴らす。

「……えっと」
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　マヒロが瞬まばたきする。一方でパリエルも瞬きする。

（……あれ？）

　なんか気になっていた気がするんだけど。なんだっけ？　まあいいや。

「……あら。あなたは平気なんですか？」

「恐おそれながら」

　にこにこ笑う少女の問いに、エーデルワイスが珍めずらしく表情を重くしていた。

「お望みならば内密にいたしますが」

「ではそのようにお願いするんですー。どうせ、誰だれも信じてくれませんから」

　でまあキツネ耳やらしっぽやら、アクセサリーを着けている割に階級章は偉えらそうなので、さては大統領の娘むすめだろうかとパリエルが勘かんぐった刹せつ那な、エーデルワイスと何か話していた彼女がマヒロへ向き直る。

「初めまして王子。国防長官のセリアーナ・ヴァーゼンシュタインです」

　マヒロと一いつ緒しよにパリエルもぶっ飛んだ。二人揃そろって大統領、副大統領を見る。何の冗じよう談だんかと。

　共和国の国防長官。軍略においては権力を抜ぬきにしてまで、鶴つるの一声を持つと言われている。その指揮があたかも未来を読んだかのように、絶対的なまでの勝利をもたらすからだ。ついたあだ名が〝先さき読よみの魔ま女じよ〟。

（それがまさか……）

　パリエルは息を吞のんだ。

　こんな、自分と同じような。いや、ひょっとしたらマヒロと同い年くらいの？

　ひとしきり、そんなセリアーナの上から下までを眺ながめたマヒロが口を開く。

「また……随ずい分ぶんとお若いのですね？」

「好きな食べ物は油あぶら揚あげです」

「なるほど。余の好きな食べ物はサバ缶かんなのですが、ちょっと余のお妃きさき候補に入れといてもいいですか？」

「お断りしますー」

　眩まぶしいくらいの笑え顔がおであっさりフラれた。大統領が満面の笑みで首しゆ肯こう。

「はっはっはっ、噂うわさに聞く通り愉ゆ快かいな方のようだ。そちらのお二人は、近この衛え隊長のミス・エーデルワイスと近衛騎き士しのミス・パリエルでよろしかったかな」

　エーデルワイスは口にはせず、頷うなずくように控ひかえめな一礼。パリエルも見よう見まね、それに倣ならう。

「いや、美しい従者に囲まれて、私は王子が羨うらやましい限りだよ」

「なんだったら最近顔を見み飽あきてきたので、カトレアさんと国防長官と交こう換かんということで」

「冗談も冴さえているね。はっはっは」

　冗談ではなくかなり本気っぽかったマヒロは後でどうにかするとして、マヒロは大統領と対面するようにソファにかける。

　　　　[image: ]

「……なんですって？」

「その紋もん章しようの所在は共和国でも捜そう索さくに当たった。もちろん連合の一員として、速すみやかに君に渡わたせるようにだよ」

　そんな念を押さずとも。

「……ま、それはいいですが。で、紋章の在処ありかは」

「それが問題でね……少し、厄やつ介かいな場所にある。どう厄介かは、話すと長くなるんだが」

「いえ、少しはこの国の情勢も勉強してきました。……しかしまさか反政府組織のアジトにあるってわけでもないでしょう？」

　ぴ、と大統領が人差し指を立てた。

「素す晴ばらしい、王子。まさかとは思うだろうが、そのまさかなんだ」

　マヒロは思わず両手を上げ、ぎゃー、と大おお袈げ裟さなジェスチャーを見せた。

　パリエルもここに至る道中、マヒロから聞いた話だ。他国からは北方の雄ゆうと謳うたわれる大国、ゼピルム共和国だが、内実は大国だからこそといえるような様々な問題を抱かかえている。その最たるものが格差問題と呼ばれるもので、これは生活所得……いわゆる貧富の差でもあるし、同時、中央と地方といった地域の差でもある。

　渋しぶい声で言ったのは、大統領の背後に立つ副大統領、シャックスだった。

「具体的に言えば、極東のシベリア地方。コノリート河流域のアルテノルト地方。そして西部のノーテスカ地方です」

「……割と新しく併へい合ごうされた地域ばかりだ。帰順しきっていないという感じですか」

　マヒロの言葉に、シャックスは首肯。寡か黙もくそうで、必要なことだけを淡たん々たんと述べる様子がカイエンによく似ている。

「地方都市の整備計画の滞とどこおりや失業問題から民衆に不満が溜たまっていたことに加え、帝てい国こく軍牽けん制せいのために中原へ軍を送ったことが引き金になってしまったのです」

　軍を動かすということは、治安維い持じの濃のう度どが偏かたよるということ。ならばどうしても住民や重要都市の少ない地方を手て薄うすにせざるを得ない。シベリアはシベリアで野や盗とうが多いし、ノーテスカはノーテスカで魔物の住まう西せい域いきが近い。コノリート河沿岸の治水計画もまだ中ちゆう途と。だというのに莫ばく大だいな軍事予算が組まれ、軍はそれを持って緩かん衝しよう地帯へ移動してしまった。だから日々の生活を危険にさらされる地域住民らは、堪たまったものではないと怒おこっている。中原での戦争など文字通りに河の向こう、所しよ詮せんは対岸の火事に過ぎぬのだから。

　だがそれは同時、政府に不満を持つ者たちにとっても締しめ付けが緩ゆるんだということ。

　ドア付近に待機しているカトレアが言った。

「私どもＣＩＣの調査で、幾いくつかの反政府組織に不ふ穏おんな動きがあることがわかりました」

　それを受けて大統領。

「他ほかにも、帝国の動向に感化された魔ま人じん組織の動きもあってね。こちらは数は少ないが、戦せん闘とう能力に特化した魔人たちが集つどって人魔平等を覆くつがえそうとしている。有能な魔人こそがか弱い人間たちを導くべきだと」

「……帝国の尖せん兵ぺいになりかねませんね」

　マヒロの言葉に、大統領は神しん妙みように頷いた。

「あるいはそのものかも知れないと、調査を進めているところだよ。まさかそんなことを諸外国……特に帝国に知られるわけにもいかないので黙だまっていたんだが……本来であれば王子の来訪自体、お断りするべき状じよう況きようなんだよ。紋章という目的がなければの話だが」

　嘆たん息そく一つ。

「その祭さい壇だんの在処というのは他でもない。西部ノーテスカ地方で主に活動している反政府組織、レッドフラックのゲリラキャンプだ」

「マジで？」

「大マジだとも、マヒロ王子」

　イエスマン大統領のフランクな言葉に、マヒロは大袈裟に驚おどろいてみせた。考え込み、少しして顔を上げる。

「国防長官の先読みで何とかならないんですか？」

「残念ですが、私は未来が視みえるわけでもなければ、未来を作れるわけでもありません。その時々の状況を判断して、勝機があればそれを得るための段取りを逃のがさない……ということをしているに過ぎないんです」

　しっぽが、ゆ～らゆら。

「……では、現在の状況は？」

「いくらでも勝てるんですー。首都に残っている一個師団のどれかでもぶつければ、簡単ポン♪　なんですー」

　言葉のノリに合わせるように、しっぽが弾はずむ。

「あ～……いえ。その……もっと穏おん便びんに」

「そういうのは私の仕事ではないんですー」

　それもそうか、とマヒロはまた押し黙る。穏便で済むことならば、そもそも軍や国防長官の出番ではない。

「まあ、一個師団というのは大袈裟だが……」

　大統領はカトレアの方を一いち瞥べつしてから、苦々しく口を開いた。

「レッドフラックは過激派で知られている。ＣＩＣの報告では、近く大規模なテロリズムを企くわだてている可能性も高いという。罪のない人々が何らかの犠ぎ牲せいとなる前に、手を打つべきだと私は考えている」

　静かにマヒロが言った。

「つまり……武力制圧ですか」

「君の戦いくさ嫌ぎらいの噂うわさは、私の耳にも届いているよ。だが……」

「ああ、いえ。僕も他国の問題に口出ししようというわけでは……長くこの国を導いてきたあなたが、長いこと悩なやんだ上で導き出した結論であるのなら……僕の考えよりは、きっとそれが正しいのでしょうし」

「……意外だね」

　どこか嬉うれしそうに大統領が言った。

「いや、話に聞いていただけだがね。もっと聞き分けのないものかと思っていたんだよ」

「そうですか？」

「ああ。そこで一つ聞きたいんだが、君の考えというのは何か、よかったら聞かせてくれないか？　もし君が大統領であれば、この事態をどう収拾する？」

「さあ……まあ、ありったけいろいろ調べて……それからですね。ＣＩＣの情報を見せていただければ、もう少し真ま面じ目めに考えますよ？」

「うまいなぁ、王子。そうか。うん。だが……それも面おも白しろいかも」

「大統領閣下」

　カトレアだった。一オクターブ高い声と、これ見よがしなほどの営業スマイルで。

「そろそろ次の公務のお時間でございますわ」

　ドアが開くと、警護らしき黒いスーツ姿の男たちが廊ろう下かでその左右を固めていた。胸むな元もとの膨ふくらみは大型拳けん銃じゆうだろうか。

「なに……？」

　と袖そで口ぐちをまくり、上質な腕うで時ど計けいを一瞥した大統領。

「ああ、もうそんな時間か。すまない王子。いや、本当に君は若いのに堂々として頼たのもしい少年だ。君のような未来ある若者ともっといろいろ話したかったんだが、立場上なにかと忙いそがしくてね」

「いえ、それはまあ、お邪じや魔ましているのはこちらですし……ただ、肝かん心じんの紋もん章しようについてまだ……」

「詳くわしくはこの二人から聞いて欲しい。明日はもう少しゆっくりご一いつ緒しよできるはずだ。我が国が誇ほこる精せい鋭えい部隊と、自じ慢まんの観劇通りをお目にかけよう！　ではまた！　失礼！」

「ああ、あの……」

　呼びかけるマヒロが手を挙げる前に、大統領は次の仕事に向かってしまった。元のようにドアを閉とざして、カトレアが一言。

「……さすがにＣＩＣの機密文書をお見せするわけには参りませんので。悪あしからず、王子様」

「いいけど……話したのってたった三十分くらいじゃ？」

　パリエルも壁かべの柱時計を見ると、確かに。来ないなー、と言いながら見たときから、分針は文字盤ばんの半分ほどしか進んでいなかった。

「いみじくも余って一応国こく賓ひんですよね？　忙しすぎやしませんか？」

　取り繕つくろうように申し出たのは副大統領だった。

「失礼しました。先ほどお話しした通り、水面下では予断を許さない状じよう況きようなのです。ですがそれを表に出さない、ああしたざっくばらんな気質が彼のいいところでもありまして。お許しを」

「ええ、まあ……なるほど。確かに三期連続当選なんて離はなれ業わざを成し遂とげるだけのことは。再々選したのが今年初めで……今年で九年目ですか」

「その通りです。そしてイエスマン政権にとって、試練の年になるでしょう」

　まさに内ない憂ゆう外がい患かん。マヒロの背後で一部始終を聞きながら、パリエルは重い気持ちになる。

（大変……だな……。国を治めるって……）

　ミスマルカにいるときは、話を聞く度たびどの国もずる賢がしこくて嫌いやな風に思っていたものだが……いざこうしてその国を訪おとずれてみれば。なるほど、国益のため、少しでもいい条件のため、必死になる気持ちもわかったような気がした。どの国にも人がいる。誰だれしも豊かに、幸せに暮らしたいと願っている。

　もっとも、だからといって反乱を起こそうとするほど憤いきどおっているという民衆の感覚は、パリエルにはピンとこなかったのだが。

　シャックスが続けて言った。

「お話を戻もどしますが、一週間以内には何らかの形で答えが出せるかと」

　副大統領からの視線を受けた国防長官、セリアーナがそれを引き取る。

「はい。紋章に限って言えば、その場所までのアクセスを確保できればいいわけですから。レッドフラックの存在はどうあれ、その拠きよ点てんを移させる程度の制圧は容易なはずです」

　絶えずにこにこ顔のセリアーナ。とても軍のトップにあるとは思えない、また話題にそぐわぬのんびりとした言こと葉ば遣づかい。

「一週間以内には片付けますので、それまでは、ゆーっくりしていて欲しいんですー」

　ゆーっくり、しっぽが一回転する。

　最後にまた副大統領が述べた。

「場所は限られますが、従者の方々と共に観光をされるのもよろしいかと。移動には本日お出いでいただいたのと同じように、こちらでリムジンとＳＰを用意させていただきます」

　気を削そがれた様子をありありと浮うかべて、マヒロが頭を搔かいていた。さしものマヒロも共和国の３トップを一いつ遍ぺんに相手にしたのでは、分ぶが悪かったのだろうか。その日は完全に向こうのペースで会談を終えることとなった。

　　　　[image: ]

「人類皆みな平等ーっ！」

「大陸市民になろーうっ！」

「権利を私物化する官かん僚りようを許すなーっ！」

　初夏の日差し眩まぶしい町の広場。噴ふん水すいの縁ふちにぐったりと寝ねそべって、ぱしゃぱしゃ水に手をひたしているシスター一人。

「……なんだてめえ。死んだスライムみてえに溶とけやがって」

　隣となりに腰こし掛かける、隻せき眼がん、隻せき腕わん、仏ぶつ頂ちよう面づらの勇者一人。

「暑くてやってらんないのよもう～。まだ六月だってのにもう～ほんとにもう～北の方に来れば涼すずしいと思ってたけどもう～」

　ぱしゃぱしゃ。

　官かん邸ていに招待されたのはミスマルカ王国の者たちであり、言わば成り行きで一緒にいるだけのジェスたちは置いてけぼりを喰くらったのである。ジェスとしては紋章を探す手伝いというだけの話、そんな堅かた苦くるしい場所、行かずに済むならそれが良かったのだが、エミットはふて腐くされている。

「軍事費の増大はんたーいっ！」

「失業者に救いの手を差し伸のべよーっ！」

「国民に暖かなベッドで眠ねむる権利をーっ！」

　ぱっしゃぱしゃ。

「るっさいわね～……なにあれ。新手の宗教？　異い端たん審しん問もん会呼んできていい？　第二部の方」

「神とは言ってねえから違ちがうんじゃねえか」

《この広場での集会申しん請せいは届けられていません！　今すぐ解散しなさい！》

　拡声器装備の警官隊が現れた途と端たん、わーっ、と散っていく。再び静かな街並みが戻ってくる。元よりこの街の誰も、先ほどの行進を気にする風でもなかったようだが。

　街行く娘むすめらは、半はん袖そでや袖なしやミニスカートなど。思い思いのお洒落しやれな姿で、少し早い夏を満まん喫きつしている。それに交じるように歩いてきた冒ぼう険けん者しや風の一人が、何かに気付いたようにやってきた。

「どう、ジェス！」

「あ？」

　よく見ると、買い物に行くと言って別行動していたシーナだった。足元はロングブーツ。その上にミニスカート。腰こしに手を当て片足を投げ出すようにしている。

「何がだ」

「だから、このスカート・ドレス・ユニフォーム。Ｃｏコｒｏローｎｅネの今年の新作なの。せっかく首都まで来たんだし、と思って思い切って買っちゃった。どう？　リーゼルが見たらなんて言うと思う？」

　何でいちいち自分に聞くのかが、ジェスには理解できない。女の服の話なら女同士、エミットでもパリエルでも他ほかにいるだろうに。というかドレスはそもそもスカートではないのか。

「ねえってば。何とか言いなさいよ。男の子の視点から、何か一言くらいあるでしょ」

　なんかヴェロニカでもパリエルに似たような状じよう況きようを迫せまられた気がするが。あの時はなんて言ったんだったか。

　まあ今回も適当でいいだろう。

「見えねえのか」

「見えないわよ馬ば鹿かっ!!　あんたいきなり何言ってるのよ馬鹿っ!!　チラ見禁止魔ま法ほうを付ふ与よされてるから見えないの馬鹿っ!!」

　真っ赤な顔でこっぴどく怒おこられた。

　どうと言うから思った通りに答えたのだが。

「いや～、そこはそれ。我が勇者も男の子ってことよねえ……」

　にやにや。ぱしゃぱしゃ。

「なによ、スライムがシスターの服を着たまま溶けたようなそこの物体は」

「なによ～、れっきとしたシスターがシスターの服着てスライムみたいに溶けてるだけじゃないの～」

　どっちがどうなんだ。

　そのエミットはシーナの太ふと腿ももあたりを恨うらめしげに見やりながら嘆たん息そく。

「若い子はいいわよね～、ナマ脚あし出しても恥はずかしくなくって～。おねーさんもこのスカートばっさばっさ扇あおいでいい？」

「アホかてめえ」

　エミットはにやにや、ぱしゃぱしゃ。

「お姉さんのナマ脚とかその先のもっとすごいところとかまで見えちゃうかも知れないじゃないのよ～、少しはどぎまぎしなさいよ可愛かわいげのない～」

「ばっ!!　馬鹿じゃないのあなたも!!　シスターのくせに恥じらいというものがないのっ!?」

　シーナがまたも烈れつ火かのごとく怒る。

　そのとき、通りの向こうからふらふらと歩いてくる影かげがあった。影……というより鎧よろい。

　鋭えい利りなシルエットをした、使い込まれた蒼あおのフルアーマー。房ふさ飾かざりを付けた同色の兜かぶとを眉まゆも見えぬほど目ま深ぶかにかぶり、そんな日ひ陰かげの目元は鋭するどく、朱しゆ緞どんのマントを引きずって。

　どがしゃあ。

　と、鎧の崩くずれ落ちるようにぶっ倒たおれた。わざわざ、三人の見ている目の前で。

「残念!!　私の冒険はこれで終わってしまうのか……」

「「は？」」

　目をぱちくりするエミットとシーナに代わり、ジェスはようよう噴水の縁から腰を上げ、その男の前にしゃがみ込む。

「元気な行き倒れだな、おい」

「……む。その声は、ジェス。ジェスなのか」

「やっぱてめえか」

「助かった。やはり私こそ真の勇者……なのかも知れない」

　ぼそぼそと白はく髪はつを搔かく。

「我が勇者の……知り合い？」

「ああ。めんどくせえ奴やつだが、めっぽう強つええ」

「……強いのになんで倒れてるのよ？」

　シーナが聞くが、そんなのジェスだって知ったことではなかった。

「腹でも減ってんだろ」

「正解だ」
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　当たりやがった。

「腹が減っては戦うことはできない。かといってパンと水だけでも栄養が偏かたより生きてはいけない。真の勇者への道のり、天の与あたえた試練とは、かくも果てしなく厳しい」

　……。

「死なねえならもう行っていいか」

　がっ、と蒼いガントレットがジェスの足首を摑つかんだ。まるで墓場から蘇よみがえったゾンビが、地中へ引きずり込もうかというような力で。

「死にはしない。だが私の冒ぼう険けんが終わってしまうかも知れない」

「しょうのねえ野や郎ろうだな」

　一息。ジェスはその腕うでを摑み返し、肩かたを入れると、気合い一発引きずり起こした。中身の入ったブルースチールのフルアーマー、盾たて・剣けん付き。総重量は一五〇キロ近いか、超こえるか。がしゃがしゃと騒そう々ぞうしく引っ張り、宿屋へと戻もどっていく。
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「「ゆっ……勇者ランデルディーッ!?」」

　天地がひっくり返ったようなエミットとシーナの悲鳴。ジェスは二人へ、ちらと目をやる。

「知ってんのか」

「だからなんで我が勇者知らないのよ!?」

　ほろ酔よいも吹ふっ飛んだようなエミットがジョッキをテーブルに叩たたき付け、口の端はしからビールの泡あわを飛ばす。シーナが言うには、

「今の大陸にＳＳの勇者は三人だけなのよ!?　光の御み子こリーゼルと、そのお姉さんの軍神アンゼリカ……そして神出鬼き没ぼつ、この幻まぼろしの勇者ランデルディー!!」

　当の本人は無意味に鋭い目付きのまま、たがの外れた化けワミーミズムのように、出された料理を搔かき込んでいる。

　エミットが言った。

「アンゼリカ様は引退を宣言しちゃったから、事実上はリーゼル王子とこのランデルディーの二人だけ！」

「なんだてめえ。強えと思っちゃいたが、そんなすげえ奴だったのか」

「そうらしい。だが私は別に、蜃しん気き楼ろうでもなんでもない」

　言って、またガツガツと食べ始める。

　続く話には、確かにどこかにいることはわかる。決まって大きな事件のある場所に現れる。ただ、聞きつけて教団の者が向かったときには風のようにいなくなっていて、その割に本人は教会なんかに報告に来ないし、けれども活かつ躍やくの度合いが凄すさまじいので、看かん過かできない教団側が勝手にどんどんランクを引き上げてＳＳまで行ったという曰いわく付きの勇者である。

　しかし一年ほど前からぱったり現れなくなったので、死んだかとも思われていた伝説の勇者でもある。

　シーナが尋たずねた。

「でもジェス、あなたどこで知り合ったのよ？」

「あ？　西域だ。ダストカントリーじゃねえが……あの近くのハンターキャンプだったか」

　とランデルディーを見ると、彼は首しゆ肯こうした。

「そう。カデナージガレージ。今日と同じように冒険が終わってしまうところだったのを、今日と同じように君に助けられた」

「どうでもいいが兜かぶとぐらい脱ぬいだらどうだ」

「それはできない。いつ魔ま王おうの手先が私の後頭部を狙ねらってくるともわからない。なぜなら、私こそ真の勇者……なのかも知れないのだから」

「……そんなにあいつがトラウマか」

「む」

　ランデルディーは過去の記き憶おくを封ふうじ込めんばかりに口ごもり、がっがっがっ、と三皿目のピラフを搔き込んでいく。ブイヤベースの皿を呷あおる。

「じゃあ、あの……お風ふ呂ろの時は」

　シーナが聞くと。

「脱ぐ」

　がっがっがっ。もぐもぐもぐ。

「だがこうして料理と向き合うとき。私に備えられた五感の全すべてが、味覚という一点に集中したとき、私の後頭部は無防備とならざるを得ない」

「いや……はぁ……、そう、なの」

　珍めずらしく気き後おくれしたようにシーナが呟つぶやいた。

「めんどくせえ奴やつだろう」

「ええ……まあ。勇者の割に変わってるというか」

　がっがっがっ。もぐもぐもぐ。

「で、その勇者ランデルディーはどうしてここに？」

　エミットの言葉に、ギラ、とランデルディーが目を輝かがやかせる。

「勘かんだ」

「勘？」

「そう。この地が私を必要としている……勇者としての、そんな勘だ」

　いつだったかエミットが、勇者として鼻が利きくの利かないのなんて話をしたが。だとしたらそれだけでＳＳランクにまで達したこのランデルディーは、恐おそろしく鼻が利く勇者なのかも知れない。

「だが君こそどうしてここにいるのだ、ジェス。魔王を倒たおしに行くと言って別れたが」

「ああ。息巻いてみたがこのザマだ。少し歩いたが、あれより奥はこのセラミカストでも限界がある」

　と、ナイフの収まった鞘さやを叩く。声を低くする。

「神しん器きを手に入れる」

「確かに、勇者にとって伝説の武器防具は必ひつ須すアイテムだ」

「武器防具じゃねえがな」

「となると……君も聖せい魔ま杯はいか」

　さしものジェスも、これにはエミットやシーナと一いつ緒しよになって目を丸めた。

「なんだ。てめえもか」

「伝説の何々というものは、まさしく真の勇者のために遺のこされているようなもの。であるならば、この私にこそ相応ふさわしい……のかも知れないと思い、情報は集めている。君たちの方は」

　表向きお忍しのびを決めてはいるが、王様から極ごく秘ひと言われたわけではない。勇者だとは初めて知ったが、狡ずるいことを考える柄がらではないことは、短い付き合いだがジェスもよくわかっていた。

　ジェスは手短に、マヒロたちとの経けい緯いを話して聞かせた。すると二ヶ月前はまだ西域にいたので、ミスマルカに勇者が集められたことすら知らなかったらしく、当然王家の者以外には聖魔杯や紋もん章しようをどうこうできないという話も初耳だったらしく。

「……残念。聖魔杯を巡めぐる私の冒ぼう険けんは、ここで終わってしまった」

「諦あきらめの早はええ奴やつだな」

「潔いさぎよいだけだ。私が真の勇者であるならば、見苦しくあってはならないのだから」

「なんならてめえも、マヒロについて歩きゃいいじゃねえか」

　エミットが珍しそうな視線を向けていた。

「……我が勇者、そんなことして聖魔杯取られちゃったらどうするの？」

「選ぶ選ばねえはどうせ聖魔杯任まかせだ、今から言ってても仕方ねえ。そりよりはまず集めることが先だろうが」

　なるほど、とエミット。ランデルディーを向く。

「ＳＳだし、きっと王子様も仲間にしてくれると思うけど……」

「そうもいくまい。その王子に、すでに君たちのような頼たのもしい仲間がいるならば……私は、この私の力を、他ほかに苦しんでいる人々のために使わなければ」

　かっこつけるでもなければ鼻にかけるでもない。心から思っているから、当たり前を言うように聞こえる。

　なんて謙けん虚きよ。なんて素す晴ばらしい。ほんとにこの人こそ真の勇者かも知れない……エミットとシーナが、そんな風に目を輝かせ。

「「サインください！」」

　ランデルディーはそんな視線を気にするでもなく、颯さつ爽そうと立ち上がった。

「……悪いが行かねば。だが君たちとは、近いうちにまた会えそうな気がする」

　ジェスは言った。

「そうか。達たつ者しやでな」

「君たちも達者で」

　そうしてマントを翻ひるがえす、様になりすぎる姿に、エミットとシーナが黄色い声を上げる。

　その後ろ姿を見送りながら、あいつはあいつで笑わない奴だな、とジェスは思った。ぶっ倒れてから今こうして店を出て行くまで、表情を変えなかった。食べる以外は口を真一文字に引き結んだまま、徹てつ頭とう徹てつ尾び、油断無い真しん剣けんな眼まな差ざしを崩くずさなかった。常在戦場を体現するが如ごときあの隙すきのなさ。

　リーゼルは強い。だが、あそこまでの凄すごみはない。

「……あれ？　そう言えばお会計は……」

　思い出したようにエミットが呟つぶやいたときには、彼の席には平らげた皿のヤマだけがあり、釣つりはいらねえチックな置き金はどこにも見当たらなかった。
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　日が暮れて。宿に戻もどったパリエルは、エミットたちから話を聞き及および。

「……へ～ぇ、そんなすごい勇者が」

「ええ。いろいろな意味ですごい勇者だったわ」

　肩かたをすくめたのはシーナ。なんだか細々と納なつ得とくのいかない部分もあった様子。

「で……そっちの方は？　紋章そのものはまだみたいだけど……」

　言葉を途と切ぎらせたエミットに、マヒロが肩をすくめる。

「うまいことはぐらかされました。一週間待てってさ」

　事が事だ。汝なんじ殺すことなかれを信条にするシスターには、詳くわしく言うべきではない……と、パリエルたちは帰りの車中で決めていた。

「余も大統領たちから観光でもしてればって言われたから、まあ君たちも今日みたいにのんびりしてればいいよ。さすがに共和国首都までは、帝てい国こくのスパイも来てないみたいだしね」

　応接室でもそうだったが、朝早かったせいかあくび一つ。

「なんだか気き疲づかれしちゃったし、明日も早いので余は休みます。皆みなさんご自由にどうぞ。あ、ところでシーナさん今後余と添そい寝ねするご予定とか」

「生しよう涯がいありませんからどうぞ気にせずお休みくださいませ」

　そろそろあしらい慣れたようで、いい笑え顔がおでバイバイと手を振ふるシーナ。言われたマヒロが俯うつむきながら席を立つと、追うようにハリセンを片手にしたエーデルワイスと、昼間から飲んだくれていたエミットも、階段を上がっていった。

　パリエルは、無言のまま立とうとしたジェスの袖そでを摑つかむ。

「なんだ」

「そんなにみんながいなくなったら暇ひま」

　パリエル的には、護衛対象と上司がいなくなったのでようやく遊べる時間なのだ。

「どうせジェス君も暇なんでしょ」

「……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで、嘆たん息そくしながらかけ直す。

「なにを喋しやべるわけでもねえだろう」

「そんなことないよ。頭数がいるだけで賑にぎやかってこともあるし。ねえ、シーナ」

「そうね。あなたもいい加減、こういう人付き合いに慣れるべきよ。女の子と一いつ緒しよなんだから文句はないでしょ」

　ジェスはもう一息してそっぽを向く。

　それを苦く笑しようしてからパリエルは言った。

「そうだね。シーナが一緒に行動してくれるようになったから、だいぶ戦力が充じゆう実じつした感じがする」

「そう？」

「なんだかヴェロニカのキャラバンレースから、成り行きで一緒にいるみたいになっちゃったけど……よかったの？　自分を鍛きたえ直す旅は」

　するとシーナは自じ嘲ちよう気味に言った。

「ええ。なんとなくわかっちゃったのよ、あのレースのときに。自分の命を顧かえりみずに帝国の車両を妨ぼう害がいする王子を見て……ああ、この人は本気なんだって。聖せい魔ま杯はいの鍵かぎを握にぎる王子様が、そこまでの気持ちで戦争を否定しているなら……ひょっとして、本当に未然に防げるんじゃないかって」

　パリエルは意を共にして、素す直なおに頷うなずいた。

「うん」

「だったら、私の勇者としてのそもそもの目的は、人々の平和を守ることなんだから。もし王子のお手伝いをすることで、少しでもその実現に近付くなら……って、そう思ったの。具体的にどうなるかは見当もつかないけど、誰だれも争うことなく全すべてが収まるなら、これほど素敵なことはないじゃない？」

「そうだね。私もそう思うよ」

「リーゼルの気持ちを否定するわけじゃないし、私自身も強くなることを諦あきらめたつもりはないけど……旅じゃなくても稽けい古こはできるしね。あてどなくフラフラするよりは、あなたみたいな相手がいた方が効率いいと思うわ」

「あはは……ありがと。魔法は使えないけど」

　照れ隠かくしにパリエルはそんなことを言った。

　最近の手合わせといえば、もっぱらこのシーナとであった。魔法を除けば、二人の剣けん術じゆつの実力はほぼ拮きつ抗こうしていると言ってよいものだったが、同じ年代の少女として一目を置く勇者に、そんな風に言われたのが嬉うれしかったのだ。

「だからジェス君も稽古しようよ」

「なんでオレの話になる」

　シーナがそのジェスへ言った。

「そういえばあなた、魔法を覚える気はないの？　身体的なハンデも、精神的なものにしか依い存ぞんしない魔法なら……」

「前に言われたことがあってな。オレはその精神的な方も相当偏かたよってるらしい」

　幼い頃ころに受けた恐きよう怖ふ。体の傷口ならばまま塞ふさがるが、心の傷口は時間が経たつにつれ、より大きな歪ゆがみを生じさせることさえある。

「……まあ、実際習ったことはねえが」

「じゃあ、私が教えてあげるわ」

「おい。オレの話を……」

「使いたくないわけじゃないんでしょう？」

　勢い込んだシーナの言葉に、珍めずらしくジェスは口ごもった。

「そりゃ……」

「じゃあ教えてあげるわ。心が歪んだとか、偏ったとか、そんなのはどうでもいいの」

　珍しく興味を持ったらしいジェスが、意外そうに聞き返す。

「……どうでもいいのか？」

「どうでもいいの。魔法を習得するために一番大切なのは、執しゆう着ちやく心しん。キャラバンレースで見たでしょ。帝てい国こくの雷らい将しよう、キャスティア・フルバレットを。あの女の心が清せい廉れん潔けつ白ぱくで一直線だって言える？」

　パリエルはその言葉に、なんだかものすごい説得力を感じた。ジェスにしても反論の余地がない様子だった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ジェス。あなたの心は彼女なんかよりよっぽどまっすぐよ。魔王打だ倒とうの目的も持っている。そして意外と敬けい虔けん。あとはあなたのやる気の問題」

「……そんなもんか？」

「そんなものよ。科学文明を失った人類がここまで繁はん栄えいしたのは、科学に代わる魔法がそんなものだったから」

　これまたなんかものすごい説得力を感じたパリエル。

　一いつ般ぱん的には、紋もん章しよう技術の利便性の方が大きいと言われているけれど。それ自体が効果を発揮する持ち運べる魔法、紋章符ふ。あるいはそうした魔導紋章を直接体に書き込む、プリント・エッチング技術だ。

「というわけでパリエル、あなたも」

「ふぇっ？」

「ふぇじゃなくて。あなたも魔法を勉強するのよ」

「ええっ!?　な、何で私まで……？」

　体を動かすのは好きだが、正直、勉強は苦手。というか大だい嫌きらいなわけで。

「半分魔人ならただの人間よりよっぽど恵めぐまれてるもの。使わないなんて損よ、損。それに教えるってことは、私にとっても最高の復習になるし。そうと決まったら明日から授業開始ね！」

　意気揚よう々ようとするシーナ。

　そのときジェスが、なにかに勘かん付づいたように窓の外へ視線をやった。

「どうしたの？」

　それとなく察したように、シーナが声のボリュームを落とす。パリエルも周囲に注意を巡めぐらせながら呟つぶやいた。

「……帝国？」

「いや、あんな上等な奴やつらじゃねえ。気配が丸出しだった」

　素人しろうと……。

「ゲリラ？」

「なんだそりゃ」

「え？　ああ、私も王子から聞いたんだけど……いろんなものに紛まぎれて戦う民みん兵ぺいのことだって。情勢が少し不安定らしいよ。政府に不満を持ってる人たちがいるとかなんとか」

「こんないい街に暮らしてて、何の不満があるんだ」

　するとシーナが肩かたをすくめる。

「地方というか辺境というか……そっちの方に暮らす人たちはそうでもないわ」

「アホか。田舎いなかに住んでるってだけで国にケンカ売るのか、この国の連中は」

「だよね……」

　と賛同するパリエル。思えばミスマルカは国自体が小さすぎて、地方も中央もあったもんじゃなかった。それはまあ、城の周囲の割とお金持ちの区画と、雑貨屋エミリオや段ボール城があったようなうらぶれた区画とがあるにせよ。

「そう思って私も同じようなこと王子に聞いてみたんだけど、民主主義ってそういうものなんだって。ほら、中原の国みたいに王様や貴族もいないし、身分の概がい念ねんがないから。みんなが同じように生活できないと嫌いやみたい」

「そういうことね」

　とシーナ。

「中央の人たちだけが豊かに暮らせるのが不満なのよ。で、そういう不平等を許せない人たちが、昼間みたいなプラカード活動をしているわけ」

「……なるほどな。昼間やってたのはそれか」

　パリエルは、看板や横断幕掲かかげて行進していた若者たちの話をジェスやシーナから聞く。その声がなかなか政府に届かぬことに痺しびれを切らした者たちが、武器を手に、ゲリラになるのだろうと。




　　　　◆




　街灯の灯あかりを避さけるように、夜よ霧ぎりに紛まぎれ路地裏に集つどう影かげ。

「……どうだった」

「いい気なもんだ。メイドが一人、シスターが一人。護衛らしいのもいたが、白はく髪はつで気味の悪いガキが一人に、学生みたいな女の子が一人だ。シーナとかいう勇者も一いつ緒しよだが、女子供に変わりはない」

「ああ。熊くまみたいな大男の騎き士しでも連れてるかと思ったが、王子様は観光気分なんだろうよ。あの分なら問題ない、こっちの方は楽勝だ」

「問題は……やはりあっちか」

「いや、さっき支部から通達があったんだ。王子の方もやつらが手にかけるらしい」

「なんだと……連中、信用できるのか？　差別主義者だ」

「だが、イスルギさんの決定だ。大事の前の小事、今はこの腐くさった国を打だ倒とうすることが先決だ。共和国とは名ばかりの、ゼピルム帝てい政せい主義政府をな。理想のためなら、差別主義者を利用することも必要なのだ」

「そうとも、利用するのだ。だが革命が成った暁あかつきには、やつらにも粛しゆく清せいの鉄てつ槌ついが下されるだろう」

　一人が手を差し出した。一人、また一人とその上に重ねていく。

「我らが理想のために。真に平等な大陸国家、まだ見ぬ大陸市民たちのために」

　おう、と小さく頷うなずき合い。集った影は、またどこへともなく消えていく。
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　翌朝。

　まだ浅く朝あさ靄もやの残る首都郊こう外がいにおいて、新たに緩かん衝しよう地帯へと増派される師団の閲えつ兵ぺい式に招かれた。無論、マヒロの参加自体は非公式。ひな壇だんの隅すみに、高級将官らの親族に紛まぎれての観覧であった。その程度の場なので、今日はジェスとエミットも一緒。

　案内役のカトレアが、コンパニオンさながらの笑え顔がおを振ふる舞まう。

「勇ゆう壮そうでございますでしょう、殿でん下か。これらが我が共和国が誇ほこる最さい精せい鋭えい、その名も機き甲こう師団です」

　ジェス、エーデルワイスはポーカーフェイスなのでさておくとして……パリエルはエミットと一緒になって、大いに目を見張っていた。

　眩まばゆく朝日を浴びて高々と大たい砲ほうを掲かかげ、履り帯たいと呼ばれる鋼鉄製のベルトを足に巻いた、鋼鉄の箱。

「お……、オートモービルのお化け……」

　エミットの言葉が、言い得て妙みようだった。

「ははは！　あはははははは！　すごい、すごいぞパリエル！　これはすごい！　見ろ、この戦車の数!!」

　マヒロが半ば啞あ然ぜんと、だがどこか子供っぽく目を輝かがやかせてはしゃぎ立てる。

「はぁ……、私、戦車自体初めて見るんですけど……」

　確かにこれはすごい。

　ざっと百台はあるだろうか。あのキャラバンレースの時の、スタート前の雰ふん囲い気きによく似ていたが、一点違ちがうのは、これらは運うん搬ぱん用ではなく、全すべて戦せん闘とう用であるということだ。トラックよりも遥はるかに高価で、タイヤではなく履帯で走るために整備自体も大変な技術と手て間ま暇ひまが必要になる。

　だがそれだけに舗ほ装そうも未舗装も関係なく、荒こう野や、山野を駆かけ巡めぐり、並の魔ま物もの相手の野戦であればほぼ無敵とも呼べる強さを誇るという。他国に比べて魔人の比率の少ない共和国が、人間主体で国土を護まもるために導き出した答え。この魔ま導どう文明全ぜん盛せいの大陸において、共和国軍が貫つらぬき通した銃じゆう火か器きドクトリンの最たるもの。それがこの戦車隊。

　パリエルは、ふと横のシーナを見やる。

「……シーナはあんまり驚おどろかないんだね」

「私はこの国の出身だもの。まあ、ここまでたくさん並んでいるのは初めて見たけど。近ちか頃ごろの男の子たちの将来の夢は、冒ぼう険けん者より戦車兵なんだそうよ」

　丁度二人がそんな話をしているときに、カトレアが言った。

「殿下も男の子でいらっしゃいますね。お喜びいただけて何よりですわ」

「そりゃあもうカトレアさん、あれら主砲のなんと長く！　太く！　硬かたく！　たくましいことか！　男として憧あこがれない方がどうかしているでしょう!?」

　すぱん、とエーデルワイスがハリセン一ひと振ふり。

　……。

「そういう意味じゃないよね、シーナ」

「当、た、り、ま、え、で、しょ」

　そんなパリエルとシーナはさておき。

　咳せき払ばらい一つして、カトレアが言う。

「ですがこれでも閲兵式用のごく一部。実際には千を超こえる車両がこれより中原の緩衝地帯へ向かうこととなります」

「うちの国に百台くらい置いてってくれない？」

「車馬隊のガレージにはそんなに入りませんよ、王子」

　想像してしまってパリエルは溜ため息いき。ガレージどころか裏の森を伐ばつ採さいしないと、こんなにたくさんはお城に入らないだろう。たぶん。

「このＰパンター型一個師団の手にかかれば、帝てい国こくが擁ようするライン要よう塞さいの陥かん落らくも時間の問題でしょう」

　カトレアのそんな何気ない言葉に、マヒロが目の色を変えた。

「まさか……攻せめる気だと？」

「あら、これは異いなことを。では他ほかに何に使います？　連合は攻めようがないからこそ、手をこまねいているのでしょう」

　当然のようなカトレアの物言いに対し、マヒロはかぶりを振る。

「違う。攻める必要がないからだ」

「それでは中原の方々は、帝国が諦あきらめるまでひたすら待ち続けるおつもりだと？」

「そうじゃない。ただ……」

「殿下」

　エーデルワイスが告げる。

「たかが工作員の戯ざれ言にございます」

「いや……まあ、それはそうなんだけど……」

　口ごもるマヒロ。カトレアが、柔にゆう和わな笑みにいやらしい色を混ぜた。

「おや、侍じ従じゆう長ちよう閣下は手厳しいですね。ＣＩＣの中ちゆう枢すうにある私の言葉が偽いつわりだと？」

「いえ。ただ、偽にせ物ものを摑つかまされたままぬけぬけと本国に帰き還かんするような者の言葉に価値はないのではないか、と提言してみただけです。それともこの国の諜ちよう報ほう部隊長閣下はそのようなメイドの戯れ言を真に受けるのですか？　それはそれは、お国はお暇でよろしゅうございますね。なんとも羨うらやましい限りです」

「ぐっ……貴き様さま……！」

　一を言っただけで三も返してきたエーデルワイスの饒じよう舌ぜつに、カトレアが歯は嚙がみする。

　なんでこう容よう赦しやないのかなー、とパリエルは聞かなかったふり。いまカトレアと目を合わせると嚙み付かれそうだ。

　そのいたたまれない空気の中、しばらくすると大統領のスピーチが終わり、ひな壇だんの客席から盛大な拍はく手しゆが沸わき起こった。彼が歓かん声せいに手を振ふりながらステージを降りてくるのに合わせ、カトレアが席を立つ。そのときにはコロリと表情が戻もどっているのが、彼女のすごいところだとパリエルは思った。

「……では、この後は大統領との会食となります。大統領は殿でん下かとお話しできることを昨日から大変楽しみにしておりましたわ」

　ニタ、とマヒロが微笑ほほえんだ。

「今日はいの一番に一番重要なところに切り込んでやる。さすがに食事中に次の公務はないだろう」

「……ちっ。いちいち気に入らんやつらだ」

　そっぽを向いたカトレアのわざと聞こえるような本音に、エーデルワイスが一言。

「何か」

「いいえ、工作員の戯れ言でございますわ」

　パリエルがふと見ると、人のいいエミットだけが胃の痛そうな顔をしていた。

　みんなでひな壇を降りて、カトレアの後について歩く。

　マヒロが言った。

「どうだジェス、君も戦車を見たのは初めてだろう？　片手で操縦できるようなら、あんなのもいいんじゃないか？」

「西域にゃ結構走ってたがな。ついでに言えばよほどハイテクなユニットを積んでねえと、片手どころか一人で操縦するのも無理だ」

　マヒロがぱちくり。

「……詳くわしいじゃないか」

　エミットもぱちくり。

「我が勇者、西域ってどれだけカオスなのよ」

「さあな。だが魔ま物もの相手なら、戦車ってのは確かに強つええ。魔人相手じゃわからねえが」

　事実、共和国領内において魔物の駆く逐ちくには相当の戦果を挙げている戦車部隊。だが、帝国軍が相手になると難しいところかも……という気はパリエルもする。

　問題は魔ま導どう皮ひ膜まく技術の発達だ。小口径の銃じゆう弾だんであれば、布の服に施ほどこしたそれでも弾はじくことができてしまう。素材が鎧よろいのような重厚なものになれば、その質量に比例してさらに強く施すことができるようになる。

　銃弾は消しよう耗もう品だが、魔導皮膜は文字通りメッキのようなものだから、よほどでなければ使い減りしない。それでも銃にこだわるなら、断だん導どう弾と呼ばれる魔力を込こめた銃弾に頼たよることになるが……値が高い。

　しかしこれが剣けんや魔法になると、どういうわけか魔導皮膜はその威い力りよくを半減する。一説には持ち手の剣気や霊れい力りよくと呼ばれるものがそのまま刃やいばや魔法に乗り、魔導皮膜を侵しん食しよくするからだと言われている。それらに真っ向から抗こうするだけの完かん璧ぺきな魔導皮膜は、未いまだ成功した例ためしがないという。その点は純じゆん粋すいな材質の硬こう度どや、戦う者の技量に頼るしかない。

　弓は矢の質量が大きいだけに、霊力がよく乗り、射手の技量次し第だいで並の刀剣以上の威力を発揮する。シーナの肩かたを貫つらぬいた、長は谷せ部べ沙さ耶や香かの長弓がそうだった。銃弾となると、手指から隔かく離りされた状態で撃うち出されるため、霊力がほとんど乗らない。だったら最初から銃弾に込こめておけばいい……と開発されたのが断導弾だが、高い。しかも使い捨て。

　これらが、旧文明の時代に主役であった銃火器が、今の時代、こと対人戦において廃すたれた理由だった。

　パリエルは歩きながら、もう一度戦車の整列した方を振り返る。

　もしもあの大たい砲ほうが、魔導皮膜を無視できるほど強力だとしても……あれだけの重厚な鉄てつ塊かいなのだ。素す速ばやい騎き兵へい相手に的確に照準できるだろうか。魔法で長ちよう距きよ離りから狙そ撃げきされた場合、かわせるのだろうか。それが無理なら、あの装そう甲こうは魔法を弾くことはできるのだろうか。

「……懐ふところに入られると、案外弱そうな気がしますけど」

「たぶん、弱いなんてもんじゃないよ」

　パリエルの言葉に、マヒロはせせら笑うように言った。

「旧文明の兵器は、いかに遠くから、いかに安全に敵を撃破できるかに心血を注がれてきた。あのパンターも確か、当時は対戦車戦に用いられた車両だったはずだ。いわば大型の目標を相手にするためにね。あれだけで重騎士や騎兵、魔導騎兵を相手にするのは厳しいよ」

　戦いくさ嫌ぎらいであるにもかかわらず、同じようなことを洞どう察さつしていたマヒロに、パリエルはちょっとびっくり。

「じゃあ……」

「あれだけじゃあね。だからこっちも騎士や騎兵を随ずい伴はんさせて、敵を近付けさせなきゃいい。本で読んだだけの、当時からの戦術だけどね」

　なるほど。つまりそういう兵種なのだとパリエルは納なつ得とくした。強力な魔法兵の周囲を、重騎士団が壁かべとなって支えるようなものだ。ただし戦車の大砲は攻こう城じよう魔法と違ちがい、弾たまを込めれば次々と撃つことができる。ならば、それはそれで強力だ。

「でも最大の目的はたぶん……」

「たぶん？」

　オウム返ししたパリエルに、つまらなそうにマヒロは言った。

「中原に共和国の国力を見せびらかしたいだけじゃないかな」

「あ……」

　それはそうだ。中原で一、二を争うゼムン、ラズルカにしても、あれだけの戦車を作るだけの工業力はない。リビルド技術もない。恐おそらく資源もない。そもそもあの戦車一台で、何十人分の剣や鎧よろいが作れるだろうかという話だ。中原で出回っている板プレ金ート鎧メイルの平均的な重さは二十～六十キロ程度だが、あの戦車一台の重量は何十トン。そう考えただけでもいかに贅ぜい沢たくな兵器かが窺うかがい知れる。

　それに現在の戦せん闘とうは剣にせよ、魔法にせよ、本人の能力、技量に依よるところが大きい。だが人間主体の共和国は、操作さえ覚えれば、誰だれでも同じだけの強力な攻撃ができる戦車というものに活路を見み出いだした。後ろから大砲の引き金を引くだけでいいなら、人差し指さえあればいい。最悪、女子供でさえ戦力となってしまう。その普ふ遍へん性、利便性の高さ。

　コストはかかるが、共和国の豊かな国力はそれを可能にしたのだ。式典のためにあそこに揃そろっただけで百。実際に向かうのが千。共和国の国土を考えれば、さらにたくさん？

　中原にひしめき合うような小国家群の、どこの王がそれに刃は向むかえると考えるだろうか。少なくとも将兵たちは、あんな鋼鉄の塊かたまりに自ら向かって行きたいとは考えないだろう。

　だがそう考えればなるほど、中原のみならず、帝てい国こくの兵士たちに対してもインパクトが強いかも……。

「……」

　閲えつ兵ぺい式の会場を離はなれ、移動のためのリムジンが見えたときだった。

「……霧きり？」

　中原でも、今日のように晴れ上がった日の朝はよく霧がかかる。だがもう午前十時を回っている。晴れ上がりこそすれ、濃こくなるにはおかしな時間帯。

「ちょっと、これ……真っ白……」

　瞬またたく間まに遮さえぎられる視界に、エミットが戸と惑まどいの声をあげる。まるで煙えん幕まくだ。

　マヒロが何かに気付いたように呟つぶやく。

「この霧は……」

「殿でん下か。離れられませんように」

　エーデルワイスの霧よりも冷たい声と同時、鬼き気き迫せまる足音が駆かけ寄ってくる。霧の白に、赤が見えた。口元を覆おおう赤い覆ふく面めんであった。

「うぉおおおおおおっ!!」

「っ……！」

　抜ばつ刀とうと同時、パリエルは振ふり下ろされた駄だ剣けんを受け止める。型もない。力任せ。服装もただの一いつ般ぱん人じん。なんて素人しろうと。だがこの状じよう況きようはまずい。この視界では次に何が起きてもわからない。マヒロの心証よりは、彼の安全が至上命題。やむなく捌さばき、暴漢の心臓を一ひと突つきに貫つらぬき通す。

　右と左から同じような男たちの断だん末まつ魔ま。最後に見えた立ち位置から、ジェスとエーデルワイスか。短く鋭するどい気合いはシーナの声。音でしか状況が測れない。

「馬ば鹿かな！　レッドフラックだと……！」

　カトレアの叫さけんだ方から、鋭い銃じゆう声せい二発、三発。また刃は物ものを落とし倒たおれ伏ふす音。

　そして肉を打つ鈍にぶい音。

「!?」

　すぐ近く、マヒロの立っていたはずの方向からだった。パリエルは血相を変えて振り返る。

「王子っ!!」

「……借り受ける。悪く思うなよ」

　空気ではなく霧を伝うような、おぼろげな男の声だった。

「待て!!　白しろ鴉がらす、貴様っ!!　白鴉!!」

　もう一度カトレアが叫んだ。叫びはしたが、彼はもう応こたえなかった。まるで夢から醒さめるように、瞬く間に霧が晴れていく。
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「王子！　王子っ……!!」

　呼べど見み渡わたせど、もはやその姿はどこにもなく。後にはいくつかの襲しゆう撃げき者の死体が転がっているだけだった。

「……不覚」

　珍めずらしく大きく嘆たん息そくしたエーデルワイスが、瞳ひとみを細め、呟いた。
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　さんざ捜さがし回った数時間後。

　今後のことのために官かん邸ていに連れられたパリエルたちが聞いたのは、同時刻、イエスマン大統領も同じくしてさらわれたという話だった。副大統領シャックスも、国防長官セリアーナも、沈ちん痛つうな面おも持もちをしていた。

　カトレアがさらに重い表情で述べる。

「白鴉……管理局選せん抜ばつ、クロウコードの一人。霧を操あやつる能力を持った魔人です」

「それが裏切ったと」

　淡たん々たんとした言葉でエーデルワイスが問う。カトレアが苛いら立だち混じりの、真しん剣けんな眼まな差ざしを向けた。

「動機は不明だ。まさか革命屋どもに与くみするなど、理解の範はん疇ちゆうを超こえている」

「左さ様ようで。不ぶ躾しつけな飼い犬でございますね」

　睥へい睨げいするカトレアを、ソファに掛かけたまま冷たく見上げるエーデルワイス。だが唇くちびるを嚙かんだまま二の句がないカトレアを見て取ると、現時点での最高責任者たる、シャックスに言葉を向けた。

「それについては後で責任を問わせていただきますが、まずは今後どう動くかをお聞かせください」

「全力を挙げて行方ゆくえを追っています。大統領、王子ともに身の安全が確かく認にんできない現段階では、これ以上は」

　シャックスの言葉が終わるか否いなかの矢や継つぎ早に、エーデルワイスはさらに問う。

「こちらで見付けられずとも、いずれ要求はあるでしょう。その後は」

「国防長官、警察長官、ＣＩＣ長官らとの協議の上で決定します。現時点では……」

（悠ゆう長ちようなっ……）

　はっきりとしない物言いに、パリエルは、なんだかのらりくらりと逃にげられている印象を受けた。焦あせる気持ちが勝まさるからこそ、尚なおのこと。だが自分たちも何もできないからこそ、こうして彼らと顔を突き合わせている。

（っ……）

　何もできない。歯がゆい。

　そう、何もできなかった。手も足も出なかったとはあのことだ。

　身内なればこその、あの手て際ぎわの良さだったのだろう。警備も、その穴も、全すべて熟知していなければ……言わば内通者、協力者がいなければ、あんな素人しろうとらがあそこまで肉にく迫はくできるはずがない。そしてそれを陽動にするように、白鴉とやらはマヒロをさらったのだ。

「……襲撃に来た雑ざ魚こはレッドフラックと言いましたね」

「それがなんだ」

　吐はき捨てるようなカトレアの言葉に対し、エーデルワイスは静かに言う。

「拠きよ点てんはノーテスカ。そして紋もん章しようの祭さい壇だんがあるのもノーテスカ。決まりかと思いますが」

「……しかし、何のためにだ」

「わたくしに聞かれても。ただ……組織ぐるみの要求を通すだけであれば、大統領お一人で充じゆう分ぶんかと。そして殿でん下かには紋章に関すること以外、これといった価値はありません」

　エーデルワイスの歯に衣きぬ着せぬ物言いに、共和国側の三人はややも呆あつ気けに取られた様子だった。だが事実として、この国を変えようという反政府組織が彼を人ひと質じちに何かを要求するには、中原にあるミスマルカ本国は遠すぎる。

　シャックスが言った。

「……カトレア少しよう佐さ。ノーテスカの方には」

「赤あか鴉がらすとパンジーを向かわせています。ですが拠点となっている城じよう跡せきは僻へき地ちですので、報告までに二日はかかるかと」

　そこでジェスが口を開いた。

「その二人が途と中ちゆうで白鴉ってのを見つけたらどうする」

「恐おそらくそれはない」

　カトレアがクリップボードに目を落とす。

「あの場から五〇〇メートルほど離はなれた場所で、簡易型の長ちよう距きよ離り転送陣じんを使用したと思われる痕こん跡せきが見つかった。それだけで首しゆ都と圏けんの外には出るだろう。この計画が周しゆう到とうに用意されたものならば、転送先にも転送陣が用意されている可能性は高い。連続ジャンプで、もうすでにノーテスカにいたとしてもおかしくはない」

　簡易転送陣はどこにでも飛んでいけるというものではない。転送元と転送先が対ついになって用いられる。攻せめるには使いようもないが、今回のように逃げる場合には抜ばつ群ぐんの威い力りよくを発揮する。無論、通常は売り買いされるようなものではなく、誰だれにでも手に入れられるものではない。

　シャックスがエーデルワイスに向き直る。

「お聞きの通りです。報告が早いか、要求が早いかはともあれ……はっきりと身み柄がらが確認されるまでは、予断は避さけるべきかと。皆みなさんもそれまでは安全のため、こちらの官邸にお泊とまりください。警備には万ばん全ぜんを期しますので」

　マヒロを捜し走り回った疲つかれもある。情報がない以上、このまま顔を突き合わせていても仕方がないと、傾かたむき掛けた夕日の頃ころに解散の流れになった。
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　そして主あるじの消えた、大統領官邸の一室にて。

「……汝なんじ殺すことなかれ」

「ああ。悪かった」

　ジェスは言い訳をするつもりもなく、それ以上は口を噤つぐみ、エミットの言葉を待った。すると彼女はそれをヒステリックに言うでもなく、表情を和やわらげる。

「素す直なおねぇ、汝」

「……なんだ。怒おこるんじゃねえのか」

「別に？　我が勇者も子供じゃないんだし、悪かったってわかってるものをいちいち怒ったりしないわよ」

　ここら辺。普ふ段だん妙みようにおちゃらけているのだが、ふとしたときに妙に説得力を感じてしまう辺り。やはりシスターなのだとジェスは感じ入る思いだった。

「それに今回、不文律を破ってきた異い端たん者は向こうの方だしね」

「……いいのか。そんなんで」

「いいのよ、そんなんで」

　昨夜のシーナと似たような物言いだった。

「宗教は悩なやむためにあるんじゃないの。幸せに暮らすためにあるの。悪いことをしました、ごめんなさいって許しを請こうて、許された気になるわけね。で、寝ねて起きたら許されて幸せなの。わかる？」

「便利なもんだな」

「そうよ、超ちよう便利なの。聖せい言ごんに曰いわく、汝悩むことなかれってね。じゃなきゃ、信者って何？」

（……）

　案外。彼女は怒るよりも、殺してしまったこちらの心境を心配してくれていたのかも知れない。だが生あい憎にくと、法と言えば力か無法かというような西域では、聖言の第一を守ることは難しかった。何せ壊こわれた連中が多かった。ランデルディーのような心身共の強さを備えなければ、難しい。

「……護衛さんも可愛かわいい顔して、そんなことよりは王子様の方が心配みたいだったし。世せ知ち辛がらい世の中よねぇ。王子様、あとでヘソ曲げなきゃいいけど」

「大だい丈じよう夫ぶだろ」

「あら、どうして？」

　ジェスはマヒロの時々の表情を思い浮うかべながら言った。

「あいつは理り屈くつがあれば納なつ得とくする奴やつだ。パリエルが守ったことが間ま違ちがってんなら、あいつが霧きりを晴らすなり、殺される前に殴なぐり倒たおすなりしちまえば良かっただけの話だ。それをできなかったあいつが文句をいう筋合いはねえ」

「……汝の理屈も無茶苦茶よね」

「無茶苦茶でも、そのくらいの理屈さえあればあいつは納得する。たぶんな」

　ただ。ジェス自身は、もっと他ほかに気になることがあった。

「……てめえ、本当にシスターか？」

「な、何よ藪やぶから棒に。勇者シーナじゃあるまいし、汝疑うことなかれ！」

　かく言うジェスも、はっきりとは……シスターでなければなんだとまでは、わかっていない。ただ、霧が晴れ上がったあのとき。修道院育ちのシスターにしては悲鳴を上げるでもなく、死体を見慣れている感じがした。

「さて、私ちょっと護衛さんの様子を見に……」

　空々しくソファを立ったエミットへ、呼びかける。

「必要ねえだろ」

「……なんで？」

「てめえと同じだ。あいつも死体を見慣れてやがった。ついでに言えば俺と同じで、これが初めてってわけでもねえ。あれはそういう目だった」

　エミットは溜ため息いきがてらに諦てい念ねんを浮うかべ、そして困ったような笑えみを浮かべた。

「……一つきりの目で、よく見てるのね」

「ああ。だから今は放ほうっておけ。マヒロをさらわれちまったことの方が堪こたえてんだろ」

　エミットは、すとんとソファに掛かけ直した。
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　別室。

「詫わびる必要も悩む必要もありません」

「はい……」

　ソファに掛けているのに、正座でもしているような心持ちだった。エーデルワイスに責めるつもりはなさそうだったが、護衛の務めを全まつとうできなかった悔かい恨こんと自責がパリエルの心を苛さいなむ。

「……今のあなたは軍人なのです。一度や二度の敗戦で、そうまで塞ふさいでいたのでは使い物になりません」

「はい……」

「もっとも。失敗をそうして正面から受け止め、反省できることがあなたの美点です」

　珍めずらしく褒ほめられたらしいのだが……到とう底てい、パリエルはそれを喜ぶような余よ裕ゆうもなく。そんな状じよう況きようでもなく。

　エーデルワイスが、自分で入れた紅茶を自分で一口。それから唐とう突とつに告げた。

「殿でん下かに過度の期待を抱いだくのはやめなさい」

「……どういう、意味ですか？」

「言葉通りの意味です。まさか本当に、殿下があの小国を負ってこの大陸を統一するとでも」

　パリエルは俯うつむく。元から俯きがちだったのを、さらに角度を深くする。ルナス姫ひめを追い返したあの日から、このエーデルワイスだけはマヒロのそれを妄もう言げん、虚きよ言げんと一いつ蹴しゆうしていた。

「あなたのために言っています」

「……」

　それは、たかが十五歳の少年だ。たかが他国の地方都市ほどしかない小国だ。あるものと言えば、王朝時代からのわずかの歴史と、その遺産だけ。王もマヒロも、それら過去の遺物だけを頼たよりに立ち回っているのが実情だ。

「護衛は任務であり、友人同士の付き合いではありません。あの陛下ですら私情を挟はさまず、こうしたこともあろうと覚かく悟ごの上で、我が子を方々へやっているのです。あまり入れ込んだのでは、もしものときに辛つらくなりますよ」

　声こわ色いろはいつもの冷たいものだったが、言葉には案ずる心が感じられた。いつも完かん璧ぺきだと思っていたエーデルワイスが、そんなことを言うのが意外だった。

「大丈夫でしょうか……王子」

「平気でしょう。このようなことで音を上げるほど、か弱くお育てした覚えはありません」

　忠告は忠告として、それが彼女の本音なのだろう。

　彼と彼女の日々のやり取りを思い出したパリエルは、幼い頃ころからあんなだったら、まあそれもそうかと、少しほがらかな気分になる。

「ゲリラの人たちに、迷めい惑わくかけてなきゃいいですけどね」

「見た目の良い娘むすめでもいれば、それもあるかも知れませんが」

　紅茶を一口。

「今回ばかりは、殿下の減らず口も用をなさないでしょう」

「……どうしてですか？」

「世の中には退ひくことを知らない人種が二つあります。一つは宗教家。もう一つが思想家です。信じることがそれらの始まりですから当たり前のことですが、この二種類は自分の考えを曲げるということを知りません。尚なおのこと、レッドフラックは命を賭としてまでこの国を変えようという集団です。口先だけで、その意志を変えられるはずがありません」

「でも……だったら王子も、いつも命を賭かけてますよ」

　そう、ジェスが言っていた。

「まるで、カードで小銭を賭けるように」

「ギャンブルにしては、気風きつぷが良過ぎます」

「いいえ。だから、気風がいいからみんな王子に吞のまれてしまうんじゃないですか。私も。カイエン様も。ルナス姫やユリカ姫まで……」

「勝つだけのものを賭けとは言いません。負けも含ふくめて賭けなのです」

　それもそうか。そして命を賭けていれば……負けとはつまり。

「気持ちはわかりますが、あまり情を移し過ぎないように」

「でも……それは王子に言ってください。あんなに人ひと懐なつっこくて、情を移すなって言われても」

「そうですね。では帰ってきたらわたくしから言って聞かせましょう。あなたやジェスやわたくしもまた、いつそうなるとも知れぬ立場です」

「っ……」

　もし白鴉という男にその気があったなら、王子はあの時点で殺されていた。いや、やろうと思えばあの場に居合わせた、自分たちも含めた全すべて。

　白い闇やみから伸のびる刃やいばを幻げん視しして、パリエルはようよう、素知らぬ恐おそろしさに固かた唾ずを吞むのだった。
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　冷たい夜気。それ以上に凍こごえそうな、ゴツゴツとした石造りの床ゆかの感かん触しよく。

「……大だい丈じよう夫ぶか、王子。気が付いたかね？」

「………あ、れ……。大統領……？」

　首の後ろを一発打たれた衝しよう撃げき。途と中ちゆう、転送陣じんに放ほうり込まれた、宙に浮うくような感覚だけは覚えている。

「ここは……？」

　暗い。灯あかりは部屋に揺ゆらぐ松たい明まつ一本。そうして鈍にぶく煌きらめく鉄てつ格ごう子しは……いや、部屋ではなく牢ろう屋やということか。

「ここが件くだんの……、旧ノーテスカ帝てい国こくの王城だよ。今ではレッドフラックの拠きよ点てんになっているがね。私と君は、拉ら致ちされてしまったんだよ」

　さして悲ひ愴そう感かんもなく、軽い感じで肩かたをすくめる大統領。マヒロはゆっくりと上体を起こした。

「それは……いや、僕はともかく……あなたまでですか？　あれだけ警けい戒かい厳重だったのに？」

「目覚めたか」

　何の気配もなかった鉄格子の向こうから、突とつ然ぜん声を掛かけられ振ふり返る。と、そこに男が一人立っていた。上から下まで白で統一された、袂たもとを合わせる和装のような丈たけの長いジャケット姿、見たこともない一字を記したマスクを、覆ふく面めんのように口元から胸むな元もとまで垂たらしている。

「君は……？」

「俺はお前をさらった者よ。ちなみにこれは旧文明の遥はるか昔から伝わるアルファベットで、梵ぼん字じという」

　垂れ幕のようなマスクをつまみ、ひらひらと。

「全ての御み仏ほとけを代行する字で、アと発音する」

「ア」

「そうだ」

　テロリストにしては面おも白しろい人だなぁ、とマヒロは感心。

「じゃあ、あの霧きりも君が？」

「お前は気付いていたようだが、ヴェロニカでカトレアを補ほ佐さしたのも俺だ。もっともあの女は、お前の機転にまんまと出し抜ぬかれたようだがな」

　マヒロはここでおかしいことに気が付いた。カトレアに味方したなら共和国の者だろうに、ではそれがなぜ国のトップである大統領をさらい、閉じ込めている？

「……彼はね、王子。クロウコードの一人で、白鴉という。管理局選せん抜ばつのナンバーワンエージェントだ」

「白鴉……。じゃあまさか、そのナンバーワンが裏切ったと……？」

　認めたくない気持ちもあるのか、大統領はマヒロから背そむけた目を伏ふせ、深々と嘆たん息そくした。だがそうでもなければ、大統領をさらい出すほどの手て際ぎわの鮮あざやかさは有り得まい。

「国こく賓ひんである君をこうして身の危険にさらすなど、全く不徳の致いたすところだ。申し訳ない」

「あ……、いや。余は別に。こういうことも含めての外回りなのでいいんですが……大統領がさらわれたって、それはちょっと洒落しやれになってないんじゃ……？」

「はっはっ、君は本当に度胸が据すわっているね。こんな状じよう況きようになったのでは、普ふ通つうは大の大人でも不安で震ふるえ上がるだろうに」

「そういう大統領も随ずい分ぶんと平気そうですね……」

　彼は大きく胸を張る。

「私かい？　ああ、国家元首たる者はこういう一大事にこそ、狼狽うろたえるわけにはいかないからね。いっそ二人で脱だつ走そうでもしてみるかね？　私の支持率は上がるだろうし、君も……」

「くだらんっ!!」

　ひどく静かな獄ごくの廊ろう下かに、盛せい大だいな一いつ喝かつが響ひびき渡わたった。ずかずかと苛いら立だたしげな足音が近付いてくる。

「くだらん！　弱きプロレタリアートからは搾さく取しゆの限りを尽つくし、ブルジョアジィには媚こびへつらうこの卑ひ屈くつな帝国主義者め！」

　自動小しよう銃じゆうで武装した側近を従え、ステッキを持って現れたのは大統領と同年代の、口くち髭ひげを蓄たくわえた白はく髪はつ交じりの男だった。背は高く瘦やせぎすで、片足には粗そ末まつな義足。リーダーではあるらしいが、赤い覆面した取り巻きらと同じような、カーキ色の制服を着ている。

　ひとしきり大統領を罵ば倒とうした目が、静かにマヒロへ向けられる。

「……そして時じ代だい遅おくれの封ほう建けん主義者め」

「どうも。たまたま共和国に生まれなかったってだけな気もしますが……あなたは？」

「私はイスルギー・ジューコフ。大陸市民解放革命軍、レッドフラックの書記長官だ」

「軍なのに……書記長ですか」

「旧文明の時代より伝わる由ゆい緒しよ正しい役職だ。私には帝国主義者どもの悪逆非道の真実と、これから始まる革命の歴史を書き留め、後世に伝える義務がある」

　再び大統領の方へ向き、カン、と石床にステッキを突つき直す。

「決心は付いたか、現ゼピルム帝国主義政府大統領アンディ・Ｊ・イエスマン」

「……何度言われても私の考えは変わらんよ。第一、共和国は私の国ではない。国民の一人一人の意思によって成り立つみんなの国だ。その代表として選ばれた私が、自分勝手に不当な暴力に屈くつするわけにはいかないんだよ」

「ならばその国民一人一人の真の意思がどういうものか、見せてやろう。権力にあぐらを搔かいた惰だ弱じやくな心に、民衆の力がいかなるものかをしっかりと焼き付けるがいい！」

　ステッキで強く鉄てつ格ごう子しを打つと、そのまま踵きびすを返し、去っていく。マヒロが鉄格子から顔だけ覗のぞかせると、番兵の詰つめ所しよらしき辺りに、幹部のような者たちが集つどっているのが見えた。

　重厚な鉄のドアが閉とざされても、革命の血気に逸はやる彼の声は、静せい寂じやくな牢ろう獄ごくに高々と響き渡った。

「弱者から毟むしり取るハイソサエティどもを、赤き高こう射しや砲ほうの烈れつ火かで撃うち落とす！　この腐ふ敗はいした大陸に革命をもたらし、再び真に平等な市民社会を築き上げるのだ！　今こそ書記長官イスルギー・ジューコフの名において各支部に通達する！　日はまた昇のぼる!!」




　うおおおおおおおおおおっ──!!




　応こたえるように、凄すさまじい怒ど号ごうが響き渡った。並の軍隊でもああは気合いが入るまい。そういうただならぬ意気込みが窺うかがえる威い勢せいだった。彼らにしてみれば、これは戦争以上の闘とう争そうなのだ。一人一人が給料のため、将軍から言われるまま戦地に赴おもむくのではなく、一人一人が胸に抱いだいた大義のために戦うという、その違ちがい。

「日はまた昇る……？」

「……恐おそらく、武装蜂ほう起きの合図だ」

　深刻な様子で大統領が言った。

「彼の本当の名前はイスルギというんだがね。旧文明の賢けん者じやらに憧あこがれたイスルギは、彼らが生まれた国にあやかるように、イスルギー・ジューコフなんて名前に改名した。この大陸に、再びその火を灯ともそうというわけだ」

「……詳くわしいですね」

「首都学院で、私とシャックスとイスルギは同期だった」

　マヒロは目を瞬しばたたかせた。カイエンもそこで政治を学んだというから、さすが大陸にその名を轟とどろかせる名門と言うべきか。

「その頃ころには、彼はもうあんな感じだったよ。彼の言葉は、あの頃に語ったままの理想と何も変わっていない。どうしたものかな……」

　どうもこうもない。こんな場所に閉じこめられていたのでは、どうしようもない。

「……イスルギは夢想家すぎた。シャックスはリアリストすぎた。どちらでもない、中ちゆう途と半はん端ぱな理想を持った私が大統領になれた」

「そういうものですよ、たぶん。夢を押し付けられるのは鬱うつ陶とうしいし、現実的過ぎると息苦しい。そんな民衆の心の最大公約数を得たのが、あなただったというだけでは？」

「君は若いのに、こんなつまらない話によく付き合ってくれるね」

「王国も似たようなものです。志が高くなければ、民たみは慕したってくれない。でもそれを追求しすぎれば、心が離はなれていってしまう。民主制のように首の替かえが利きかないだけに、これがよほど難しい」

「はっはっは……私は替えられてしまうかな？」

「あ、いえ。そういう意味ではなく……」

　ふと気付くと、白鴉の姿はどこにもなかった。イスルギの背中を目で追っていたときにも、彼が一いつ緒しよに出て行った様子はなかったのに。

（……とんでもないのを抱かかえてたんだな……共和国は）

　惜おしむらくは、それが裏切って今は敵であるということ。脱だつ獄ごくの目があるとすれば、あの腕うで利ききを言いくるめてしまうのが一番確実だと思ったのだが……。

「……白鴉についても、もう少し教えてもらえませんか？」

「ん？」

「弱点とか、苦手なものとか、好きなものとか」

「さぁ、聞いたことがないな……ナンバーワンではあるが、私の立場からすればＣＩＣ局員の一人に過ぎないからね」

　この国の立ち位置の全すべては役職上のもの。王国のように血族でどうこう、将軍や貴族らとの家いえ柄がらでの付き合いでもないから、個人的な繫つながりというのも相当薄うすいのだろう。

「ああ、しかし彼も風ふう牙が衆しゆうの出身だったかな」

「風牙衆？」

「大おお八や洲しまの忍しのび……早い話が忍にん者じやだよ。ＣＩＣにはそこの出身者が」

「忍者ってつまり手しゆ裏り剣けん投げたり魔ま法ほうも使わずに水の上を走ったり火か遁とんの術とか水すい遁とんの術とか魔法じゃない魔法これ即すなわち忍法あるいは忍術を使うというあの伝説の職業のことですか……!!」

「はっは、さあ、その辺はどうなのかな。白鴉は魔人らしいから、普ふ通つうに魔法を使ったっておかしくないし……まあ、お話に登場するような忍者とは違って、今の忍の郷さとはスパイの養成学校みたいなものらしいがね。本物の忍者というのは、旧文明の工業化時代の頃にはすでにいなかったそうじゃないか。真ま似ね事ごと……と言っては失礼だが、せっかく忍者発はつ祥しようの地なんだし、そういう特色を売りにしているんじゃないかな」

「なぁんだ、そうですか……。それは残念……」

　伝説の武器、手裏剣。一度は見てみたかった。でもまあよくよく考えれば、白鴉は文ぶん献けんイラストに描かいてあるような忍者刀も持ってなかったし、ぶかっとした忍しのび装しよう束ぞくも着てなかったし、頭ず巾きんも被かぶってなかったし、足た袋びも履はいてなかったし、何より真っ白で全然忍んでなかった。

「くっ……騙だまされたっ……！　一いつ瞬しゆんでも心ときめかせた余がバカだったッ……！」

「さて何のことだ？」

　また何処どこからともなく、鉄格子の向こうに現れた白鴉。

「君だ！　君のことだ！　忍なら忍らしく、ちょっとは忍んでみようという気はないのか、ええ!?　そんな真っ白い格かつ好こうで、実は恥はじを忍んでいるなんてオチは聞きたくもない!!」

「……これはまったく面おも白しろい小こ僧ぞうよな」

　幕の下でくっくと喉のどを鳴らした白鴉。手にした毛布、パンの袋ふくろ、そして水すい筒とうを牢ろう屋やの前に置いた。

「闇やみ夜よの黒であれば、カラスでなくても大たい抵ていは紛まぎれるが……霧きりに限らず白に紛れるのは、これでなかなかむつかしい」

「だめだ。何かそれっぽいこと言っているが、人差し指を重ねてニンニンと言わない限りは、余は断じて認めることはできません」

　言って、格子の隙すき間まからパンを取ろうと手を伸のばす。その手にお預けを喰くらわせるように、ストンと棒の先が置かれた。見上げれば白鴉が片手に持つ、ひどく壮そう麗れいな金属製の棍こんである。

「なんだい、怒おこったのか？」

「一つ聞きたい。聖せい魔ま杯はいの紋もん章しようとやら、封ふう印いんを解く鍵かぎとはなんだ？」

「は？　なんだ、そんなこ……とっ……？」

　伸ばした手が、動かない。載のっているだけのようなのに、まるで石いし床ゆかまで貫つらぬいているが如ごとく手首を押さえ、びくとも動かせない。

「指し紋もんか。網もう膜まくか。血か。それとも遺伝子か」

「……だとしたら？」

「至し極ごく簡単。このまま手首の一つをもらって、祭さい壇だんへ向かえばいいだけのこと」

　押さえる棍に力が加わる。

「さぁ、僕も実際行ってみないことには。知っての通り、ヴェロニカで見つかった紋章は何もしないうちに世に出てしまった。僕自身が知りたいと思っていたところだ」

「……親おや父じから聞いてはないか？」

「言うと……ぐッ……!?」

　さらに力が加えられる。白鴉自身は何の気負いもないのに、手首は今しも骨の砕くだけんばかりに軋きしみそう。

「うぅ……！」

「噓うそ吐つきの舌は閻えん魔ま王に抜ぬかれるぞ。俺はこの手をもらって試ためしに行っても、何ら不都合ないのだからな。少しの血は出るが、まあ死にはしないだろう」

「う……うふふ。うふあはは」

「……。何がおかしい」

「そんな簡単なことでいいなら、わざわざ王族がドサ回りする理由ってなんだい？　答えられたら手首と言わず腕一本くれてやろう」

　マヒロが笑うと、

「小僧、俺は本気だぞ。片手といえど、その若さで失うのは辛つらいぞ」
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「辛いだろうなぁ。まあ僕なんかよりずっと幼い頃ころに片目も片かた腕うでもなくした奴やつを知っているけど……僕はあいつほど根こん性じようがないから、きっと絶望して死んじゃうだろうなぁ。ふふっ、これなら正当な理由が付く」

　少しの間、そんなマヒロの目を見下ろしていた白鴉であったが。

「……呆あきれた奴よな」

「誰だれが？」

　阿あ呆ほうのように聞き返す頃には、棍は退けられていた。

「いずれ、付き合ってもらうことになる」

　白鴉はそのまま牢ろう獄ごくを立ち去ってしまった。

「……なんだ、つまらん」

　パンの袋を取り、水筒を取り、毛布を引き入れ、すっかり肝きもを冷やしたように冷や汗あせびっしょりの大統領と分かち合う。

「マヒロ王子……なんて無茶をするんだ、君は!?　彼は本気で君の手を潰つぶすつもりだったんだぞ。君はいつもあんな危なっかしい交やり渉かたをしているのか」

「いいじゃありませんか別に。彼が本当にその気なら、どうせ抗あらがいようなんてないのですから。だったらせめて好き勝手なことを言わないと」

「……君は、自分の立場というものを理解していないのか？　もっと自分の身を案じるべきだ。死んだらどうするつもりだね？」

「あっはっは、よく言われますけどね。じゃあ大統領、あなたは死んだら何ができます？」

　すると彼は、少しの間口を噤つぐみ。

「……いや、何もできんよ。だが、だからこそ、生きなければならないんじゃないか」

　やおらパンを袋から取り出し、かじり付き、水筒の水を呷あおった。

「生きるために食べる！　生きるために飲む！　そりゃあ誰だっていつかは死ぬだろう。しかしだ王子、何も今こんなところで死ぬことはない」

「……なるほど。まあ、それはそうかも知れませんね」

　味気ない乾かわき気味のコッペパンを、もしゃもしゃ二人で詰つめ込んでいく。

　　　　[image: ]

　廃はい城じようの一角に設けられた指揮所にて、イスルギが言った。

「どうだった白鴉」

「あれはだめだ」

　答えると、イスルギは共和国の地図を広げたデスクに強く手を打つ。

「だめとはなんだ。退廃主義者の小せがれごとき、少し締しめ上げれば音を上げる」

「いや、やめておいた方がいい。俺も人の殺せつ生しようを数多あまた見てきたが、あれはない。こちらに殺す気がなくとも、無理をすれば勝手に死ぬぞ」

　知っているとも言わず、知らないとも言わず、いきなり死ぬ死なないの話を持ち出してきた。聞いているのはこちらなのに、まるでこちらを試すようにだ。

　それでいてあれは間ま違ちがいなく、その死ぬ死なないはどうでもいい奴なのだ。こちらを試して面おも白しろがっていただけだ。名めい誉よのために剣けん士しが一戦に一命を賭とするが如く、からかいたいがためだけに話し合いに一命を賭してくるのだ。あれはない。

「なんならお前がそこのトカレフでもアーカーでも持って、奴のこめかみに突つき付けてみればいい。俺の言った意味、わかるだろうよ」

「では他の紋もん章しようの在処ありかもわからずじまいか」

「そうよな。知っているなら帝てい国こくの宣戦から二月、三月と間をあけて動きはせんだろう」

　それ以外に理由が見当たらない。帝国との開戦延期はたかが口約束なのだ。いつ来るとも知れぬ脅きよう威いなら、いちいちに間を置かず、一刻でも早く全すべて集めてしまうのが上策。それをしないのであれば、やはり息むす子こはもちろん、王も全てを知るわけではないと見るのが妥だ当とう。




　……無論、そうと思わせることがミスマルカ王の策略であるとは、管理局にいた白鴉も気付きはしなかったが。そしてマヒロもまた、そうして敵を欺あざむくためにまず欺かれた味方の一人であったが。




　イスルギが嘆たん息そくした。

「……ならばこの地に眠ねむる紋章はともかく、結局はあの封ほう建けん主義者のドラ息子を連れて方々を回らねばならんというわけか」

「だが全て集まらねば用をなさんのだから、その一枚だけでも持っていれば状じよう況きようは違うぞ。今のところわかっているのは、ヴェロニカから持ち出された一枚。このノーテスカに眠る一枚だけだ。もしも二枚で全てなら、半分を手にすることになる」

「抜ぬかせ。実際には何枚あるというのか」

　イスルギが机き上じようの地図を、大陸全土のものにめくり替かえる。

「さてな。管理局でもそこまでは把は握あくしていなかったが……確かに、二枚ということはないだろう。恐おそらく……ここにも一枚」

　白鴉は指を静かに極東の先に置いた。

「……オオヤシマか？」

「そのフジの裾すそ野のに、古くから葉は多た枝え党を名乗る一団がある。とてつもない力を秘ひめた紋章を支配しているとの噂うわさだ。もし事実なら、可能性も皆かい無むではないだろう。一説には聖せい魔ま杯はいのチカラ、人が住まうための結界として紋章に姿を変え、各地に散さん逸いつしたという。となれば……」

　白鴉の指先を視線で追い、イスルギは唸うなった。

「……ノーテスカ帝国もそうだったな。旧文明崩ほう壊かい以後、早くから人々の根付いた地……西は教団領、南は旧マジスティア王国か」

「俺はそう見るが、さてな」

　地図を睨にらみ続けていたイスルギが、面おもてを上げる。

「……大陸市民が集つどうための象しよう徴ちようが必要なのだ。帝国主義者はおろか、ありもせん神の名にあぐらを搔かく神しん殿でん教団すらもひれ伏ふすことのできる、正義の象徴。聖魔杯という名のシンボルが。所しよ詮せんはどちらも権けん威い主義者だ。聖魔王という権威の下もとにおいてはつまり、いかな強ごう欲よく者どもも含ふくめ、全人類は平等とならざるを得ないのだ。今回のロ号作戦はほんの足がかりに過ぎん。真の革命は、聖魔杯によってもたらされる」

「……そのとき聖魔王には誰だれがなる？」

　面白がった白鴉の問いかけに、イスルギは小さく鼻を鳴らした。返ってきたのは、白鴉も予想だにしない答えだった。

「誰でもいい」

「……なんだと？」

「象徴は象徴であれば良いのだ。広場に建つ彫ちよう像ぞうが、公園の記き念ねん碑ひが、何をする必要がある。シンボルはただそこにあればいいのだ。ならば誰がなろうと同じことではないか」

「……それはそうよな」

　この男はこの男で徹てつ底ていしている。イスルギの軸じくにはブレがない。さすが草の根の活動だけで、政府転てん覆ぷくを目もく論ろめるだけの同志を集めた男だ。ゼピルム共和国は建国以来、何者からも攻せめられた例ためしがない。ならばこの男がそれに宣戦を布告する第一号。

　イスルギが眼光を鋭するどくする。

「だが、まずはこのロ号作戦だ。ノエシスの差別主義者ども、大だい丈じよう夫ぶだろうな」

「案ずるな。差別主義者の魔人ゆえ、目上と認めた者には絶対的に服従する。今回のことは他ほかならぬ総そう帥すいの決定、存分にお前たちに力を貸そう」

「白鴉。お前たちの……魔人組織ノエシスの目的とは何なのだ」

「共和国内における魔人の地位向上」

「ぬかせっ！　帝国の動きに感化され、自分たちも人間を支配しようというのではないのか？　奴やつらの魔手が中原を支配し、コノリート大河を越こえ共和国へ至った暁あかつきには、それに迎げい合ごうしようというのだろう。この敗北主義者め」

「ならばどうする。ここまで来て我らノエシスと手を切るのか？　レッドフラック、ノーテスカ帝国残党、コノリート水すい賊ぞく連合、シベリア民兵団……数は多いが、それだけで政府を打だ倒とうせしむるかな？　さて、大統領とミスマルカの小こ僧ぞうは誰がさらったんだったか」

　白鴉のこれ見よがしな物言いに、イスルギは歯ぎしりした。理想は高い。だがそれ故ゆえに潔けつ癖ぺきなのだ。そんな様子を幕の下でくっくと笑い、白鴉はイスルギに背を向けた。

「そういきるな。政府転覆の暁には、我らの歩み寄れる道もあるかも知れんぞ。まずは総帥とお前との会見の場を設けねばな」

　イスルギは机上を一打。

「……いいだろう。さあ行け、白鴉。作戦は発動した。そこまで言うのだ、明後日の夜明けに目にもの見せてもらおうではないか」

「おうよ、楽しみにしておくといい」

　周囲に竜たつ巻まくように霧きりが集まったかと思うと、次の瞬しゆん間かんには音もなく白鴉の姿は消えていた。まるでその白い姿が、霧の中に溶とけてしまったかのように。
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　二日後、共和国の各地で大規模な暴動が発生した。それに合わせて鉄道、郵便、ガス、路線バス、乗り合い馬車といった重要インフラの労働組合らがストライキを起こし、電話局、ラジオ局はゲリラに占せん拠きよされ、主要各都市は機能停止状態。臨時議会が召しよう集しゆうされ、副大統領シャックスがイエスマン大統領に代わり非常事態宣言を発令。暴徒鎮ちん圧あつのため、警官隊と一いつ緒しよに軍隊が出動する事態にまで陥おちいっていた。

　大統領官かん邸てい、談話室。

　電波ジャックされたラジオからは、レッドフラックによる声明発表に引き続き、刑けい務む所しよに収容されている同志の全員解放、現政府の即そく時じ解散が声こわ高だかに叫さけばれている。

　エーデルワイスが言った。

「……それで。殿でん下かの居所は」

「今がどういう状じよう況きようかわかっているのか!?」

　カトレアが叫ぶが、エーデルワイスは表情一つ変えない。

「この国の内情がどうなろうと、わたくしたちの知ったことではありません。そんなことよりノーテスカへ向かったという密みつ偵ていからの報告、本日のはずですが」

　カトレアは今や不ふ愉ゆ快かいそうな表情を隠かくそうともせず、舌打ち一つ。

「ああ、お前の予想通りだったとも。紋もん章しようの祭さい壇だんがあると目されるノーテスカ帝てい国こくの城じよう跡せき、レッドフラックのゲリラキャンプに大統領と共に囚とらわれているらしい。これで満足か？」

「結構です。それでは参りましょう」

　すっとエーデルワイスが立ち上がる。追ってジェスとシーナ、パリエルも、何を聞くでもなくソファから腰こしを上げる。そして最後に、少し不安そうなエミットも。

「えっと……王子様を助けに行くのよね？　汝なんじたち」

「そうですよ？」

　とパリエル。続いてジェスもエミットへ言う。

「アホかてめえ、他に何の用事がある」

「アホは貴様らだ!!」

　報告書を床ゆかに叩たたき付け、カトレアが怒ど鳴なった。

「安全保障上、一歩たりとも貴様らをこの官邸の外へ出すことはできん！　今は事態収拾で手て一いつ杯ぱいの状況だ、お前らに貸し出すクルマも、付けてやるＳＰも、軍隊もない！」

「ご迷めい惑わくはおかけしませんが」

　変わらず淡たん々たんとしたエーデルワイスに、カトレアが指を突つき付けた。

「なら有り体ていに言ってやるが、そこに立たれるだけで迷惑かつ目め障ざわり極きわまりないから座れ。本来であれば私も赤あか狩がりで右往左往しなければならんところを、こうして相手してやっているんだ。少なくとも副大統領の指示あるまではここを動くな。いいな？」

　エーデルワイスは座りはしなかったが、もう一言。

「……では、その副大統領は何処どこに」

「報告について、国防長官、ＣＩＣ長官と協議中だ。グレムナム副大統領は不測の事態にも決断が早い。だから座って待っていろ。なんなら暇ひま潰つぶしにここのＳＰとケンカでもしてみるか？」

　ぱちりとカトレアが指を鳴らす。屈くつ強きようそうな黒服たちが、ずらずらりと入ってくる。

「……わかりました。では男どもより紅茶をいただけますでしょうか」

「それでいい」

　カトレアは黒服を下がらせるついで、うち一人に茶を手配させた。

「ちょっと……エーデルワイス様……」

　不服なパリエルだったが、エーデルワイスは元のように腰を落ち着けてしまう。

「早ければいいのは当然ですが、副大統領らの結論次し第だいでは協力を得られるかも知れません。急がば回れと言うでしょう」

「ああ、我々とて大統領を救出することが急務だ」

　パリエルは食い下がった。

「……いえ、そうじゃなくて、どうせ暇ひまならＳＰの人たちの腕うで前まえもちょっと見てみたかったかなぁー……とか」

　すぱぁん！

　と、裏うら拳けん気味にハリセンで顔面を殴なぐられ、ソファに座るではなく沈しずむパリエル。

「あなたってほんと花より団子っていうか……」

　呆あきれたシーナが、片手で顔を覆おおう。

　やがて別室からティーセットが運ばれてくる頃ころ、窓の外にはリムジンの滑すべり込んでくる様子が見えた。程ほどなく現れたのは、国防長官のセリアーナ・ヴァーゼンシュタイン。

　注目する一同の視線ににっこり笑って。

「皆みなさん、お暇そうですね」

「はい。暇潰しがてら、殿下を捜さがしに参ろうかと思っていたところですが」

　セリアーナは笑え顔がおを崩くずさず首しゆ肯こう。

「そうですか。カトレア・セントレア少しよう佐さ」

「はっ」

「皆さんとマヒロ王子、並びに大統領を救出しに行ってきてください」

「はっ、了りようか……は？」

　カトレアは敬礼したまま、よくよく命令を反はん芻すうして目を白黒させる。

「この者……こちらの方々と、ですか？」

「暴動には、よくできた魔ま人じんが交ざっているとの報告がありました」

「まさかノエシスが？」

　真しん剣けん味みを増したカトレアの声に、セリアーナはかぶりを振ふる。

「それはわかりません。ですが……」

　ただでさえ緩かん衝しよう地帯へ派は遣けんした兵力が多く国内が手て薄うすなのに、暴動の規模が大きすぎる。協議の結果、どれがゲリラでどれが民間人かも判然としない今の状況での早期解決……武力制圧は適当ではないと判断された。つまり、軍は一ひと先まずは守りに入ることになった。

「キャンプ制圧のために大規模な部隊を動かし、結果双そう方ほうに犠ぎ牲せい者を出してまで国民の反感を買うくらいなら……一いつ騎き当千のお客さまたちに行ってもらった方がいい、ということで決定しました」

「しかしっ……それはこの者たちの強さは私も聞いていますが、潜せん入にゆう任務に関しては素人しろうと同然かと……」

　カトレアの不安げな視線が向けられるも、セリアーナは柔やわらかい微び笑しようで答える。

「政府が国民の反感を買わなければ、それで構わないんです。隠おん密みつでなくても、潜入でなくても、ガチガチやりあっちゃっても」

「それって……私たちに悪役になれってことですか？」

　パリエルは思わず口を挟はさむが、セリアーナはそれでも笑顔を崩さない。

「いいえ、皆さんは大統領とマヒロ王子を救出する英えい雄ゆうですとも。ガチガチやりたくなかったらしなければいいですし、したかったらすればいいですし。大統領がさらわれただけであれば、私たちもこんなお願いはしません。でもあなたたちはマヒロ王子をさらわれてしまったし、助けたいんですよね？」

「っ……」

　パリエルは何も言い返せない。

「だったらついででいいので、大統領も助けてきてください。交こう換かん条件として官かん邸ていからの外出と、国内の全すべてのものを自由に使うことを許可します」

　なんて足元を見た話だ、とパリエルは唇くちびるを嚙かんだが、エーデルワイスはそうは思わなかったようだった。

「つまり、好き勝手にしてよろしいのでございますね？」

「はいー。お話が早くて助かるんですー」

「「「な……」」」

　とんでもないことを言ったエーデルワイスと、そのとんでもないことを了りよう承しようしたセリアーナと。パリエルはシーナやカトレアと共に絶句した。

「ならば待った甲か斐いがあったというものです。さっそく参りましょう」

「よろしくお願いしますね。急がないと、もう71条を適用するかどうかで議会が紛ふん糾きゆうしてますから」
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「……なんです？　その、第71条って」

　昼尚なお暗い牢ろう獄ごくでマヒロが尋たずねると、大統領は虚こ空くうを見上げながらそらんじた。

「共和国法第71条。非常事態宣言発令下、共和国大統領が死亡、もしくは何らかの理由により意思決定を下すことが著いちじるしく困難と統合議会に認められた場合、統合議会は参加議員の過半数の賛成を以もつて副大統領を大統領として信任す……」

　そこで彼は、おどけた調子で自分の喉のどに手刀を切る。

「要するに、私はクビということだ」

「……そんな。それはまた随ずい分ぶんと厳しい話ですね。死亡の場合はわかりますが……」

「仕方のないことなんだよ。この大陸の歴史は、戦いの歴史だ。しかも魔ま物ものという交こう渉しようの余地もない大敵との戦いが大半だった。一刻一秒を争うときに悠ゆう長ちようにリーダーの復帰や回復を待つことは、取り返しのつかない事態になりかねない。王国であれば血の繫つながりという何より強力な信しん頼らい関係によって体制が敷しかれるんだろうが……民主主義の政界は、権力闘とう争そうの場でもある。新たなリーダーを決めるのに、そこでまた俺が私がと言っていたのでは、その隙すきに国が滅ほろびかねない」

「なるほど……」

　まあ権力闘争なんて中原の大たい概がいの王国も似たようなもので、下手に血の繫がっている同士がああだこうだとやり合う方が、よほど血みどろでタチが悪かったりするのだが。

「強い絆きずなもいいが、そうした大勢による柔じゆう軟なん性こそが、共和国の発展を支えてきた最大の理由だ。だから私はラジオ用の電波塔とうの整備や、芸術、文学、歌唱、演劇といったエンターテイメントの発展に尽じん力りよくしてきた。文化は多様な価値観を生みだし、人々により柔軟な思考を与あたえてくれる」

　大統領は小さく溜ため息いきをついた。

「……結果として、イスルギたちのような過激派が現れてしまったんだと言われようとも……その考えを頭ごなしに国の思想や力で抑よく圧あつしてしまったのでは、それはただの独裁政治だ。今回のように暴力に訴うつたえるというなら、国民の安全のために対たい抗こうせざるを得ないだろうが……彼らが言葉で語ろうというなら、その限りではない」

　話を聞くうち、マヒロは半ば楽しくなってしまった。

「……本気で言っているのなら、あなたは大した自由主義者ですね」

「そうとも、マヒロ王子。自由は素す晴ばらしい。旧文明の時代、遥はるか彼方かなたの大陸には、自由の国と呼ばれる大国があったそうだ。チャレンジし続ければ誰だれでも夢を叶かなえられる、チャンスの国だったらしい。私はそれを目指したかった。そしてこの共和国も充じゆう分ぶんな国力と兵力を備えた今、ようやく文化というものに目を向けられるようになってきた。旧文明の崩ほう壊かい以後、初めて人々がその幸せを謳おう歌かできるという矢先だった……」

　だが、帝てい国こくの宣戦布告。もう、そんな悠長なことをやっている時代ではなくなった。

　いや、中原の国々が帝国の南部統一戦の頃ころからその動きを注視していたことに比べれば、怠たい慢まんとも呼べるような。やはり大陸の北の端はしと南の端、対岸の火事との認にん識しきだったのだろうか。

　さらに言えば貧しい人々は、腹を満たすための保証でも援えん助じよでもなく、エンターテイメントというものに目を向けるイエスマン政権に対し不満を募つのらせていった。

「ハリウッドを作りたかったんだよ」

「って……いま言った自由の国の、映画の？」

「そう、ブロードウェイ……観劇通りは作ったからね。今度は大だい東とう京きよう王国で発はつ掘くつされたという映写機の技術を、何とかこの国で再現できないかと思ってね。リビルドできるようになれば、今度は共和国中……いや、この大陸中に映画館を建ててだ。そのためならば私は、各国に援助は惜おしまないよ。そして次はもちろんテレビさ。ＶＨＦ～ＵＨＦ系の霊れい的てき電波障害を何とかできれば……」

「……」

　イスルギが夢想家だとか何とか言ったのは誰だったか。夢のでかさだけなら、この大統領の方が遥かにすごいではないか。少なくとも中原にここまでの夢をぶち上げられる王がいるだろうか。いい歳としをして子供のように目を輝かがやかせながら。

　三期連続に民衆の声を受けたカリスマ、伊だ達てではないことをマヒロは思い知らされる。

「文化だよ、マヒロ王子！　将軍の代わりに監かん督とくを、兵隊の代わりに役者や歌手を！　銃じゆうをペンに持ち替かえ、戦いよりももっと素晴らしいものがあることを伝えるんだ！　軍隊で侵しん略りやくなんかしなくても、我々人類は一つになれるはずだ！　かつて音楽は国境を越こえ、人々は一つの映画に同じように興奮し、涙なみだした！　今から数百年以上も昔、それが実現した時代があったんだ!!」

　天に向かって掲かかげ広げられた両りよう腕うでは。

　やがて、諦あきらめるようにゆっくりと降りてくる。

　表情には、自じ嘲ちようが浮うかんでいた。

「……あった、はずなんだ。彼らの子孫である我々が、どうして、それをできないはずがないじゃないか。そうだろう？　なぜ、戦争なんだ……？」

「ええ。……そうですね。全くその通りです」

　それは、いつか自分がユリカに言った論法だった。方向は違ちがえど、彼もまた連綿と連なる人類の叡えい智ちを信じる者だった。

「あなたは素晴らしい。大統領。僕は立場上、あまりこんなことは言えないのですが……あなたには敬意を表します」

「そうかい。ありがとう。たとえ現代のネロ皇こう帝ていと揶や揄ゆされようとも……そう思って政策を続けてきたよ。でも、この先も今までのようでは、本当にネロ皇帝になりかねないからね……残念極きわまるだよ」

　世が世なら、彼もまた多くの民たみに慕したわれる比類なき王たり得たはずだった。暴君ネロではなく、あたかも太陽王ルイ十四世としてだ。

「……いや、こんなときだが、理解してもらえて嬉うれしかったよマヒロ王子。戦いくさ嫌ぎらいの君ならと思ったんだ。うん。でも、これはそれだけの話だ。ここから先は、お互たがいに気を引き締しめていかなければね。帝国のこともそうだが、その前にイスルギたちだ」

「そうですね。イスルギにしてもせっかくの人ひと質じちなのに、ただ閉じこめておくだけというのはどうしたことなんでしょうか？」

　ときどき下したっ端ぱらしきゲリラが簡単な食事を持っては来るが、それだけだ。無む闇やみに口を利きかぬよう言い渡わたされているのか、聞いても何も教えてくれず、白鴉もああは言ったが、何かのために連れ出そうという気配もない。

「恐おそらく、私や王子を使っての交こう渉しよう云うん々ぬんは初めから考えていないんだろう。下へ手たに交渉のために担かつぎ出せば、私や君の居場所が特定されてしまうからね。だが、とりあえず人質に取っているという事実さえあれば……」

「……なるほど。居場所がわからない以上、政府はレッドフラックのどの支部や拠きよ点てんにも、おいそれと攻こう撃げきを仕し掛かけることはできない」

　と同時、イスルギ自身も純じゆん粋すいに作戦行動の指揮に専念できる。白鴉にしても、あれだけの隠おん密みつ能力があるのだ。こんなところで逃にげられもしない人質を見張っているよりは、前線で活かつ躍やくした方が有用だろう。そしてまずはゲリラの身から、一勢力としての地位を確立する。交渉はそれからでも遅おそくはあるまい。

「その通りだ。君は若いのに聡そう明めいだね、王子。そしてイスルギもさすがだよ。交渉による目先の見返りなんて求めてはいないんだ。本気で根幹からこの国をひっくり返すつもりなんだろう」

　マヒロはふと思う。

「……本当に可能なんでしょうか。そんなこと」

「それなんだが……私個人は無理だと思うよ」

　大統領の声、表情は、自信に満ちていた。それは彼の、この国に対する自負でもあった。

「確かに私の政策や、共和国の在り方を不満に思っている者は少なくないかも知れない。だがその中に、理想のためなら何をしても構わない……とまで考えている人々が、どれだけいるだろうか」

　荒あら事ごとの好きな者たちなど元来希少だろう。たぶん、冒ぼう険けん者や剣けん闘とう士し、盗とう賊ぞくにこそなれ、その荒すさんだ心をして国家を憂うれえるような者は皆かい無む。

「そしてこの国は豊かだ。失礼を承知で言えば、シベリアやノーテスカの地方都市にしたって、中原の一いつ般ぱん的な国々と同程度の生活水準ではあるんだよ」

「そうですね」

　別に中原が貧しいわけではない。大陸全体で見ればミスマルカがごく平均的な水準であると言って差し支つかえなく、共和国中央部、ヴェロニカのサフィナ領、グランマーセナルの帝てい都とといった辺りが図ず抜ぬけているのだ。地方をその水準まで引き上げた、共和国の国力はやはり凄すさまじい。

　そしてそれだけ安定した国であれば、安定した暮らしを持っている者たちもいる。

「だったら満足に暮らせているそうした大多数の人々が、その豊かさを手放してまでイスルギの思想に賛同するだろうか？　私はＮＯだと思う。革命とは、それまで築き上げられた全すべてが新たな体制の下もとにリセットされるということだ。尚なおのこと、イスルギの思想は突つき詰つめれば富める者を排はい除じよし、貧しい人々にまで行き渡らせようというものだ」

　人は怠たい惰だな生き物だ。豊かさを進んで手放す者は希け有う。自由を抑よく圧あつされれば反発する。

　仮に革命後の未来が正しかったとしても、そのために目先の痛みに耐たえられる者もまた希少だろう。

　大統領は言う。

「本当の意味で搾さく取しゆされ続けたような王権制の国や、植民地であれば問題ないが……」

　王族や宗主国、独裁者に集中したありとあらゆる富が、その他一様に貧しい民草へ行き渡る。これならば相対的に見て、王族以外はみんな豊かになれる。

「ええ、今回はそうではありません。旧文明の歴史を見ても、長く安定した民主主義国家でそうした革命が成功した例ためしはない」

「素す晴ばらしいじゃないか。君は聡明な上に博識だね」

「カイエン……副大統領の御ご子息に、いい書物を紹しよう介かいしてもらったり、あれこれ教えてもらったりなので」

「そうか、彼は確か首都学院の首席卒業生だったな。いい先生がいるわけだ。君の将来も楽しみだ」

　アホだうつけだと呼ばれ慣れている手前、そう手放しに褒ほめられても調子が狂くるう。

　結局はどれだけの人々が、今までの暮らしに満足しているか。また、イスルギのメッセージに耳を傾かたむける者がいるか。翻ひるがえってそのパワーバランスが、政府と、政府を信しん頼らいする人々を上回れるか。

　何も政府が転てん覆ぷくとまでいかずとも、少しの譲じよう歩ほ案あんを出されれば納なつ得とくする者もいるだろう。『変化』は望めど、革命というほどの『激変』を望む者は、そう多くはないはずだ。

「……外がどうなっているか知りたいですね」

「知りたいなぁ……本当に」

　時折通路の向こうから、どこは何がストライキしたとか、何がどこを占せん拠きよしたとか、歓かん声せいを上げて喜ぶ声が聞こえるので、実際に蜂ほう起きは始まっているようなのだが。

「……ラジオでも聴きけないか、交渉してみましょう」

「……なんだって？」

　すっくと立ち上がったマヒロは、鉄てつ格ごう子しから顔だけ覗のぞかせた。

「我々にはーっ!!　知る権利があーるっ!!」

「ま、マヒロ王子っ……!?」

「軍事主義組織レッドフラックはーっ!!　不当な暴力によってーっ!!　無力な王族、大統領らの身体的自由を奪うばっただけでなーくっ!!　長期的な監かん禁きんを強しいることによって肉体的精神的苦痛を与あたえーっ!!　今また知る権利をも剝はく奪だつせしめんとしているのであーるっ!!」

　がちゃこ、と通路向こうの鉄てつ扉ぴが開き、見張りが怪け訝げんそうな顔を覗かせる。

「おい、うるさいっ！」

　そんな怒ど鳴なり声の倍の声で言い返す。

「これは重大な人権侵しん害がいに他ほかならなーいっ!!　人は生まれながらにしてーっ!!　皆みな平等に知る権利を持つものであーるっ!!　すなわちレッドフラックが謳うたう市民全平等とはーっ!!　弱者をたぶらかすための作さく為い的な弄ろう言げん、甘かん言げんの類たぐいに過ぎなーいっ!!　善良なる市民よ、騙だまされるなーっ!!　今こそ立ち上がろーう!!」

　この廃はい城じようの構造は知らないが、イスルギは案外すぐ近くにいたらしい。それとも静かで反はん響きようしやすい石造り故ゆえ、マヒロの声がそこまで届いたか。ともあれ武装した親衛隊を連れ、怒ど髪はつ天を衝つくような形ぎよう相そうでやってきた。

「この封ほう建けん主義者がっ!!」

「我々はーっ!!　断じて軍事的暴力主義組織レッドフラックの横暴に屈くつしはしなーいっ!!　革命無罪ーっ!!　今こそこの監かん獄ごくに革命の炎ほのおをもたらそーうっ!!　人ひと質じちにも知る権利をーっ!!　監獄にラジオをーっ!!　革命ばんざーい!!」

「国民の生き血だけで生きてきた王族風ふ情ぜいが市民平等を口にするなっ!!　厚こう顔がん無む恥ちとは貴様のことを言うのだ!!」

「黙だまれ、控ひかえよこの似え非せ平等主義市民が!!　余を誰だれだと心得る!!　我こそは王族である以前に一いつ介かいの虜りよ囚しゆう、マヒロ・ユキルスニーク・巌がん窟くつ王おう・エーデンファルトであるぞ!!」

　……。

「な……なにを威い張ばるかこの無知無学な退廃主義者め!!」

「全人類に保障された知る権利を独ひとり占じめするとは、一国の権益を搾取する腐ふ敗はいした小こ狡ずるい官かん僚りようにももとる行こう為いだとは思わないのか、イスルギー・ジューコフ書記長官！　我々こそ真の弱者、今や食べるものすら君たちに請こわなければならず段ボール城を作ることさえもままならぬ最下層！　王族という薄うすっぺらな権けん威いの仮面を引き剝はがされ、こうして投とう獄ごくされた今、余も大統領も君たちも、同じように平等な裸はだかの人類ではないのか!?」

　息もつかずまくし立てるマヒロの弁舌に、さすがのイスルギも目を丸くした。

「む、ぅ……箱入りの分際で口の達者な小せがれだな……」

　マヒロはもう一押し。

「言論の自由を統制するんですか？　自分たちだけ主義思想を発言する権利を独どく占せん……」

「ええい、もういい、わかったわかった！　おい、予備のラジオが幾いくつかあったな」

　イスルギは側近に言いながら呆あきれたように手をひらひら。ステッキと義足をかつかつ鳴らしながら、来たときよりは幾いく分ぶん穏おだやかな様子で去っていった。

　いよいよぽかんとなった大統領。

「よく……即そつ興きようであそこまで言えるものだね……。しかもあのイスルギを言い負かすとは……」

「日々悪戯いたずらがバレたときの言い逃のがれを考え続けて生き続けて来た結果、ヘリクツが得意になってしまったのです」

　イスルギに従う同志たちも、イスルギが手の平を返した瞬しゆん間かんには驚おどろきの様子を見せていたので、やはり相当な堅かた物ぶつなのだろう。

　ほどなく、ラジオがやってきた。

「おお。おらが村にも、ようやく……」

　先ほどまで持たざる者の気持ちになりきっていたせいか、マヒロはなんとなく、そんな心境でスイッチを入れるのだった。
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（……なるほど。王族の中にはあのように伊だ達てではない者もいるのか）

　作戦室に戻もどってきたイスルギは続々と届く戦果報告を聞きながら、一方で気を静めるために大きく息を吸い込んだ。

　王族というものと実際に話をしたのはイスルギも初めてだったが、明らかに常人と違ちがう品格。あるいは風格のようなものがあった。見た目云うん々ぬん以上に、知性までもそれによって研とぎ澄すまされている感があった。ならばそれが王族というものなのだろうか。

　共和国のように国が敷しいたレールに従い、漫まん然ぜんと学校で遊び、行き当たりのように未来を決めるのではなく……この世に生まれ落ちた瞬間から、人の上に立つための環かん境きようの中で、徹てつ底てい的な教育を施ほどこされるということ。箱入りは箱入りでも、その箱の内ない壁へきは宝石を磨みがき出すための鑢やすりと砥と石いしに覆おおわれているというのか。

（……馬ば鹿か馬ば鹿かしい）

　その教育環境こそを、王族のためだけでなく人々に行き渡わたらせなければ。搾さく取しゆされているという事実すら知らぬ、いや、それを知ることすら許されぬ市民がこの大陸には多すぎる。

「書記長、目標としていた全すべての駅を占せん拠きよ完かん了りようしました！　労組は協力的です！」

「よし。これで戦車部隊がこのノーテスカまで来ることはなくなったな」

　タイヤではなく履り帯たいを履はいた戦車は、長ちよう距きよ離りを走るには向いていない。長距離移送にはトレーラーや列車輸送を用いるのが常だ。装そう甲こう列車では難しいが、トレーラーであれば妨ぼう害がいも容易になる。

「首都近きん隣りん各都市の政府軍は、完全に守りに入っています！　もはや勝利は目前……！」

「気を弛ゆるめるな！」

　イスルギは一いつ喝かつした。

「今はまだ政府も様子を見ているに過ぎん……だが、それがチャンスなのだ！　軍属の中にも失業や不ふ況きようの貧しさから、止やむを得ず志願したプロレタリアートも多いはずだ。この隙すきに各基地を市民らと共に包囲し、投降を呼びかけ続けるのだ！　大陸の夜明けは近い！　戦い続けよ、同志諸君!!」

「「「はっ!!」」」

　　　　[image: ]

「駅に来てみたはいいけど……」

　パリエルは背せ伸のびして辺りを見回していると、シーナが言った。

「ええ。まだそこまでの混乱はなさそうだけど、やっぱり物々しい雰ふん囲い気きね」

　先ほど見た駅前の広場には、軍の治安部隊。解散を呼びかけ続ける警官隊と、言われても散ろうとはしない活動団体。

　駅構内には、その広大さをしてもごった返す足止めされた人の波。そこから改札を望めば、ストのために横断幕を掲かかげ座り込む鉄道職員と、赤い覆ふく面めんをしたレッドフラックのゲリラ兵。

「でも……兵、って言っても丸まる腰ごしなのね？」

　そんなエミットの言葉に、カトレアが小鼻を鳴らす。

「市民を盾たてにしているつもりだろう」

　武装していれば、いま集つどっている市民もここまで吞のん気きに列車の運行再開を待って立ち尽つくしてはいまい。表の政府軍の呼びかけに従い、素す直なおに立ち去っているはずだ。

　だがゲリラは非武装。間に市民を挟はさんでいるので、政府軍も強きよう攻こう策さくには打って出られない。セリアーナがことを荒あら立だて騒さわぎを大きくしないよう、命じているためでもある。

　ジェスが人混みにうんざりしたように口を開いた。

「このまま待ってるくらいなら、歩いた方が早はええだろう」

「残念ながらそういう距きよ離りではない」

　とカトレアが肩かたをすくめる。

　首都自体は比ひ較かく的てき平へい穏おんを保っているが、主要幹線道路はゲリラたちが封ふう鎖さ済み。そうして主要各都市と同じく孤こ立りつを強しいられており、最悪、首しゆ都と圏けんを出た途と端たんに車両を破は壊かいされても文句は言えない。政府軍の防備が薄うすい、地方の主要施し設せつは武力で。首都圏や人の多い都市部においては非武装で市民を盾に。そこが政府も手をこまねく、レッドフラックの妙みようであった。

　だがＣＩＣの情報によれば、鉄道は組合のストライキによってのみの機能停止。走り出してさえしまえば、そうそう止められも、追いつかれもしない。手っ取り早いのは、革命が起きた日の朝からこのホームに停とまっている始発列車たちである。

（エーデルワイス様、どこ行ったんだろ……？）

　少し買うものがある、と言って離はなれたっきり戻もどってこない。

「でもこの分じゃ、改札を抜ぬけられても列車を走らせてくれそうにはないわよ？」

　そんなシーナの質問に、カトレアが小さく肩をすくめた。

「辿たどり着ければ私が走らせる。銃じゆう声せいの一発でも聞こえれば、この混雑も消えてなくなるんだろうが……」

　しゅぅぅぅ……。




　ぱぱぱんっ!!　ぱぱんっ!!　ぱぱぱぱぱぱんっ!!




「きゃああああああ！」

「わああああああああ！」

「ひぃいいいいいいいい！」

　突とつ如じよの銃声にパリエルはジェスと共に刃はを、カトレアは拳けん銃じゆうを、シーナとエミットは背中合わせになってシールドを展開する。パニックに陥おちいった人々を含ふくめ、鉄道職員も、丸腰のゲリラたちまでも綺き麗れいさっぱり逃にげ出してしまった後。

「あっ！　エーデルワイス様、危険です！　今までどこ……に……」

　なぜか赤いバンダナマスクをしたエーデルワイスが、さっと後ろ手に何かを隠かくした。

「……エーデルワイス様。いま、何を？」

「いいえ、何も」

　その足元にはあからさまに何かの炸さく裂れつしたような紙くずが散乱し、薄い硝しよう煙えんが漂ただよっている。

「これってどう見ても爆ばく竹ちくの残ざん骸がいですよね？」

「……ええ。このようなときに、困った悪戯いたずらっ子がいたものですね」

「……。いや。あのですね、エーデルワイス様。チラッと見えたんですが、さっき隠したのって……」

　空っぽの両手を広げたエーデルワイスが、ノー、ノー、と首を振ふる。

「ミスマルカ王国近この衛え騎き士しともあろうものが、何を根こん拠きよにそのような言いがかりを。見苦しいですよ」

　明らかにブチ切れる寸前のカトレアが言った。

「ほーう、それがエプロンの帯に着火マンをぶら下げたミスマルカ王国近衛騎士隊長の言い分というわけか」

「何か」

　カトレアへ、しれっと視線を向けたエーデルワイス。

「見苦しいのは貴様だアホが!!　死傷者がなかったからよかったようなものの、軍かゲリラのどちらかでも即そく時じ応戦に移っていたらどうするつもりだ!?」

「戒かい厳げん令れい下に出歩くような平和ボケしたお国の愚ぐ民みんなど、わたくしたちの知ったことではありません」

（あ、開き直った……）

「何ですパリエル」

「いえ、何も」

　パリエルは、一度首を横に振った。

「……それより、なんでそんなゲリラみたいな覆ふく面めんをしているんですか」

　エーデルワイスは、そっと瞳ひとみを伏ふせてこう言った。

「かっこよかったので」

「かっ……」

「まかり間ま違ちがっても誰だれかに何かを見み咎とがめられた際にレッドフラックのせいにするためや、ましてやミスマルカ王国近衛騎士隊長の身分を隠すためなどでは断じてありません。……わかりますね」

（いや、そう言うならいいけど別に……）

　パリエルが思っていると、エーデルワイスはエプロンの下から紙かみ袋ぶくろを取り出した。

「大変かっこいいので、全員の分を買ってきました。さあどうぞ」
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　ホームに鉄道職員が二人。若い運転士が言った。

「……改札の方が騒さわがしかったみたいですけど、なんすかね？」

「さあなぁ？」

　と首をかしげる若い車しや掌しよう。運転士はよく磨みがかれた車両を撫なでながら嘆なげく。

「しかし、ストとは参りましたよね……僕なんかは毎日このジュディⅡ世号を運転できるだけで満足なんですが」

「労会の決定だから仕方ないさ、少しでも給料が上がることに期待しよう。それよりわからないのはレッドフラックって連中だ。結局何者だろう、あいつら？」

「労働者のための平等な社会……とかなんとか言ってますけど」

「そんなものは大おお噓うそです」

　ひっ、と小さく声を上げてバンザイする運転士。赤いバンダナマスクをしたレッドフラックらしきメイドが、エプロンの下に隠した何やらを運転士の背中に突つき付けていた。

「さあ、やってしまいなさい」

「と……言われましても。えと……」

　同じく覆面をした冒ぼう険けん者風の少女が、戸と惑まどうように。

「ああ、もういい。私がやる」

　同じ覆面した、コートにパンツスーツ姿の女が、どこか投げやりな様子で運転士のベルトから車両の鍵かぎを抜ぬき取り、動力車の運転室に乗り込んだ。

「や、やめろっ……僕のジュディⅡ世号になにをするっ!?」

「おおっと。その可愛かわいいジュディに向かってハラワタをぶち撒まけたくなければ、大人しくしていることです」

　メイドはエプロンに覆おおい隠したものでぐりぐりと。

「……着火マンてのはそんなすげぇ威い力りよく」

　お揃そろいの覆面をした隻せき眼がん隻せき腕わんの少年の言葉は、やはり覆面した魔ま法ほう剣けん士し風の少女の手によって塞ふさがれ、また動力機関の始動音によってかき消された。

　車掌の方が驚おどろき息を吞のみながら言う。

「な、何だお前らは！　レッドフラックだろう!?　労働者の味方じゃなかったのか……!?」

「世よ迷まい言ごとを。全すべての人類が平等に暮らせる日が来るとすれば、それは大魔王の下もとにおいてのみ」

「「なっ……!?」」

「そして大魔王復活の暁あかつきには、この大陸の全人類に等しく恐きよう怖ふと絶望と悲しみと死とが与あたえられることでしょう。労働者とはすなわち、現ゼピルム政府が崩ほう壊かいした後に、生いけ贄にえを祭さい壇だんへと運ぶ者たちを指す隠いん語ごに過ぎないのです」

　それを聞いた覆面をしたシスター風の女が、いやーいやーと悲鳴を上げながらのた打ち回っていたが、若い職員二人はメイドから明かされた真実の重大さのあまり、気にかける余よ裕ゆうもない。

「よし、余分な客車を切り離はなした！　乗れ！」

　コート姿の女の号令で、ゆるゆると進み始めた列車に少年、少女、シスターと飛び乗っていく。

「レッドフラックです。ついに大陸東部、人間社会にまで魔手を伸のばした邪じや教きようレッドフラック、大魔王の使徒教団レッドフラックを、今後ともよしなに」

　妙みように念を押したメイドが、最後に車両後部のステップにひらりと飛び移り、出発。身軽な列車は見る見る速度を上げ、ホームから遠ざかっていった。




　　　　◆




「ないわあああああっ!!」

　赤いバンダナを床ゆかに叩たたき付け、かつ踏ふみにじったエミットがヒステリックに叫さけぶ。

「いくらなんでも大魔王の使徒とか邪教とかないわあああああああああっ!!　ちょっと聞いてる侍じ従じゆう長ちようさん!!　前々から黒い黒いと思っていたけど、あなたまさかひょっとして本当にそういういかがわしい信しん仰こう持ってるんじゃないでしょうね!!」

「これはこれはシスター。何を根こん拠きよにそのような」

「「何をも何も」」

　シーナと一いつ緒しよに突っ込むパリエルだが、案の定、気にされなかった。

　バンダナを外したジェスが言う。

「いいじゃねえか。列車は手に入ったんだ」

「汝なんじ勇者のクセに!?」

　これ幸いと、パリエルは間に割って入った。

「そ、そうですよ。非常事態ですし、神さまもきっと許してくれますって」

「まあ国防長官からも国内のものは自由にってお墨すみ付つきだし、今回は法にも触ふれないでしょうから……」

　シーナが浮うかない顔でぶつぶつと、エミット以上に自身に言い聞かせていた。勇者の沽こ券けんに係かかわるか否いなかを自問自答しているのだろう。

　次いでレバーを握にぎるカトレアが、嘆たん息そくしながらに振ふり返る。

「ゲリラの真ま似ねをさせられたのは私も不本意だが、現時点では国民にもゲリラにも、政府の関かん与よは思わせたくない。行けるところまではこれで通そう」

「な、何よ何よみんなして！　この不信心者！　無神論者！　罰ばち当あたり者～っ！　汝生きることなかれッ！　うわぁあああん！」

　エミットは泣きながら、一両だけ残した後ろの客車に駆かけて行った。

「……。え？　死ね？」

　と、よくよく言われた意味を考えたパリエル。

「……シスターというのは、そういう言い方をするものなのか？」

　カトレアに話題を振られた白はく髪はつの勇者は一言。

「知るか」

　がたごと、列車はノーテスカ目指し西へ西へと走っていく。

　　　　[image: ]

　夕暮れ。

　革命の声も届かぬ寒村の酒場。そこでは老ろう若にやく男なん女によ、ノイズ混じりのラジオが唯ゆい一いつの娯ご楽らくであった。

「そうさ、平和なもんさ」

「何が格差だ……レッドフラックの連中も偉えらそうなこと言って、この村には人一人よこしやしねえ」

「ああ、電波塔とう建ててくれた大統領の方がなんぼか立派ってもんよ」

《……ここでニュースをお伝えします。本日正午頃ころ、首都セントラルステーションで、列車が盗ぬすまれるという事件が発生しました。犯人グループは赤い覆ふく面めん姿で、レッドフラックは大だい魔ま王おう復活のための邪教集団である、との言葉を残したことから、現在各方面に議論を呼び起こしています。間もなくイスルギー・ジューコフ書記長がこれに関する声明を発表すると思われ……》

　それを聞き、立つ影かげ一つ。

「風が……、吹ふく」

　蒼あおい鎧よろいをまとった勇者は呟つぶやき、カウンターに重たい金貨を一枚。

　長老が仰ぎよう天てんするように目を丸めた。

「ひぃっ……ゆ、勇者様、こりゃ帝てい国こく金貨じゃ……!?」

「勇者様は畑を荒あらす魔物を退治してくれた恩人、そのもてなしの席なのですから……！」

「う、うちの店じゃ、釣つり銭せんを払はらい切れませんぜ……！」

　勇者は頷うなずきもせず、かぶりも振らず。

「ならば、子供たちにうまいものでも振ふる舞まってやって欲しい。世話になった」

　颯さつ爽そうとマントを翻ひるがえし、一いつ切さいの未練も見せず去っていく。

「い、いったいどこへ行かれると……？」

「……西へ」

　酒場を出たとき、ランデルディーの耳に霧む笛てきの音が聞こえてきた。

　風が吹くとはそういうこと。勇者の勘かんとはそういうもの。

「来たか。大魔王の手先……この私が、許さん」

　走り出す。




　　　　◆




「翌朝にはノーテスカに入れるんですか？」

「途と中ちゆうで乗り捨てることになるが、問題はないだろう」

　列車からのカトレアの無電により、ゲリラのマークしていなかった小さな駅で、他のＣＩＣ職員を拾うことができた。車両の運行は任せ、パリエルたちは客車でゆっくりと、差し入れのコーヒー、紅茶をすすっているところである。

「暴動は全域に及およんでいるが、どこにでもゲリラがいるわけではない。先にキャンプに行ったパンジーが、もうじき合流地点を指定してくるはずだ。そこからは軽車両でノーテスカ城じよう跡せきへ向かう」

　聞きながらパリエルは感心する。連れん携けいと手て際ぎわ。ミスマルカは国が小さいせいでそこまでのことが必要になることはないが、だからこそ大国の擁ようする情じよう報ほう網もうやら、工作員やらの有用性が恐おそろしいほどに感じられてしまう。

　そのとき、動力車の方から驚おどろき戸と惑まどう様子でＣＩＣ職員が駆け込んできた。

「少しよう佐さ！　右手を……何者かがこの車両を追つい跡せきしています！」

　カトレアは舌打ち一つ、言われるまま指差された窓の外を見る。

　そして懐ふところから取り出そうとした小型ピストル、ワルサーＰＰをそのまま取り落とした。

「……なんだ。あれは」

　追跡と言っても、車両でもなければ馬でもない。

　徒歩。

　というかめっちゃダッシュ。

　蒼いフルアーマーを着き込こんだ何者かが、赤いマントをたなびかせつつ、この列車と併へい走そうしている。

「……おい、速度は!?」

「時速百キロ近いのですが……！」

　ごふっ、とパリエルはサンドイッチを噴きそうになった。戦車を量産するような工業大国だけあって列車の乗り心ごこ地ちもよく、速いとは思ったがそんなスピードが出ているとは思っていなかったのだ。

「って、ちょっと!?　こっちに向かって……！」

　パリエルが言う間に、その男は見る見る車両に駆かけ寄り、剣けんを抜ぬき放ちながら大ジャンプ。

「私の名はランデルディー！　行くぞ、大魔王の手先ど」

「帰れ」

　窓を突つき破って飛び込んできた勇者を、ジェスが勢いのまま受け流すように投げた。

　反対側の窓を突き破って飛び出していった。

「「「な……なに……？」」」

　呆ぼう然ぜんとするパリエルとカトレアとＣＩＣの人。

　登場、即そく退場……かと思いきや。

「……何をする、ジェス」

　窓の縁ふちに辛かろうじて摑つかまった片手だけで懸けん垂すいし、顔を覗のぞかせた。ジェスが一言。

「無茶苦茶な野や郎ろうだな」

「それは私のセリフだ。もう少しで私の冒ぼう険けんが終わってしまうところだった」

「うるせえ。こんな狭せめぇ場所でてめえに暴れられてたまるか」

「馬ば鹿かな。よく聞け、ジェス。この列車は大魔王の手先に乗っ取られているのだ」

　けふっ、と紅茶片手のエーデルワイスが、軽くむせたように咳せきをした。シーナとエミットがそれぞれあさっての方を向いて口笛でも吹ふきそうな勢いだったが、それはさておき。

　よっこいしょ、と重装の割に身軽そうに列車の中に入ってくるランデルディー。

「人々の暮らしを脅おびやかす大だい魔ま王おうの手先め、この私が相手になろう。さあどこからでもかかってくるといい」

　鬱うつ陶とうしげに嘆たん息そくしたジェスが、仕方なさそうに言う。

「それはもうオレたちが退治した」

「む？」

　瞬まばたき一つのランデルディー。

「だから、いねえっつってんだ」

「では、私の勇者としての勘はどうする」

「てめえでなんとかしろ」

　めんどくせえ奴やつだな、とぼやきつつも律りち儀ぎに相手するジェス。

「……ところで君たちはなぜこの列車に」

　いよいよ行き詰づまったように、ジェスがこちらを振ふり返った。

「どうすんだ」

　冷や汗あせたらたらに、カトレアが聞き返した。

「というより……何者だ、そのバケモノは」

　パリエルも一番知りたい事こと柄がらであった。




　　　　◆




　幸い、カトレアたちは政府の役人である。暴動騒さわぎに乗じた愉ゆ快かい犯はんを懲こらしめるため、列車を奪うばい返したのだということにした。そして今しがたランデルディーの突とつ拍ぴよう子しもない能力を見たＣＩＣは、ジェスとエミットから信しん頼らいできる勇者であるとの証言を受け、ことの経けい緯いも話すことにした。

「……そうか。誘ゆう拐かいとは卑ひ劣れつな」

「正確には拉ら致ちだがな」

　腕うで組ぐみしたままカトレアが言う。

「まさか軍神アンゼリカに匹ひつ敵てきすると言われるランデルディーが、このような男だったとは。まあ、ある意味頷うなずけるが……」

　その名前を気にしたように、ランデルディーが顔を上げる。

「アンゼリカはまだこの国にいるのか」

「いや、クリミナ事件を契けい機きに引退した。今はハイランドで女王代理を務めているはずだ」

　む、と再び俯うつむくランデルディー。

「……そうか。彼女こそ真の勇者かとも思っていたが」

「汝なんじ、アンゼリカ様のこと知ってるの？」

　エミットの問いに、彼は小さく頷いた。

「もしも天使というものが存在するならば、それはアンゼリカのような者のことを言うのだろう」

「まあ、ハイランドの女王様代理ってことは枢すう機き卿きよう代理だものね。誰だれにでも優やさしいし、敬けい虔けんだし。天使に近い存在であることは確かだわね。弟のリーゼル王子も、光の御み子こなんて……」

「いや。そういう意味ではなく」

　ランデルディーはそれきり口を閉とざしてしまう。見計らったようにカトレアが話題を戻もどした。

「……それでどうする、ランデルディー。我々と同行するか？」

「望むところだ。世の乱れる様を黙だまって見過ごすなど、真の勇者のするべきことではない」

　それを聞き、カトレアが顎あご先さきに手をやった。

「……意外だな。お前たちのような連中は、得てして弱者の味方を気取るものかと思っていたが」

「確かに私は弱い者の味方だ。だが、弱者を気取る者たちとなれば話は別だ」

「弱者を……気取る？」

　パリエルの問いかけに、ランデルディーの瞳ひとみが深い輝かがやきを宿した。

「人ひと質じちを取るような卑ひ怯きよう者もののことを、私は弱者とは呼べない」

「それは私も同感ね。一勇者として」

　と、シーナが賛同する。

　それで話はまとまった。逡しゆん巡じゆんせず悪を悪と断言する様子に、パリエルは納なつ得とくする。どことなく、ジェスの芯しんの強さと似通った印象を受けたからだ。

（……）

　改めてランデルディーの出いで立ちを見る。

　塗と装そうではなく、材質そのものが美しい蒼あおの光こう沢たくを湛たたえる一揃そろえの鎧よろい、盾たて、兜かぶと。その精せい悍かんな意い匠しようからしてなるほど、リーゼルの白びやく凜りん甲こうにも劣おとらぬ逸いつ品ぴんなのに違ちがいない。ただ、先ほどちらりと見た剣けん。あれがどうにも平へい凡ぼんな物に見えて仕方なかった。

「……この私に、何か気になることでも」

「へっ……？　あ、いえ」

　見み詰つめていたことに気付かれたか。突とつ如じよ向こうから声をかけられ、戸と惑まどうパリエル。目付きの鋭するどさが並ではない。剣けん吞のんというのではなく、あたかもそれだけで魔ま物ものさえ怯ひるませてしまいそうな隙すきの無さは、銀ぎん髪ぱつ鬼きと対たい峙じしたときを髣ほう髴ふつとさせた。

「その……せっかく立派な防具なのに、武器が不ふ釣つり合あいな気がして……」

「いいところに気が付いた。確かに私は、真の勇者と呼ばれるに相応ふさわしい剣を求めて冒ぼう険けんを続けている最さ中なかだ」

「は……、はぁ……」

　教団にＳＳとまで認められた勇者に、真とか偽にせとかあるんだろうか。

「何か情報があるなら教えてもらえないだろうか」

「あぁ……いえ」

　と口ごもるパリエル。そんなの知ってたら自分だって欲しい。一応、剣けん士しの端はしくれだし。

　しかしこれまで見てきた名剣の類たぐいといえば……まずはシーナの魔ま法ほう剣けん、パーフェクトローズ。リーゼルの双そう剣けん、ロメオジュリエッタ。ルナスの大剣、七しち星せい剣けん。レイナーの長剣、黒の剣つるぎ。沙耶香の薙刀なぎなたや短刀もそれなりの業わざ物ものに思えたが……まあ、どれもランデルディーのスタイルに合うものではなさそうだった。

「あ、そういえば……アビスゲージっていうのが、前にヴェロニカのキャラバンレースで景品に出たそうですけど」

「あれは魔剣だ。勇者には相応しくない」

　ぷいとそっぽを向くランデルディー。

　なんかわがままな人だなぁ。

「えーと……ちなみに、今使っているのって？」

「訓練用の駄だ剣けんだ」

　慣れた様子で鞘さやから抜ぬき放つ。刃は渡わたり六十センチほどの、なんとも使いやすそうなサイズの片手剣。特に凝こった意匠もなく、ピカピカというわけでもなく。傷や歪ゆがみが使い込まれたなりの味を出しているが、それだけだ。

　そしてランデルディーは鞘口を見もせずに、くるんと手首を返しただけで刃はを収めてしまう。性格は少し変わっているが、相当な使い手であることは、その所しよ作さを見ればわかる。

「……」

　そうとわかれば手合わせしてみたくなるのが、剣士の性さが。

　うずうず。

「やめておけ」

「な、なにジェスくんてば。藪やぶから棒に」

「くそ強つええぞ。さっきの見ただろうが。技わざとかんなもん以前に、馬力で吹ふっ飛ばされて終わりだ」

　あ、なるほど。
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　翌日。

　白昼堂々の列車強ごう盗とう事件をラジオで聞いた大統領が、憤いきどおりに固く拳こぶしを握にぎっていた。

「まったく、悪質な模も倣ほう犯はんもいたものだよ……いや、この場合は愉ゆ快かい犯はんとでもいうべきか。それは、力に訴うつたえるイスルギたちのやり方を容よう認にんできるわけがない。しかしイスルギたちも本気なんだ。それを騒さわぎに乗じて列車を盗ぬすんだ挙げ句、大魔王の手先だのと面おも白しろおかしく騙かたるだなどと……！」

「は、はぁ……そうですね……」

「？　どうしたんだい、マヒロ王子。肩かた身みを狭せまくなんかして。まあとにかくだ、メイドにシスターにへんてこな女ばかりというのが、また人を馬ば鹿かにしているとは思わないか」

「はい、すいません。まったくもって申し訳ありません」

「？　なぜ君が謝る必要があるんだい？」

　いや。

「……ええと。なんとなくですが、大統領。じきに救きゆう援えんが現れそうな気がします」

「そうかい、奇き遇ぐうだね。実は私もそんな気がしていたところだ」

「？　なんでまた」

「この国は国土が広いだけに、非常事態にはその全土に対し、約二日前後で何らかのアクションが取れるように交こう通つう網もうを整備している。ラジオの時報を聞く限り、私と君がさらわれたのが三日前だ。ＣＩＣが我々の居場所の調査をするのに、二日ほどかかったとしよう」

「僕たちの居場所がその時点でわかっていれば……すでに救助部隊が何らかの動きを始めていると？」

　確かに、列車が強ごう奪だつされたのが昨日のことだ。こちらの監かん禁きん場所を突つき止めた上で、最短でエーデルワイスたちが動き始めたのだとすれば条件は当てはまる。

　奪うばわれたことはニュースに流れたが、その後犯人グループが捕つかまったとも、列車の現在地がどこだとも言わないことを鑑かんがみると、情報規制を敷しいていると見てもいいのではなかろうか。つまりエーデルワイスたちは、政府公認で動いている。

　……となると、やはり軍は動かないのだろうか。いや、何らかの理由で動けないのだとしても。

（……まずいな）

　エーデルワイスたちに政府のお目付けがいるのはうまくない。あの日の白鴉の言動からして、ここが紋もん章しようの祭さい壇だんがある廃はい城じようであることはまず間ま違ちがいない。だが、自分はまだ紋章を手に入れていない。そこが問題だ。

　態度の硬こう化かを防ぐため、官かん邸ていでもこの場においてもあえて触ふれてはこなかったが……ヴェロニカであそこまでの強きよう攻こう策さくに出てきた国だ。紋章については政府に介かい入にゆうされたくない。

　そう、逆を言えば今回のこれは、自力で紋章を手にしてしまうチャンスでもあるのだ。

　大統領と共に自分もさらわれたことから、レッドフラックも紋章が目的の一いつ端たんにあることは間違いない。共和国に取り上げられるくらいなら、レッドフラックに預けた方が後々取り返しやすいだろうが……戦力比を見る限り、恐おそらくそれは同義。大統領はイスルギの提起する格差問題において理解を示しているが、問題はセリアーナだ。彼女は一個師団あればこの拠きよ点てんを楽に制圧できると言い放った。

（……つまり……）

　軍部はそこまでのシミュレーションは終えている。いつでも実行に移せる段階なのだ。なおのこと今は大統領不在。あとは副大統領あたりを言いくるめれば、ＧＯサインは出せるだろう。自分が赴おもむかねば紋章の封ふう印いんを解けないにせよ、今はどんな些さ細さいな形でも共和国に借りは作りたくない。敵の潤じゆん沢たくな交こう渉しようのカードの山に、むざむざ自らカードを渡したくはない。

　ではどうするか。

　自ら紋章を摑つかみ取り、しかも大統領救出という貸しを作れれば最高だ。

　では、そのためにどうするか。




　呼ぶのか？




（ヤツを……）




　否いな。落ち着け。まだだ。今はまだ早い。

　時期ではない。状じよう況きようが整っていない。

　条件が違いすぎる。

　あの時はただ脱だつ出しゆつを目指すだけでよかった。そして相手があの三さん剣けんの一人、長谷部沙耶香であったからこそ全力を以もつて対たい峙じするに値あたいしたのだ。だが、今回は違う。男だらけのこんなゲリラキャンプで彼を呼んだところで面おも白しろくもなんとも……。

（もとい）

　……そう、もとい、その効果は薄うすいだろう。

　それに一度はやったネタだ。それを同じ脱出の目的のために再び持ち出すというのはどうなのだろう。わかるだろうか。いや、あの二人はわかりはしない。こちらに向かっているという近この衛え隊長とその部下は、決してわかろうともしないはずだ。まかり間違って、彼女らと鉢はち合あわせた日には……。

（死──）

　死だ。そこに自由などありはしない。ただ抗あらがいようもない死が待ち受けるのみ。

「……どうしたのかね、王子。顔色が優すぐれないようだが」

「ええ……。少し、寒気が」

　ガクガク、ブルブル。

　ちょうど見回りのゲリラがやってきたのは、そんな折のことだった。

「ああ君、王子の体調がよくないようだ。医者を呼んできてくれないか」

「なんだと……？　仮け病びようじゃないだろうな」

　と、牢ろうに顔を近付けた瞬しゆん間かん。

「ふっ」

　大統領が小さな気合いと共に、見張りのみぞおちに肘ひじを入れた。気絶し崩くずれ落ちようとする胸むな倉ぐらを摑つかまえ、鍵かぎ束たばと自動小しよう銃じゆうを奪い取る。

「……え？　ちょっと、大統領、なにを？」

「そろそろ、ここの暮らしにも飽あきてきたところだ」

「いやいやいやいや！　だからってそんな、いきなり……！」

　止める間もなく、鍵を開けてしまう。が、その身のこなし。視線の配り方、銃の構え、ゲリラなどよりよほど洗練されている印象を受ける。

「体の具合は保もちそうかい？」

「いや……それは別に……」

「では行くとしよう。こう見えて私も、元ＣＩＣ局員だ。ついてきたまえ」

「……は？」

　歩きながら大統領が言った。

「民主制議会で威い力りよくを発揮するのは何より情報だよ、マヒロ王子。私はＣＩＣ時代に、有力議員のありとあらゆる弱みを知り尽つくした。それが三期連続当選マジックの、本当のタネさ」

　牢ろう獄ごくの通路を抜ぬけ、鉄てつ扉ぴを開ける。

「どうかしたのか？　さっき、悲鳴のような……」

　ゲリラの振ふり返りざまに飛び掛かかり、大統領は小銃の台だい尻じりでこめかみを一いち撃げき。

　牢の番は二人だけのようだ。

「あなたは……、独裁者だ」

「はっは、手厳しいな。でも私は法の定める範はん囲い内で、自由を行使しただけさ。私の目的のために」

　大統領が今しがた倒たおした兵から奪うばった自動小銃を、マヒロへ差し出す。それを受け取りもせず、マヒロはかぶりを振った。

「あなたは僕の敵だ」

「……そうかい。君なら理解してくれると思ったんだが。争いを否定する君なら……とね」

　マヒロが拒きよ否ひした銃から弾だん倉そうを抜き取り、背広のポケットへ収める。ライフルを構え、ドア付近へ忍しのび寄り、部屋の外の様子を窺うかがう。

「そんなことではこの先の大陸で一国を背負っていくことは難しいぞ、マヒロ王子。理想だけで全すべてが成り立つのなら、この大陸は神しん殿でん教団の統治だけで成り立つだろう。イスルギたちは銃を手に立ち上がりはしなかっただろう。違ちがうかね？」

「それは……、わかっています。ええ。だからこそです。さすがは権力が全ての民主主義国家で、頂点に上り詰つめただけのことはある」

　マヒロはライフル型の自動小銃ではなく。倒れた兵士のホルスターから、ピストルを抜き取った。

「あなたはきっと、僕と同じ思想の持ち主だ」

　番兵の詰め所から、外の通路を窺う大統領の後頭部に銃口を突つきつける。

「……何の真ま似ねかね？」

　さして驚おどろきもしなかった大統領へ、小さく嗤わらう。

「努ゆめ々ゆめ、油断なさらぬように。そういう、僕からの警告です」

　それだけ言って、マヒロはピストルをベルトに挿さす。大統領が一息。

「……悪い冗じよう談だんだな、王子」

「僕たちの思想の最大の欠点は、暴力に決定的に弱いということです」

「なるほど、君にさえ打ち砕くだけると？　最弱の理論ということになるね」

　詰め所を出たところで、マヒロは呟つぶやいた。

「……いやに静かだ。こんなタイミングをどうやって計ったんです」

「有事に対しては万ばん事じに備えておくものだ。このカフスとタイピンが、それぞれ超ちよう小こ型がたの受信機と送信機になっているんだよ」

　技術レベルが中原の比ではなかった。雲うん泥でいという話にもならない。

「通信可能範囲は百メートルもないが……いま、表には赤鴉というクロウコードの一人が待機している。そして見張りはこの時間最も少なく、その大体の場所もすでに彼が報しらせてくれている。君が言った通り、救きゆう援えんも間もなく到とう着ちやくするそうだ。行こう」

　階段を慎しん重ちように上がっていく。

「私たちがいたのは地下牢だ。だがこの階段を上がれば、城じよう郭かくの近くに出る。そこからは……」

「紋もん章しようはどこに？」

「……王子、今はそんなものを気にしている場合じゃ」

　振り返った鼻はな面づらに、マヒロは今度こそスライドを引ききった拳けん銃じゆうを向けた。
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「警告したはずですよ、大統領」

　今日の今日まで、マヒロ王子という少年が見せていた柔にゆう和わな表情はどこにもない。先ほどはいちいち言ってやらなかったが……今度はしっかりと薬室に送弾している。少年は知っていて、わざとそうしなかったのだ。

　だから大統領は油断した。警告されていたにもかかわらず。

「……暴力嫌ぎらいが聞いて呆あきれるな。さすがに冗談では済まなくなるぞ」

　するとマヒロは小首をかしげ、瞳ひとみに冷たいものを浮うかべ、うっすらと微笑ほほえんだ。

「いいえ。これは敬意の表れです、大統領。自分がそうだからよくわかっているんです。あなたのような。情報と弁舌で全てが回ると考えている僕のようなヤツには、有う無むを言わさぬ暴力が何より有効です。言ったでしょう、敵と認めたと」

　大統領は固かた唾ずを吞のんだ。これが本ほん性しようなのか、それとも演技なのか。さっきまでの愉ゆ快かいな少年が本性だとするなら、今のマヒロは堂に入りすぎている。その逆というのなら……今までの安あん穏のんとした演技が完かん璧ぺきすぎる。

「……なるほど。だが、君はその引き金を引けるのかい？」

　脅おどし文句のつもりが。

　マヒロは、いよいよ笑えみを深くした。

　天てん井じようへ向け、一発。乾かわいた破は裂れつ音おんが廃はい城じようの硬こう質しつな石いし壁かべをどこまでも反はん響きようしていく。

「どこからの銃声だ!?」

「地下牢ろうだ、急げ！」

　大統領は息を吞んだ。

「マヒロ王子ッ……!?」

「さあ行きましょうか大統領。ぐずぐずしていると、せっかくの逃にげ道が塞ふさがれてしまいますよ」

　止やむ無く地下牢からの階段を一息に駆かけ上がる。右、左。崩くずれ落ちた城じよう壁へきの向こうから、見張りの兵が駆けて来る。上へ続く階段からは、駆け下りる足音が近付いて来る。このままでは城を出る前に包囲されて終わりだ。

「くっ……！」

「さあどこへ逃げましょうか、大統領」

　ならば朽くちたとは言えかつて栄えい華がを誇ほこった王城だ、その広大などこかへ身を隠かくすより他ほかは無い。とにかく今は足音から逃のがれるように走り出す。

「僕としては、紋章のある祭さい壇だんなんかがうってつけだと思いますが。それさえ手に入れば、イスルギたちに対しても交こう渉しようの糸口になる」

「ならばぜひ連れて行ってもらいたいものだ！」

「いいでしょう」

　やおら立ち止まったマヒロが、何の変へん哲てつもない壁をぶっ叩たたいた。

　──脱だつ走そうだ！　大統領と王子が逃げ出したぞ！

　──まだ外に出た形けい跡せきはない！　城内にいるはずだ、捜さがし出せっ！

　幾いく人にんかの急せいた足音が行き過ぎ、また遠ざかっていく。暗くら闇やみの中、大統領は深々と押し殺した息を吐はく。

「……隠し通路か……よく気付いたものだ」

「年代的に、うちの城と同時期に建てられたもののようだったので。当時はこうした細工が流は行やりだったのでしょう。仕し掛かけも造りもよく似ています」

「なるほど」

　こちらがＣＩＣによって脱だつ出しゆつの目め処どを得ていたように、この王子もまた、そこに脱出の糸口を摑つかんではいたのだろう。

「だからといってあそこまでやるのか、君は。紋章が欲しい気持ちはわかるが、まずは安全の確保が第一だろう？　脱出の後、軍の制圧を待って、それからゆっくりと……」

「申し訳ありませんが、中原はあなたの国を敵とみなしています。あなたの国が中原を、帝てい国こくに対する防ぼう波は堤てい程度にしか考えていないように。そして僕はミスマルカの王子であると同時、それら国々の代表としてここに至っています。僕の下へ手たで紋もん章しようという名のカードを、強大過ぎるあなた方へくれてやるわけにはいきません。今度はミスマルカの、中原においての立場がまずくなる」

「王子……」

　全すべてその覚かく悟ごのためか、と。

　大統領はややも沈ちん痛つうな気持ちになった。

　先の自分は、この先国を負って立つことは……などと言ってしまったが、それは大いに間ま違ちがっていたのだろう。この少年は、すでにミスマルカのみならずを負っているのだ。聖せい魔ま杯はいの行く先を考えれば、そう、この大陸の全てを。

「僕だけで紋章を探しに行こうとも思いましたが、後ろからあなたに銃じゆう口こうを向けられたのではたまりません。あなたを危険に巻き込んでしまったことは謝罪します、大統領。ですが帝国という脅きよう威いを前にした中原は、こうした形なり振ふり構っていられぬ状じよう況きようであることだけはご理解いただきたい」

　言いながら、マヒロが隠し通路を歩き始めてしまう。

（哀あわれだな……）

　あまりに哀れだ。

　たかが十五歳。

　学校に通うこともなく、そこで日々漫まん然ぜんと友人らと語らうこともなく。貴重な青春を、恋こいや遊びにつぎ込むこともなく。勇者のように胸躍おどる冒ぼう険けんに費ついやすこともなく。大人になってからの無限の未来に夢を馳はせることもなく。ただただ、何が正義かもわからぬ、何の誉ほまれもない交渉の場を見み据すえ、そこに死を賭としている。そうでなければあのような機転、度胸、あるはずもない。

「……待ちたまえ」

　大統領は袖そで口ぐちにあるカフスの一つをひねる。発光石ＭＬＥＤの明かりはささやかだが、それでも無いよりはましというほどの暗さだ。

「不用意に歩くのは危険だろう。こういう場所には、決まって侵しん入にゆう者しや用のトラップがあるのではないかね」

「そのときはそのときですよ」

　そうして負っているからこそ、こんなにも簡単に自身を切り捨てるようなことを言う。

「まあせっかくですから、インディ・ジョーンズやジェイムズ・ボンドのような冒険活劇を楽しもうじゃありませんか、アンディ・Ｊ・イエスマン大統領。あなたのミドルネームＪは聖名や何かではなく、それらハリウッドヒーローにあやかったものだと聞いています」

　大統領はもう一度深々と嘆たん息そくし、それから小さく苦く笑しようした。なぜなら確かに、ついさっきまでの自分は元ＣＩＣである以上に、ＭＩ６気取りだったのだから。

「オーライ。わかった、いいだろう。ではこれから私たちはレイダース・オブ・ザ・ロストエンブレムというわけだ」

「それは素す敵てきですね。俄が然ぜん楽しくなってきました」

　子供っぽい笑え顔がおに戻もどったマヒロが、さも楽しげに両手を広げてみせた。




　　　　◆




　城じよう郭かく、尖せん塔とう、ところどころに崩くずれ落ちた廃はい城じようを、パリエルたちは森の木立に潜ひそみ、見上げていた。

　高精度の小型双そう眼がん鏡きようで偵てい察さつしながら、カトレアが呟つぶやく。

「……急に騒さわがしくなったな。さっきの銃じゆう声せいはなんだ」

「いえ……大統領からは、脱出するとの合図があったきりです」

　赤鴉のコードネームを持つ男が通信端たん末まつ片手に答え、良くない予感が一同の間を走る。インカムを耳に当てたパンジーのコードを持つ眼鏡めがねの女へ、カトレアはもう一問。

「軍は」

「あと一時間はかかります」

　それを聞いたパリエルは、不安と苛いら立だち混じりに一息。脱だつ出しゆつしてくる二人を援えん護ご、安全な場所まで護衛した後、後続の軍にバトンタッチというのが当初の作戦。

　監かん視しに就ついていた赤鴉によれば、警備は優に百を超こえるという。それでもかつての大国の城。全てはカバーはし切れぬだろうから、潜せん入にゆうであればライン要よう塞さいに比べずっと容易だったはずが……ああして警けい戒かい態勢に入ってしまったのでは、そうもいくまい。強行に突つっ込んだところで、そのときマヒロと大統領が再び捕つかまっていたのでは手も足も出ない。

「こういう場合って、一刻も早く助けに行った方がいいんじゃないのかしら？」

　と、エミットの声。こちらが辿たどり着くまでどこかに身を隠かくすなりできているのなら、その通りで、それが最上だろう。

　だがジェスも言う。

「要塞のときと違って、マヒロの居場所がどこかわからねえ」

　シーナも首しゆ肯こう。

「ええ。脱出に成功して、隠れていたりしたのならなおさらね。ゲリラをどうにかしないことには、私たちだって落ち着いて捜さがすわけにいかないわ」

「ならば私が行こう」

　茂しげみから立ち上がったのはランデルディーだった。

「馬ば鹿かっ、うかつに頭を……！」

　カトレアが叫さけんだときには遅おそかった。

「不ふ審しん者を発見したぞ！」

「政府軍か!?」

「撃うて、撃てぇっ!!」

　ズカカカカカカッ──!!

　拳けん銃じゆうなどとは比べ物にならない、据すえ置き機関銃の猛もう火か。草むらを散らし木立を削けずるような火力に、一同が後退を余よ儀ぎなくされる中。

　ギャカカカカカカカンッ──!!

　と、猛もう烈れつな火花を飛ばし、傷一つ付かないブルースチールメタリック。

「私の名はランデルディー！　行くぞ、世の平へい穏おんを乱す不ふ埒らちの輩やからどもっ……！」

　盾たてで銃じゆう弾だんを弾はじき、剣けんでロケット弾を切り捨て、地じ雷らい原げんの爆ばく発はつを利用して加速、駆かけ抜ぬけ、しまいにはその爆風を利用して城郭を飛び越こえていった。

「だからなんなんだあのバケモノはっ!!」

　やってられるかとでも言うように、カトレアが双眼鏡を地面に叩たたき付けた。他、一同啞あ然ぜん。剣はともかくあの鎧よろい一式、伝説級の何やらなのだろうか。

「丁度良い陽動になりましたね」

　と、また一人別行動をとっていたエーデルワイスが戻ってくる。パリエルは聞いた。

「あの、今度はどこへ？」

「ミスマルカ城と同じ年代らしきものなので、もしやと思い内部へ通じる抜け道を探してきました」

「え……それで、見付かったんですか？」

　何を自明なと言わんばかりのエーデルワイス。

「わたくしが何年ミスマルカに仕えていると思っているのです」

「いえ、でもノーテスカに仕えていたわけじゃないですよね？」

　エーデルワイスは無視。

　焦あせりもなく冷めた視線で、カトレアたち管理局選せん抜ばつを見やる。

「こちらはこれ以上、殿でん下かの身を危険にさらすつもりはありません。あなた方はどうしますか」

「……わかった、止やむを得ん。お言葉に甘えさせてもらうとしよう」
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　隠し通路を歩きながら、大統領はマヒロへ問うた。

「だが、この通路がそのまま祭さい壇だんの場所まで続いているという保証は無いだろう？　通常、こういったものは要人の逃とう走そう用に用意されているものではないのかね？」

「そうとも限りません。恐おそらくですが、祭壇の上に城を建てたということは、ノーテスカの人々は紋もん章しようがいかなるものか知った上で、それを守護する役目をもまた負っていたのではないのでしょうか」

　大統領は小さく唸うなった。

　それは共和国がかつてこの地を併へい合ごうした際に、残党らが決して語らず、近年のＣＩＣの調査によってようやく明らかとなった事実。彼はいま憶おく測そくのように言ったが、やはり聖せい魔ま杯はいの受け継つがれるミスマルカの王族は、全すべてを知っているのだろうか。

　マヒロが続ける。

「もしそうであったなら、守るべきを放ほうり出して逃にげ出すなど本末転てん倒とうです。敵の目を欺あざむきながら、守るべき対象にアクセスする……そういう通路として設計されている可能性は高いと思います」

「だが、紋章は封ふう印いんされているのではないのかね？　君たち、ミスマルカ王朝の血によって。ならばそれを持ち出して逃げることは不可能だ」

「紋章の封印はそうだとしても、祭壇の封印は違ったかも知れません」

「なに……？」

　壁かべに手をついたまま歩きながら、マヒロが肩かたをすくめた。

「その力を発揮させることは不可能だったとしても、あるいは守護のために、紋章の移動は可能だったかも……ということです」

「……では……共和国がノーテスカを併合したときにはすでに？」

「ええ。すでに王家の誰だれかが持ち出してしまったかも知れません」

「ならば、私たちはいま何のために……」

「まあまあ。そういう可能性があったかも、というだけの話です。僕がこんな風に憶測でしかものを言えないのも、父上がなかなか全てを伝えてくれないからなのですが」

「実の息むす子こにさえ、か……」

「ええ。ことがことだけに、一子相伝以上の秘密なのでしょう。正式に王位を継けい承しようするまでは……、だそうで」

　マヒロは言いながら、突つき当たったＴ字路を迷いもせず右に折れる。

「……この方向で合っているのかい？」

「ええ、城の中心部へは向かっています。地下牢ろうを出たときに、ちらっと城じよう壁へきが見えたでしょう。そこからおおよその城の大きさと方角は頭に入れておきました」

「そうかい……」

　呆あきれたものだ。あのケンカ腰ごしで、逃げるか探すかの瀬せ戸と際ぎわを詰つめ寄りながら、そんな観察眼まで働かせていたとは。そして走りながらも、こんな隠かくし通路の入り口、スイッチを一目で見み抜ぬいた。

「ま、違ちがったら戻もどってくればいいだけのことです。うちの城みたく無む駄だに大きなものでもありませんし、迷うことはありませんよ」

　すたすた。

「しかし大統領、本当のところはどうなんです」

「何がだね？」

「紋章です。あわよくば僕が封印を解いた後、共和国で預かるとゴネるつもりだったんでしょう」

　大統領は肩をすくめた。

「……ああ、その通りだよ。共和国の領土で見付かったものは、基本的に共和国のものだ。何の条件もなしに手放すわけにはいかないんだよ。そして有あり体ていに言えば……君には悪いが、君がいくらこうして頑がん張ばったところで、状じよう況きようは変わりない」

「そうでしょうか」

「そうだとも。いくら自分が見付けたからと言って、この国にあったものを無断で持ち出してもらっては困る……というのが、議会の大方の見解なんだ。もし私個人が君に譲じよう歩ほしたいと思っても、こればっかりはどうにもならない」

「なるほど、民主主義です。それでも一から十までそちらの軍にお世話になるよりは、緩ゆるやかな条件になるでしょう。そうでもなければ、僕もピストルを振ふり回すなんて本意じゃありません」

　やがて下り階段が見えてきた。それを下りると、直交する広い通路に出る。

「ここは……？」

「たぶん、城の中心部です。そちらが南、こちらが北」

　マヒロが南と示した方には上りの階段が、北と示した方には下りの階段が。

「そっちはきっと玉座かどこかから下りてくる階段でしょう」

「ということはつまり……」

　北の下り階段へ向かう。

「ええ。この先が玄げん室しつか、宝物庫か、祭壇か」

「……鬼おにが出るか蛇じやが出るか、といった雰ふん囲い気きだな」

「いずれにせよかつての王城です。結界くらいは敷しいてあるでしょうから、魔物の類たぐいはないと思いますが……」

　こつり、こつり、階段に鳴った足音は、暗くら闇やみを伝いひどく大きく反はん響きようする。

　行き着いた先には、巨きよ大だいな両開きの扉とびらがあった。荘そう厳ごんな装そう飾しよくが施ほどこされた材質は、金属のような滑なめらかさと、石のような無骨さが相混ざった不思議なもの。その一面には、プレスか、彫ちよう刻こくかはわからないが、一枚もののレリーフが施されていた。

「これは……森、を描えがいているんだろうか？」

「そんな風に見えますね。さしずめ、ヴェロニカの方の崩くずれた祭さい壇だんには、太陽をモチーフにした何かが描かれていたのでしょう」

　大統領はカフスの明かりを方々に向けるうち、気付いた。

「……煤すすだ。火薬によるものだな」

「爆ばく弾だんで吹ふっ飛ばそうとでも思ったんでしょうか」

「馬ば鹿かげた真ま似ねを。この扉だけでも、充じゆう分ぶんに立派な文化遺産じゃないか……」

「そうですね。そしてそれでも歪ゆがみ一つないということは、やはり地じ震しんのような超ちよう常じようの力でもなければ」

　そう言ったマヒロが、何気なく扉に触ふれた瞬しゆん間かんだった。

　その手から波は紋もんの広がるように、扉全体に淡あわい輝かがやきが走る。そして光が止やんだかと思うと、その重々しい様子とは裏腹に、すぅっと滑すべるように左右に扉が開いていく。見えた向こうは最初こそ暗闇であったが、すぐに明かりが灯ともり始めた。闇ばかりの通路を歩いてきた目には、眩まばゆいほどの照明が、あたかも主あるじの帰りを待ちかねていたかのように、それともまるで誘いざなうように、その扉の入り口から奥へ奥へと灯っていく。

　そうして見えた奥行きは、百メートル以上もあるだろうか。広大な空間は、石造りではなかった。床ゆか面めんは鉄板を敷いたような光こう沢たくがあるが、しかし鋲びようで打った様子も溶よう接せつした形けい跡せきもない。透すき通るような壁へき面めんに這はうパイプ、エッチングしたような幾き何か学がく模様は、あるいは装飾ではなく、この部屋全体が何かの装置、回路であることを表しているのだろうか。

　大統領はその光景に目を見張った。

「……紋もん章しようの祭壇とは……旧文明の遺産だったのか……!?」

　全体が淡いグリーンに統一された色調が、あたかも異世界……いや、そこだけ別の時代を切り取り、閉じ込めたかのよう。

　一方でマヒロは、自分のしたことが信じられないように、扉へ触れた自分の手の平を見詰めている。大統領はぼうっとしたようなマヒロの肩かたを摑つかみ、強く揺ゆすった。

「すごいぞ、王子……これは大変な発見だ！　詳くわしくはわからないが、それでもハイテク時代以降、旧文明最後期の遺跡じゃないのかね!?　それが見たまえ、ここまで完かん璧ぺきに生きているだなんて！　大変な功績だよ、マヒロ王子！」

「まさか」

　大統領の沸わき上がるような興奮と裏腹に、微び笑しようするマヒロの声は冷れい淡たんなものだった。

「確かに素す晴ばらしい遺跡ですが……僕が何を努力したと？」

　彼は何か気に障さわったように小さく肩をすくめ、しかし半ば緊きん張ちよう気味に一歩を踏ふみ入れる。

　カンッ、と音を立てて天てん井じようから、床面から、見たこともない形状の銃じゆう口こうが現れた。

　大統領は息を吞のむ。

「防衛機能が備わっているのか……？」

「さあ、どうなんでしょうか。でも……あなたは入らない方がいいかも知れません」

　魅み入いられたように踏み入ろうとしていた己おのれに気付き、大統領は慌あわてて一歩下がる。

「あ、ああ。わかった……だが君も気を付けるんだ、王子。古い遺跡だ、誤作動しないとも限らない」

「……なら、馬鹿げたことに最初から無理な話だったってことですね」

　どこか諦てい観かん浮うかべ、冗じよう談だんめかしながら、マヒロは歩みを進めていく。

「マヒロ王子……」
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（すごいは……すごいんだけどな……）

　マヒロは歩く。

　複雑な気分だった。

　様々な書物に物語を読んできた中で、嫌きらいなジャンルが一つあった。生まれながらに何々の宿命を負っているとか、伝説の何々の子孫だとか。そういう類たぐいの主人公の話だ。

　なぜなら、自分がそうだからだ。

　触れただけで認められたように扉とびらが開くだなど、まさにありがちなその象しよう徴ちようでしかない。何も嬉うれしくはない。そういった物語の主人公たちは、そうして決められたような困難や試練を乗り越こえ、用意されたように何かを見つける。何かを得る。

　それが嫌いやだった。用意された試練を強制されるのは嫌だ。それによって宿命を受け入れることすら強制される。自分をその立場に置き換かえた場合、そこが納なつ得とくいかなかった。

　自由がいい。試練も困難も、逃のがれられぬなら、せめて自分で選びたい。帝てい国こくの脅きよう威いが避さけようがないものならば、だから自分は力ではなく、話し合いの道を選びたい。選んだからこそ、そのためならば命を捨てるにも納得できる。抗あらがえぬ宿命とわかっていれば、なおのこと。死が等しく定められたものならば、寿じゆ命みようという言葉すら笑い飛ばすように命を無む駄だ遣づかいするべきだ。

　それが自由。それこそが正義。

　だが、こうして祭壇に向かっていることがすでに矛む盾じゆん。ミスマルカの王子になど生まれていなければ、そもそもここにいることもなかったのだから……まあ、お笑い種ぐさな意地でしかないのだけれど。

（……）

　詮せん無ない話と胸に自じ嘲ちようし、頭を切り替かえる。

　大統領の言う通り、遺跡は全すべて旧文明の純科学によるものか。それとも崩ほう壊かい後の魔ま導どう科学によるものなのだろうか。

　進んでいくと、銃口は次々に現れてきた。気にするようにじーっとこちらを追って向きを変えてくる。放たれるのは弾だん丸がんだろうか。それとも小説に見るような切り裂さくレーザーだろうか。あるいは当たった瞬しゆん間かん消しよう滅めつするようなビーム兵器なのだろうか。

　興味深かったが、幸いそれを身をもって確かく認にんするような事態にはならず、マヒロはそうしたセントリーガンの合間を縫ぬって先へ進んでいった。入り口から、七十メートル。八十メートル。

　それが本当の意味で祭さい壇だんと言うべき場所なのだろう。一段高くなった場所の中央に、扉と似たレリーフの彫ほられた台座が据すえられていた。

　紋章は、そこにあった。

　先に手に入れたあれが金色に似た黄色の紋章であるならば、これは緑の紋章。ひどく透とう明めいな中にエメラルド状の色合いを放っているのは、ハートを四枚合わせたような十字。察するに四葉のクローバーのつもりなのか。だとしたら、これら紋章を作り出した者にはよほどユーモアのセンスがあったとしか思えない。

（二枚目……か）

　マヒロが、紋もん章しようへ触ふれようとした矢先。

〝紋章を求める者よ〟

「っ……」

　静かな女性の声に驚おどろき、マヒロは思わずその手を引っ込めた。方々を見み渡わたすが、スピーカーのようなものも見当たらず、どこから聞こえてきたのかわからない。

〝答えてください。二つめの紋章を手にする者よ〟

　いよいよマヒロは息を吞み、ぞっと背筋を凍こおりつかせた。瞬時に思考を巡めぐらせたが、何も結び付かなかったからだ。

　その声の主が、なぜこれが二枚目だと知っているのか。一つめを手にしたのは遥はるか彼方かなた、ヴェロニカでの話だ。遺い跡せき同士のネットワークがあるのか。だが、ヴェロニカの祭壇から持ち出したのは冒ぼう険けん者たちであり、自分ではなかった。そもそも地じ震しんで崩壊していたのではなかったか。では遺跡からの音声ではないのか？　しかしそうでなければ、なぜ自分しか開けられなかったこの場所で、このときに呼びかけてくる？

　何も考えがまとまらなかったが、マヒロは一息し、心を落ち着けてから口を開いた。

「……あなたは？」

〝今はまだ、あなたがそれを知るときではありません〟

　会話は通じる。

　マヒロが沈ちん黙もくすると、声は促うながしてきた。

〝正直に答えてください。あなたは何のために紋章を求めるのですか〟

「………正直に答えなかったら」

　それを知る権利くらいはあるだろう。だが返ってきた言葉は、ひどく明快なものだった。

〝殺します〟

　今度は台座の周囲に、あの銃じゆう口こうが現れる。まるで蛇へびが鎌かま首くびをもたげるようだ。

「正直に答えた結果、あなたの気に入らない答えだったら」

〝殺します。一つ間ま違ちがえれば、世界を破は滅めつに導くチカラです〟

「……随ずい分ぶんと甘いセキュリティだ。ヴェロニカの祭壇では、あなたは機能していなかった。紋章はいとも簡単に世間に出回ったというのに。遺跡のくせに、機械の分際で、ことの善よし悪あしを判断しようというわけだ」

〝あなた以外の誰だれが幾いくつの紋章を手に入れようとも、世界はそう大きくは動きません〟

「っ……」

　怖おぞ気けがした。

　なんだこいつ。

　なんなんだ。
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　わけがわからない。

　どこまで知っている。何を根こん拠きよにそう断言する。この大陸は今、現実にこれら紋章が全ての焦しよう点てんであるというのに。心臓を氷の手で摑つかまれるようだった。

〝あなただけがこの世界を破滅へと導くことが〟

「ふざけるなっ!!」

　たまらずマヒロは叫さけんでいた。

「破滅だと!?　一国では飽あき足らず、世界を滅ほろぼすというのか!!　そんなことのためにここへ来たわけじゃない!!　今まで生きてきたわけじゃない!!」

　マヒロは乱暴に紋章へ手を置いた。そして勢いのまま、台座より毟むしり取った。姿も見えぬ相手に見せ付けるようにひらめかせ、語りかけた。

「……さあどうした！　やるならやれ！　そこまでわかっているのなら、生かしておく価値なんて最初からないだろう！」

　喚わめき散らすマヒロを待つように。

　少しの間を置き、声は続けた。

〝……それがあなたの心の闇やみ。エルクレセルでのその思い出が、あなたの心の枷かせ〟

「黙だまれ!!　お前は何だ！　何者だ!?」

〝いつかまた聞きましょう、紋章を求める者。三つめを手にするそのときに〟

「待て！　話はまだ終わっていないぞ！」

　だがそれを限りに、呼べど叫べど、声は聞こえなくなっていた。そして、もう銃の一丁たりとも姿はなかった。

「っ……」

　手の内を見る。紋章は、確かにそこにあった。ならばあの声は一体なんだったのか。

　試練？　テスト？

「ふざけるなっ……」

「王子っ……!!」

　入り口で待つ、大統領の声に振ふり向きざま。

「ぐっ!?」

　痛つう烈れつな一いち撃げきを喰くらったマヒロは紋章を取り落とし、壇だん上じようから転がり落ちた。
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　回転する視界の向こうに、イスルギとゲリラたちにホールドアップされた大統領があった。そして見上げた場所には、紋章を拾い上げた白鴉の姿が見えた。

「ほう、なんとも深遠な色味よ。こうして見れば、カトレアの摑まされたものが贋がん作さくとは一目瞭りよう然ぜん」

「つ……」

　切れた口の端はしを拭ぬぐいながら、マヒロは身を起こす。

「……返してくれ」

「言われて返したのでは、お前も殴なぐられた甲か斐いが無いだろう」

　やがてイスルギたちがやってくる。銃を突つき付けられた大統領が言った。

「大だい丈じよう夫ぶか、王子……！」

「……ええ、僕は。大統領こそ」

「ああ、私は平気だが……」

　大統領が視線を移した先には、紋もん章しようを白鴉より受け取るイスルギの姿があった。

「美しい。なるほど、魔ま法ほうや工芸に疎うとい私でも、これがただならぬ逸いつ品ぴんであることはよくわかる……これが聖魔王の遺産というものか」

　イスルギ、白鴉、大統領、それを捕とらえるゲリラ幹部。マヒロは全員の立ち位置を把は握あくする。チャンスは充じゆう分ぶんだった。全員がその紋章に魅み入いられている今。白鴉の手にさえなければ、奪うばい返す勝機はある。

　今となってはなんとなくだが、先ほどの女性の声の意味も理解できた。紋章を手にしたとき、手て応ごたえを感じていた。

「どうするイスルギ。この王子はもう用済みか」

「待て白鴉。確かにこれほどのものであれば、聖魔杯はいではなく、この紋章だけでもシンボルとしての価値がある。より多くの紋章を集めることができれば、その威い信しんはますます磐ばん石じやくのものとなるだろう」

　思わず鼻で笑うと、イスルギの視線は紋章からマヒロへと移された。

「……何がおかしい、封ほう建けん主義の子せがれ」

「権けん威い主義者め」

「なんだと……」

　目を鋭するどくするイスルギへ、マヒロは続けた。

「正直、共和国の権勢は中原にとって鬱うつ陶とうしい。君の理想が本物なら、小国家群は君の新たな国作りに協力するべきかとも思っていた。でも違ちがった。君は聖魔王という過去の権威にすがろうとしている」

「違う！」

「真に理想を求めるのであれば。真に人々の声を信じるのであれば、紋章も聖魔杯も不要のはずだ」

「違う!!　ものも知らずに抜ぬかすな!!　これは貴様らのような権威主義者こそを最も平和裏りに帰順させるための」

「その理想が本物であれば、人々は自おのずとその旗の下もとに集つどうはずだ！　違うか!?　それを帰順させようなどと、おこがましいにもほどがある！」

「貴様っ……！」

　イスルギがホルスターからピストルを抜く。鬼おにのような形ぎよう相そうで眉み間けんに銃じゆう口こうするイスルギに対し、マヒロは微び動どうだにせず言い放った。

「結局、君自身が君の理想を信じ切れていないんじゃないか。だから人々が賛同してくれると信じ切れない。だから銃を手に取り武力で立ち上がろうとする。その武力も民衆の力と嘯うそぶく一方で、政府軍にも勝てるとまでは信じ切れない。だからいよいよ聖魔王の権威にすがりだす」

「黙だまれ……！」

「ならばあとは過去の繰くり返しだ。民衆には教育という名の体ていのいい洗脳を施ほどこし、知る権利を与あたえず、真実の情報を隠いん蔽ぺいすることで造反の芽を摘つみ、抑よく圧あつする。そうなってしまえば武力は麻ま薬やくと同じだ。一度味を占しめてしまったら、その効果と簡便さに二度と止められなくなる。それが人の上に立つ者の性さがだ」

「黙れ！」

「過去そうした軍部主導の独裁政権の下もとに、平等であるはずの人々がどれだけ虐ぎやく殺さつされてきたか……知らないとは言わせないぞ。君はやがて、救うはずだった人々を殺すようになる」

「黙れえっ!!」

　銃声が、マヒロの髪かみを掠かすめる。間かん一いつ髪ぱつで狙ねらいを逸そらしたのは……白鴉の常人離ばなれした反射神経。その棍こんの柄えであった。

　それでも瞬まばたき一つせず、マヒロは続ける。

「……ほら見ろ。弱者の皮を被かぶった、それが素す顔がおだ。暴力という名の権威にすがる、権威主義者が」

「私は違う!!　私は！　そうとも知っている！　私はそれら過去の過あやまちを踏とう襲しゆうした先にいる!!　今ここに!!」

「ならばなぜ言葉ではなく銃を手に取った！　なぜ言葉を選ばなかった!?　何のために赤を掲かかげた!?　革命に燃える炎ほのおの赤か！　虐殺に流れる鮮せん血けつの赤か！」

「ぐぅ、ぅ………！」

「……理想が本物であれば、聖魔杯も紋章も必要ないはずだ。今ある民衆の力を信じるのなら、聖魔王の権威など過去の遺物に過ぎないはずだ。ならば君の理想に、僕は必要ないはずだ。そうだろう？　さあ」

　そしてマヒロは、ずれた銃口を自身の眉間に狙い直させる。

「踊おどらされるな、イスルギ。弄ろう言げんだ」

　白鴉の横よこ槍やり。

「とどのつまり、これは紋章欲しさに言っているに過ぎん。撃うてんのなら返せとな」

「その通りだ」

　マヒロの言葉に白鴉が笑う。

「開き直ったか」

「君たちのために言っている。紋もん章しようを手にするとはつまり、共和国のみならず大陸の全すべての国を敵に回すということだ」

　イスルギがかぶりを振ふる。

「それらを平へい伏ふくさせるためにこの紋章はある！」

「じゃあいいことを教えてやろう。僕がヴェロニカで紋章を手に入れたとき、真っ先に狙ってきたのは帝てい国こくでもなんでもない。この共和国だ。連合という後ろ盾だてを持った僕でさえ、身内の共和国から狙われたんだ」

「なっ……」

　イスルギが言葉を詰つまらせ、大統領を見やるが、大統領は無言を貫つらぬく。

　マヒロはさらに続けた。

「わかるか？　君がいまチカラで紋章を取り上げたのと同じことだ。結局はどこの国も権威なんて関係なしに奪うばいに来るんだ。誰もが君のような真しん摯しな理想家じゃない。神しん殿でん教団の威信が下降の一いつ途とをたどっているように、人々は伝説や何かにそこまで敬けい虔けんなわけじゃない。だからたぶん、君は本末転てん倒とうになる。紋章を守るために、救うべき市民を壁かべにするような」

「っ……」

「でも僕が死ねば、聖せい魔ま杯はいへの道はほぼ閉とざされる。誰だれも彼も諦あきらめ、やがて聖魔杯への興味自体が失われていくはずだ。殺せというのはそういう意味だ。その紋章自体に意味を見み出いだすつもりなら、その方がいい」

「……本気で、言っているのか……？」

　イスルギへ答える。

「ああ、もちろんだとも。紋章だけで……いや、恐おそらくは聖魔杯だけで全てが平ひれ伏ふすだなんて理想の範はん疇ちゆうを超こえている。そんなものは、ただの幻げん想そうだ」

「む……、ぅ……」

　慌あわてふためく喧けん騒そうが向こうから聞こえてきたのは、そのときだった。

「敵てき襲しゆうっ!!　敵襲～っ!!」

　はっと我に返った白鴉やイスルギたちがそちらへ向くと同時、マヒロは体当たりし、紋章を奪い返す。

「貴様っ……!?」

「無む駄だなことを」

　棍を振り上げる白鴉へ、マヒロは叫さけんだ。

「動くなっ！」

　先ほどまで己おのれを注視していたセントリーガンの群れが、祭さい壇だんより紋章を摑つかみ取った正統なる主あるじの意思に応こたえ、一いつ斉せいにその姿を現す。

　じじっ、と何かの蒸発する小さな音。イスルギ、幹部の持つ全ての銃じゆう器きが切断され、床ゆかに転がる。ホールドアップされていた大統領がその隙すきに背後へ肘ひじ鉄てつ一発、マヒロに駆かけ寄った。

「助かった、王子……！　敵襲ということは、救きゆう援えんが来たに違ちがいない！」

「結果的に時間が稼かせげたようですね。さあ、僕の背後へ」

　身動きできないのは、銃口を集中されたイスルギたち。

「なっ……なんだ、これは!?　この遺い跡せきは、こうまで完全に生きているというのか!?」

　マヒロは言った。

「聖魔杯の鍵かぎを守護する祭壇だ。聖魔杯の管理者がその鍵を手に入れた。だから鍵を守るこの空間は僕の支配下になったらしい」

「だが、所しよ詮せんおもちゃよな」

　白鴉の不敵な言葉に、マヒロは瞬まばたきした。

「なに……？」

「ハァっ!!」

　白鴉の気合いと共に、叩たたきつけるような轟ごう風ふうの音が迸ほとばしった。竜たつ巻まくような棍こんの大回転により、幾いくつかのセントリーガンが火花を散らし破断する。レーザー光をピンポイントに棍で防ぎながら、今度はその棍を分ぶん割かつ。恐ろしく鎖くさりの長い三節棍と化した中央で防ぎながらも両りよう端たんを飛ばし、さらに破は壊かいを続けていく。

　マヒロは大統領と共に啞あ然ぜんとなりながら、出口へと下がっていく。

「なっ、なんて無茶苦茶なやつだ……！」

　マヒロに首しゆ肯こうし、大統領も冷や汗あせさながらに言った。

「いや、さすがだな……敵に回すとこれほど恐ろしい男だとは……！」

　とにかく後退を続けるが、このままで旧文明の英知が集約されたセントリーガンも時間稼ぎにすぎない。そしてこの部屋を出てしまえば元の木もく阿あ弥み、ただの丸まる腰ごしにならざるを得ない。救出部隊はまだか、とマヒロが扉とびらの向こうへ目をやったとき、倒たおれ伏ふすゲリラの姿が見えた。大階段を下り、跳ちよう躍やくする影かげ一つ。

「伏せろっ」

　蒼あおいフルアーマーに、マントをはためかせた何者かが、言葉に従ったマヒロと大統領の頭上、矢のような速度で行く。最後のセントリーガンも片付けた白鴉目め掛がけ、一いつ閃せん。

「はぁっ!!」

「ぬうっ!!」

　剣けんと棍とのぶつかり合う、金属同士の凄すさまじい悲鳴と火花。後、吹ふっ飛んだのは白鴉。祭壇の奥の壁まで、実に九十メートル近くも。

　だが蒼に身を固めた青年はそれを勝ち誇ほこるでもなく、さらに双そう眸ぼうを鋭するどく。呆あきれたことには壁が砕くだけるほどに強く打ち付けられた白鴉もむくりと立ち上がり、宙を滑すべるように舞まい戻もどってくる。

「……強い。何者だ」

　そう述べた白鴉の口元、マスクには朱しゆが滲にじみ始めていた。また、その瞳ひとみには今まであったような慢まん心しんもない。

「私の名はランデルディー。ただの勇者だ」

「勇者風ふ情ぜいが……いや、そうか。貴様が蒼そう迅じんの」

「世を乱し、人ひと質じちを取るような不ふ埒らち者ものにかける情けを私は持ち得ない。食い下がるというのであれば、受けて立とう」

　世の広さに、マヒロはぽかんとなっていた。白鴉という白いバケモノを見たと思ったら、今度はランデルディーなる蒼いバケモノが現れた。しかも後者は勇者とかなんとか。恐らくはどちらも、帝てい国こくの三剣にも劣おとらぬ鬼き才さい。

「王子っ!!」

　耳慣れた声に振ふり返る。

「パリエルか!?」

「無事ですか、王子！　ここは……紋もん章しようの？」

「ああ、すでに手に入れてある！　あとは脱だつ出しゆつするだけだ」

　見ればカトレアもいた。

「ならば急げ、侍じ従じゆう長ちようたちが外への道を確保している！　さあ、大統領もお急ぎください！」

「ああ、わかった」

　半ば強ごう引いんにカトレアに腕うでを引かれ、大統領が走り出す。

「王子も、早く！」

「けど、彼は？　君たちの知り合いなんじゃ……」

　いまだ白鴉と対たい峙じを続けるランデルディーを振り返るが。

「大だい丈じよう夫ぶ、あの人はＳＳの勇者です！　無茶苦茶に強いので大丈夫です！」

　白鴉の強さも見ずになぜそこまで断言できるのかマヒロは不思議だったが、まあ無茶苦茶というのはさっき自分も見ていたので。

「わかった、行こう！」

　紋章を持ったマヒロが室を出た途と端たん、日の沈しずむように緩ゆるやかに、遺跡の輝かがやきは失われていった。いま祭さい壇だんは、紋章の守護という長きに亘わたる役目を終えたのだ。

　そして走り去る足音を深まる闇やみの中に聞きながら。

「行け」

　白鴉がランデルディーへ言った。

「追いはしない。俺の背骨は先の一いち撃げきでぐずぐずだ。お前を相手にするには分ぶが悪い」

「……恐おそろしい男だ。それで立ち上がり、そうまで平然と口を開けるというのか」

　そんな中でイスルギが叫さけぶ。

「待て、白鴉！　王子はいいが、イエスマンを逃にがすことは許さん！」

「ならばお前たちの誰だれかがこの勇者の相手をするか。悪いが俺は、お前たちのために命まで捨てる気はないぞ」

「ぬうっ……！」

　イスルギの歯は嚙がみする声を聞き、ランデルディーは一息。

「いいだろう。ならば私もまたこの場を立ち去ろう。だが……お前とは、また近く剣を交えそうな気がする」

「ほう……鋭いな、勇者」

　白鴉がくっくと喉のどを鳴らす頃ころ、エネルギーを失った遺い跡せきは、一いつ切さいの闇に包まれていた。

「む……」

　ランデルディーが瞬まばたき一つ。視界の遮さえぎられた隙すきを突つくように、白鴉の気配はどこにもなくなっていた。勇者は構えを解き、一息。静かに剣を収める。

「……恐ろしい男だ」
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　間道より、どこかの涸かれ果てた水路の跡あとに出て、森の中に逃げ込む頃、赤鴉、パンジーと合流した。そうして本来の救助部隊と接せつ触しよくするまであと少し、というところでマヒロは気付き、立ち止まる。

「……どうかしましたか、王子？」

　木立を見上げながら、パリエルへ答える。

「森が……」

「森……？」

　言われて、他の者たちもその急激な変化に思い至る。初夏の眩まばゆいまでの緑が色いろ褪あせ始めていた。下生えは長く日照りにあったようにしおれ、たっぷりと腐ふ葉よう土どの厚かった土が乾かわき始めていた。

　不気味そうにエミットが呟つぶやく。

「な……なんなの、これ……呪のろいか何か？」

　シーナが答える。

「まさか、だってこの森一つよ……!?　魔ま導どう的な何かの気配も感じられないし……」

　落ちてきた一片ぺんの葉を摘つまみ、ジェスが言った。

「西域の方で、枯かれ葉は剤ざいってのを撒まいてんのを見たことがあった。魔物の森一つ、根こそぎ取っ払ぱらおうってことでな。と言っても、こんな急にしおれちまうほどのもんじゃなかったが……」

「じゃあ……ゲリラが、私たちを捜さがすためにってこと？」

　パリエルの言葉を、カトレアが否定する。

「馬ば鹿かな。この森はこちら以上に、奴やつらのキャンプの隠かくれ蓑みのだ。仮に何らかの方法でこれを行ったのだとしても、デメリットの方が大きすぎる」

「……でも、何かしらこの気分。すごく不ふ吉きつなのよね……」

　痛む胸を押さえるようなエミットの言葉が、何よりマヒロの胸きよう裡りを揺ゆさぶった。




　──一つ間ま違ちがえれば、世界を破は滅めつに導くチカラです──

　──あなただけがこの世界を破滅へと導くことが──




　その先さき触ぶれだとでも言うつもりか。

「殿でん下か。お顔の色が優すぐれませんが」

「ん……？　なんでもないよ、エーデルワイス。捕つかまっている間、あまりいいもの食べてなかったからね」

「はっは、全くその通りだとも」

　大統領が気さくにマヒロの肩かたを叩たたく。

「あんな狭せまいところに閉じ込められていたというのに、脱だつ出しゆつした途端にこんな逃とう避ひ行こうだ。立ち眩くらみを起こしたっておかしくはないさ」

　たぶん、大統領はわかって言ってくれている。紋もん章しようを祭さい壇だんから外したことと何らかの関連性があるとわかって、元気付けてくれているのだろう。遺跡の声に向かって喚わめいていたのも、聞こえていただろうし。

「あれは……」

　と呟いたのはパリエルだった。

「戦車、ですよね？　あ、ひょっとして救助部隊ってあのことですか!?」

　頼たのもしげなパリエルの言葉につられるように、カトレアもほっとした様子で述べた。

「Ｃ型戦車、チハだ。Ｐ型より小型軽量な分、こうした山さん岳がく部や隘あい路ろでの踏とう破は力りよくに優れている」

　言う通り、先日の閲えつ兵ぺい式で整列した車両より一回りか二回りも小型に見えるが、二十台はいるだろうか。さらに兵員輸送用の装そう甲こう車しやまで。だが。

（……なんだ、これ）

　マヒロは違い和わ感かんを覚えた。

　確かに強力無比だろう。イスルギたちの使っている程度の銃じゆうでは、この戦車の装甲を貫つらぬけはしまい。けど、間違っても救助のための兵器ではあるまい。攻こう城じよう戦でもやるつもりなのか。

　乗員らは大統領へ向け敬礼しながら行き過ぎ、車列の最さい後こう尾びが通りすがったところで停とまる。オープントップの、コマンドワーゲンと呼ばれる大型乗用車だ。

　その後席に乗っていたのは、あろうことかゼピルム共和国の重じゆう鎮ちん中の重鎮、セリアーナ。キツネ状の片耳を出すように斜ななめに制せい帽ぼう被かぶり、将校用のコートに、白軍手。色の薄うすいサングラスの下、にっこりと瞳ひとみを細める。

「お迎むかえにきましたー、大統領」

「驚おどろいたな……。まさか、国防長官である君がこんなところにまでやってくるとは」

「はいー。現状、大統領の保護以外に重要な懸けん案あんもありませんでしたから」

　それから大統領は遠ざかる戦車の車列を見やる。

「彼らは？」

「お忘れですか？　本来なら明後日にキャンプを制圧するため、待機させていた中隊です」

　と、指揮棒をノーテスカ城じよう跡せきのある方へ向けるセリアーナ。

「大統領もマヒロ王子もご無事だったようなので、ついでに制圧してくるんですー。ちなみに紋章は？」

　と、セリアーナの視線がマヒロへ。

　あたかも、すでに自分が持っていると知ったような口ぶりで。

　マヒロは懐ふところからそれを取り出してみせる。

「……ここに」

「では遠えん慮りよは要いりませんね」

　ぱしり、と指揮棒を空いた手に打つセリアーナへ。

「待ってください、国防長官」

「はい？　どうしました、マヒロ王子」

「遠慮って……あなたたちは、どこまでやるつもりですか？」

　するとセリアーナは、優やさしげな微び笑しようを深める。

「ではあなたはどこまでが適当だと思いますか？」

「え……？」

「泰たい平へいであった国家の秩ちつ序じよを乱し、真ま面じ目めであっただけの労働者らを甘かん言げんをして扇せん動どうし、多くの死傷者を出し、それら全すべてを理想という中身のない一言で許されようとしている者たちに対し、どの程度の遠慮が必要だと考えますか？」

　遠慮すべきは紋章に対して。

　人命に対する忌き避ひはなし。

　おっとりとした笑えみは、カトレアのそれ以上。カトレアと違い演技ではなく、飾かざらぬからこそこうまで綺き麗れいに微笑める。

　以前に、感情をあらわにせず、望んでは話し合いに乗ろうとしないユリカは厄やつ介かいだった。だが、このセリアーナはそれ以上だ。己おのれの考えが絶対に揺るがぬものと自信があるから、こうして自ら話し合いに乗ってこようとする。まるでからかうようにだ。

　セリアーナが続ける。

「愛すべき国民が裏切り、同じく愛すべき国民を傷つけた場合に……統治者として、あなたならばどういった判断が適当だと？」

「ですが……、何にせよ、徒いたずらに傷付けるべきではないでしょう。司法の制度も整っているこの国であればなおのこと」

「はい。そしてその法に則のつとった場合、国家反逆罪は多くの国がそうであるように極きよつ刑けいです。治安の早期回復のためには武力による制圧も認められ、国防長官にはその権利が保障され、私はそれを行使しているに過ぎないんです。もしも今このときに魔ま物ものの大発生や魔王軍の侵しん攻こうがあっては、国そのものが消しよう滅めつしかねません」

「っ……」

　今の時代、そこまで危機的な魔物の脅きよう威いは少ない。魔王軍なんて信じている者は少ない。だが可能性はゼロではない。だからセリアーナの言葉は正しい。この国の出来事において、この国の法までがそれを後押ししている以上、国民ですらないマヒロにそれを覆くつがえすだけの言葉はなかった。

　だが一番の問題は……結局、先に銃を手に取ってしまったのが、イスルギたちの方だということ。彼らが暴力によって、平へい穏おんを乱してしまったということ。

「……もう手て詰づまりですか？　マヒロ王子」

　この頃ころになると、セリアーナは完全に楽しんでいる様子であった。

「あなたの得意だというヘリクツ、ゴタク、もっとたくさん聞けるかと楽しみにしていたんですが」

　マヒロは嘆たん息そく一つ。肩かたをすくめ、両手を横に広げた。お手上げ。降参だ。

　彼女に対しては情報が少なすぎる。切れるカードもない。汝なんじ殺すことなかれが第一のエミットさえ、心情よりも理性で理解できているらしく、浮うかぬ表情をするばかり。

　だが、そこで言ったのが大統領だった。

「しかしだ、国防長官」

「はい？」

「紋もん章しようの祭さい壇だんはもちろんだが……崩くずれかけているとはいえ、ノーテスカ城跡も充じゆう分ぶんに立派な文化遺産なんだよ。マヒロ王子がミスマルカ城と同年代のものだと言っていた。ならばこの大陸有数の旧跡ということになる」

　途と端たん。

　あれほどたおやかだったセリアーナの表情が、ぞっとするほどつまらなそうなものに成り代わった。

「……大統領？　逆ぎやく賊ぞくの命を救うため、正規軍である彼らに危険を冒おかせと？」

「そうではない……ただ、イスルギたちも所しよ詮せんは思想家の集まりで、プロの軍人というわけではない。やりようというものがあるだろう……、という話だよ。それに相手は生身の人間じゃないかね。戦車で袋ふくろ叩だたきにしたのでは、後々の政権に響ひびく」

「……」

　不服げなセリアーナに、大統領は毅き然ぜんと言い放った。

「国防長官、忘れてはいないかね。我々も、軍も、国民の下僕しもべに過ぎないということを。それが民主主義だ。軍の手た綱づなを我々が握にぎり、その我々の首輪が国民の手に握られている」

「では国民の代表であるあなたが、同じ国民である正規軍の彼らにこう言うのですね。逆賊を救うために死ねと」

「わからないかね？　そもそも君は、その議論をする立場にない、と言っているのだよ。君が先ほどマヒロ王子へ言った、法の範はん疇ちゆうにおいてさえだ」

　軍を負う者と、国を負う者との睨にらみ合いがしばし続いた。再び口を開いたのは大統領であった。

「……それとも、君が反逆者になるつもりかね。個人の思想で軍を動かすならば、この作戦はクーデターと呼ぶより他ほかないが」

「むぅ～……」

　セリアーナがほっぺたを膨ふくらませ、口を尖とがらせる。不満げに、豊かな毛並みのしっぽをぽんぽん、シートに叩たたく。

「失礼です、失礼です、失礼なんですー！　私たちは、ちゃんと副大統領と統合議会の承しよう認にんを得て助けに来てあげたんですー！」

「はっはっは、いや、それはもちろんだ。失礼した。しかしイスルギたちもまた、この共和国という中に暮らす同じ国民だ。罪状がどうあれ、生きている以上は法の裁きを受ける権利も、義務もある。可能な限り、善処してはくれないかね」

　ぽんぽん。

　しばししっぽを揺ゆらしていたセリアーナだが、やがて頭の上の三角の耳を、ぺそっ、と寝ねかせた。

「わかりましたー。まあ、私が出てきた以上は作戦に支障はないんですけどね」

　と、セリアーナの視線がマヒロを捉とらえる。

（……目を付けられてたのかな……）

　察するに、噂うわさやら評判やらを確かめたくてあんなことを言ったのか。

　セリアーナが無線機のマイクを手に取る。

「指揮車より、指揮車より。ぜんたーい、すすめっ」

《中隊長より全車、行くぞ野や郎ろうども我らが国防長官閣下のご命令だ死ぬ気で進めぇっ!!》

《小隊了りよう解かいセリアちゃん萌もえぇっ!!》

《ミミ萌えぇっ!!》

《しっぽ萌えぇっ!!》

《チハたん萌えぇっ!!》

《国防長官ばんざぁああああああいっ!!》

《《《うおおおおおおおおおおおおおおぉぅぅ──!!》》》

「「「えっと……」」」

　マヒロたちが何か言う暇ひまもなく、戦車隊はガラガラゴロゴロ、エンジンを響かせながら行ってしまった。

「……すごい威い力りよくですね。その……アクセサリー」

　とマヒロ。セリアーナはにっこり。

「そうなんですー」

「「え？　ちょっと王子様、どう見てもあのしっぽと耳って……」」

　エミットとシーナが訝いぶかりかけたそのとき。

「そ、う、な、ん、で、すー……ねっ☆」
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　指揮棒を振ふったセリアーナが、ウインクぱちり。

　普ふ段だんの仏ぶつ頂ちよう面づらでジェスが言った。

「ったく、アホかてめえら。アクセサリーじゃなきゃなんだってんだ」

　我に返ったようなエミットが瞬まばたきする。

「あ、あら？　そうよね。それはそうよ我が勇者。当たり前じゃない」

　シーナも首しゆ肯こう。

「そうよ、そんなわかりきったこと威い張ばられても困るわよ、ジェスってば」

　エーデルワイスがポツリ。

「……ともかく、あまり悠ゆう長ちようにお話しされている場合ではないのでは」

　ああ、そうだった……と一同は思い出す。

「お気き遣づかい、感謝するんですー」

「いえ。お構いなく」

　エーデルワイスとセリアーナのやり取りがどういう意味かはわからなかったし興味も無かったが、ともかく悠ゆう々ゆうと手を振るセリアーナと別れた。

「……あの、王子」

「なに？　パリエル」

「その……国防長官と会ったあとって、妙みように疲つかれませんか？」

「ああ、やっぱり君もそう思う？　気のせいだと思うけど」

「ええ、私も気のせいにしか思えないんですけど」

　そんなことを話し首をひねりながら、駅のある近きん隣りんの町へと急いだ。




　　　　◆




「これは」

　一足遅おくれてレッドフラックのキャンプを後にしたランデルディーは、変わり果てた森の様子に言葉を失った。

　何もかもが枯かれ果てたわけではない。むしろ、この地に足を踏ふみ入れたときには、不自然なまでの森の豊かさにこそ違い和わ感かんを覚えたものだったが……今は、その地力を感じない。大地の息吹いぶきが感じられない。言うなれば、手入れもされぬ瘦やせた土地そのもの。あるいはこの森は、そうして本来の姿を取り戻もどしたと言っても良いのかも知れないが。

（遺い跡せきへ行っていただけのこの短時間に、何が）

　片かた膝ひざをつき、乾かわいた地面を撫なでるうちにもう一つ気付く。瘴しよう気きが濃こくなっているのだ。いや、これも言うなれば、その他の場所と同程度に戻ったと言うべき濃のう度どであるが。祭さい壇だんへ向かうにつれ感じていた、一いつ切さいの魔ま物ものを予感させぬ清せい浄じような気配。そして遺跡のエネルギーが失われるにつれ感じた、その澄すみ切った気配の喪そう失しつ。

　では一体、この地から何が失われたのか。

「……やはり……そうなのか」

　先日までの聖魔杯はいを求める旅路の最さ中なか、こんな話を聞いたことがあった。

　かつて聖魔杯を守護していた円えん卓たくと呼ばれる賢けん者じやたちは、旧文明が崩ほう壊かいし、人類が絶ぜつ滅めつの危機に瀕ひんしたそのとき、聖魔杯のチカラをいくつかの紋もん章しようへと分散し、各地に奉じたのだという。

　完かん膚ぷなきまでに打ちのめされた人類が、再び自ら立ち上がるそのときまでの、安息の地として。荒あれ果てた大地にチカラを与あたえ、汚お染せんされた水を浄じよう化かし、淀よどむ瘴気を払はらう結界として、人知れず人の住まう領域を維い持じし続けてきたのだと。そしてその結界が無かったからこそ、西域は未いまだ瘴気に満ちる魔の領域なのだと。

　なるほど、人類はすでに充じゆう分ぶんな力を取り戻した。今は辺境だが、この地にも人の勢力はある。木々が力を失ったとはいえ、もう魔界の植物に変性し、毒水の流れるようなことはあるまい。

（だが……）

　良いのだろうか。

　もし言い伝えが事実であれば、今の今まで、人類はその強大な結界の上にこそ繁はん栄えいを約束されていたことになる。そうして力を取り戻したとはいえ……しかし人類は、未だ一つに結束できているわけではない。魔王とその軍勢が滅ほろびたわけでもない。言わば円卓が人類に託たくした夢は、道半ば。そんな中では、紋章を易やす々やすと祭壇から抜ぬき取ることは、今はまだ危険なのではないのか。

　戦いくさを未然に防ぐため。この大陸の騒そう乱らんを防がんがため。あのときジェスたちはそう言った。

　だが……もしも紋章の力が元通りに聖魔杯という形に結実したとして、それは人の領域全土に及およぶものなのだろうか。ともすれば、国家と国家が争いこそすれ、人類全体を考えた場合には……。

「……む」

　地じ響ひびきのような音に、思考を中断したランデルディーは顔を上げた。数十台の戦車が、今しがたランデルディーの歩いてきた廃はい城じようの方へと走り去っていく。ただの冒ぼう険けん者と思われたか、何も言われはしなかったが……最後に連なっていた、女め狐ぎつねの乗る車両が停とまった。

「あなたがランデルディー？」

「……そうだ。私を知っているのか」

「少しだけ。何を見ていたんですか？」

「この瘦やせた森を」

　言われた若い女狐は、ぐるりを見み渡わたす。それから小さく微笑ほほえんだ。

「……いいえ、安心してください。これは本来あるべき姿に戻っただけなんです」

　ランデルディーは小さく目を見張り、知らず剣けんの柄つかに手をかけていた。

「妖よう怪かい……か。長く生きると聞くが」

「失礼な人です……ねっ☆」

　常人であれば、すぅっと流し込まれるようなそれ。鉄てつ壁ぺきをしたランデルディーの精神力は跳はね返す。そう、あたかも戦せん車しや砲ほうを鋼板で受けたかのような衝しよう撃げきを意識に覚え、頭をぐらつかせ、足元を揺ゆるがせる。

「っ……！　何を……!?」

「……あら。あなたも大だい丈じよう夫ぶな人ですか？」

　車両のドライバーも、助手席の護衛も、まるでそのやり取りが聞こえていない様子。なぜそこに停まっているかさえ気にしていない様子。各地を旅したランデルディーでさえ、見たこともないレベルの妖術だった。

「妖怪でなければ、一体……」

　すると彼女は誇ほこらしげにややも胸を張り、小さく笑った。

「大、妖、怪。です」

「む……」

　要はバケモノ呼ばわりされたのが気に入らなかったのではなく、過小評価されたのが気に障さわったと？

「それは悪かった」

「いいえ。わかってもらえればそれでいいんですー」

　ゆらゆらと妖あやしく揺れる金色の尾お。

「……一つ聞きたいのだが」

「はい？」

「紋章とは、遺い跡せきより持ち去っても良いものなのだろうか」

「それはあなたにとって？　私にとって？」

「む」

　意外な返答に、ランデルディーは目を瞬しばたたかせた。

「あの王子にとって？　この大陸にとって？　行く先の未来にとって？」

「……」

　なるほど。

「紋章が人の子のためにあるのなら、それをどうするかも人の子の勝手。王子も人の子。あなたも人の子。連合も人の子。帝てい国こくも、所しよ詮せんは人の子の集まり……、ね？　ならばあなたの正義はどこに？」

　そうか。その通りだ。

「……私の正義は、私の胸に。私の力は、人々の平和を守るため。一いち握あくの米、一斤きんのパンのために汗あせ水みずを流す、か弱くも真に正しき人々のため」

「はい。ならばあなたは、あなたの正義のために。私が口を挟はさむ余地はないんです」

　微笑む彼女に、迷いを吹ふっ切ったランデルディーは頷うなずいた。

「ありがとう、大妖怪」

「いいえ。ちなみに私は金きん毛もう九きゆう尾び。名はセリアーナといいます」

　そう言って、彼女は揺らめかせる一ひと房ふさを、扇おうぎを広げるように八つのそれに分けて見せた。九尾と言うには九本目が見当たらなかったが、晴れ渡わたるランデルディーの心は、それを気にはしなかった。

「世話になった、セリアーナ。私は行かねば」

「はい。気を付けて」

　それ以上はかける言葉も無く。行軍する妖怪は山の城へ。追う勇者は麓ふもとの駅へと駆かけて行く。
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　大統領府、西せい翼よく。副大統領執しつ務む室。

「どうぞ」

　ノックに応こたえたシャックスの声。足早に入室したのは、瘦やせぎすの背広姿に、野や暮ぼったいスチールフレームの眼鏡めがねをした、どこにでもいる服装。しかしどこか一いつ般ぱん人じんとは雰ふん囲い気きを異ことにする男。ＣＩＣの長官であった。

「やりました、副大統領。ノーテスカに向かった局員らによれば、大統領、マヒロ王子とも無事保護したと」

「そうか」

　表情も変えず一枚の報告書を受け取ったシャックスが、文字列の上から下までを眺ながめ渡す。

「………早かったな」

「先だってのヴェロニカではカトレア少しよう佐さの不ふ手て際ぎわ、今回は白鴉の裏切りもありましたが……管理局選せん抜ばつの面めん目もく躍やく如じよといったところでしょう」

　二度の失敗。いや、身内からの裏切りとなれば、今回はスキャンダルでは済まされぬような不ふ祥しよう事じ。総責任者である長官は覚かく悟ごを決めた様相の反面、心残りを払ふつ拭しよくしたように言う。

「あとは、大統領に無事官かん邸ていまでお帰りいただければ……私はいつでも現職を辞任し、処しよ罰ばつを受ける覚悟です」

　だが最後の一文まで読み終えたシャックスはそれには答えず、報告書を無言のまま灰皿に破り捨て、火を点つけた。

「副大統領……？」

「君が辞任する必要はない。今まで通りの職務を遂すい行こうしてくれればそれでいい」

「しかし……いえ、私のことはともかく、まずは議会に報告を。すでに71条が審しん議ぎにかけられているのでしょう？　明日には採決と聞いています。大統領の無事が確かく認にんされた以上……」

「だからだよ。わからないのか、長官？」




　共和国（憲）法第71条

　非常事態宣言発令下、共和国大統領が死亡、もしくは何らかの理由により意思決定を下すことが著いちじるしく困難と統合議会に認められた場合、統合議会は参加議員の半数以上の賛成を以もつて副大統領を大統領として信任す。




　ぞっと総毛立ったように、ＣＩＣ長官は息を吞のみ、唇くちびるをわななかせた。総責任者であるからこそ知っていたのだ。カトレアが納なつ得とくを見せなかったように、彼もまた、白鴉が革命家に協力するような男ではないことを。

「っ……、副大統領！　まさか、まさかあなたはっ……！　いや、あなたがっ……!?」

　だとすればこれは全国土を、いや、国こく賓ひんである連合盟主の子息までをも巻き込んだ、史上最大規模の狂きよう言げん誘ゆう拐かい。

「……白鴉を罪に問うことはない。よって君の立場にも、今回のことはなんら影えい響きようを及およぼすことはない」

「しかし!!」

「君とてＯＢであるアンディに、弱みを握にぎられているクチだろう」

「っ……、そ……それはっ……」

「そうとも、多くの現職議員がそうであるようにだ。アンディに失敗があったとすれば、ただ一つ。あいつはあまりに多くの弱みを握りすぎた。みんな、そろそろうんざりしているんだよ。国民も、その代表である議員たちも……そして、君も」

　中央情報管理局。共和国の目。その長官にまで成った男だ。政治に限らず、ありとあらゆる裏を見てきた男だ。

「しかし……、よろしいのですか……？」

「一人の王が君臨し続けるような政治であれば、民主主義である必要はない。明日の採決で、私は満場一いつ致ちの賛成票を得るだろう。それが民主主義だからだ。そして、それで終わりだ」

「……ですが、万が一」

「全すべての責任は私が取る。というより、その矛ほこ先さきが私以外のどこへ向かうはずもない」

　副大統領が、大統領の座欲しさに企くわだてた。

　それ以外に何があるというのか。

　これよりわかり易やすくスキャンダラスな見出しを、マスコミは思いつくはずがない。ならば万一このことが外部に漏ろう洩えいしたところで、責任の追つい及きゆうもまた、それ以外のどこに行くはずもない。

　一秒が何分にも感じられるような、長い長い沈ちん黙もくが、二人の男の間に続く。

　やり取りの間、一いつ切さいの表情を変えぬシャックスに対し、先に動いたのは長官だった。緊きん張ちように耐たえかねたように、襟えり元もとのネクタイを緩ゆるめる。冷や汗あせか、脂あぶら汗あせか、滑すべり落ちそうな眼鏡を押し上げ、そして深く静かな一息をする。

「……もう一度だけ、伺うかがいます。副大統領。本当に、よろしいのですね？」

　シャックスは机き上じように肘ひじをついたまま指を組む。唇の端はしをわずかに吊つり上げる。犯罪組織の親玉が殺し文句を言うような、だがそれを遥はるかに上回る迫はく力りよくをして続ける。

「報告は届かなかった。それは何者かに妨ぼう害がいされ、その何者かによる誤報だけがここに届いた。だから私はそれを破は棄きした。当初見けん当とうされた白鴉の関かん与よは、彼とよく似た能力を持つ何者かの犯行を、カトレア少佐が誤認したに過ぎなかった。質問は？」

「……いえ」

「議会は大統領の身み柄がらよりも、社会秩ちつ序じよの可か及きゆう的てき速すみやかな回復を優先した。間もなく国防長官がゲリラキャンプを急きゆう襲しゆうするだろう。指揮系統が破は壊かいされ次し第だい、軍、警察とも事態の沈ちん静せい化へ向けて動き出す。ＣＩＣにはレッドフラックが何らかの凶きよう行こうに及ぶより早く、人ひと質じちを救出してくれることを期待する。以上だ」

「はっ」

　長官はすでに汗の引いた涼すずしげな表情で、何事も無かったかのように敬礼。そして退室していった。

「……」

　シャックスはデスクより煙草たばこを取り出すと、震ふるえる指で火を点け、深々と紫し煙えんを吐はき出した。燃え尽つき、くすぶる報告書が、否いやが応にも目に飛び込んでくる。




　　　　◆




　翌日、政府はついに攻こう勢せいへと転じていた。正義心からレッドフラックに協力していた者たちも、いざ警官隊から刑けい法ほうを適用されると聞けば我が身が可愛かわいい。ストライキを決行していた機関とて、関係各省より営業停止や取り潰つぶしをほのめかされれば、待たい遇ぐう改善も組合もあったものではない。時は非常事態宣言発令下、議会の決定一つで、超ちよう法規的措そ置ちは容易に適用され得うるのだ。

　それでも聞かぬ場所に対してはいよいよ軍を全面展開し、圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんをして戦力差をわからせる。戦せん闘とうにまで及ばずとも、ゲリラほどの覚かく悟ごを持たずに協力者面づらをしていた活動家らは皆みなが皆、レッドフラックの不利を知って、手の平を返すように被ひ害がい者しやを装よそおい始める。戦って法で裁かれるより、口で言う方が簡単で、罰ばつせられず、それもまた正義だと信じられる。結局は彼らも、共和国というくくりに生きる国民なのだ。

　そうして正午を前にした中央の主要各都市においては、すでに大部分がその機能を取り戻もどしつつあった。

　結局ランデルディーは間に合わなかったが、ノーテスカで新たに調達された列車は、そんな中を首都へ向けて東へと、一昼夜を過ぎてなおひた走っていた。

「これは……いったい、どういうことだ……？」

　客車にてラジオを聞いていた大統領が呟つぶやく。

　大統領はすでに救助された。だがラジオでは、今まさに緊きん急きゆう議会が開かれ、第71条について最後の討論が交かわされようとしているというのだ。

　動力車側からカトレアが戻ってきたのはそのときだった。

「カトレア少しよう佐さ、君は確かに昨日、ＣＩＣに報告したと言ったな!?」

「……はい、それは間ま違ちがいありません。大統領府の方へ長官コードにて直接報告を上げましたが」

「そうか。いや、そうだな。君たちから何の連れん絡らくもなければ、向こうからのコンタクトがあるはずだ……では……」

　大統領が俯うつむいたその一いつ瞬しゆんに見せた、カトレアのやるせない表情をマヒロは見み逃のがさなかった。

「カトレアさん」

「……なにか？　殿でん下か」

「いや、その報告を上げて、向こうはなんて言ってきたのかなー、って」

「何をも何も、万ばん全ぜんの注意を払はらってお連れしろと言われただけですわ」

「増ぞう援えんをよこすとか、せめて簡易転送陣じんをどこかに用意しておくとかいうことはなかったんですか？」

「いいえ。せっかくご無事でしたものを、むざむざ転送事故のリスクを負う必要がありまして？　それに救出に成功したとはいえ、官かん邸ていにお連れするまではまだ、絶対の安全が保証されたわけではありません。議会に知らされていないのは、レッドフラックを無用に挑ちよう発はつすべきではないとの判断からでは？」

　なるほど。むやみやたらに無事を喜んだのでは、そうと知って帰き還かん途と中ちゆうの今を狙ねらってくるゲリラもいるだろう。

　だが……。

「それにしたって国防長官自らが本ほん拠きよ地ちを急襲したんだから、もうゲリラの指揮系統なんてガタガタのはずだ。でなければ僕たちが助かっている時点で、あんなところを陥おとす意味はほとんどないし……あの戦車部隊はそもそも、大統領を護衛するために使うべきだったんじゃないか？　本当に、より確実に護送すべきなら」

「戦車では、首都まであまりに時間がかかりすぎますわね」

「あまりに時間がかかって怪あやしまれると？」

「……誰だれにです？」

「もういい、やめてくれないか」

　言ったのは大統領だった。

「王子も、少佐も、等しく私を救ってくれた恩人だ。その二人が言い争う姿を私は見たくないのだよ」

　マヒロは食い下がった。

「ですが……あなたは恐おそらく、はめられたんです。この状じよう況きようを利用されているんです」

「さあ。何をおっしゃりたいのかが、よくわからないのですが。殿下」

　マヒロはそんなカトレアへ向き直る。

「共和国法第71条。莫ばく大だいな権力が移動する」

「まさか権力を欲ほつした副大統領の企くわだてだとでも？」

「それはわからない。けど民主主義であるこの国において、権力は無限に形を変える最大の武器だ。副大統領が大統領となることで何かを得る誰かかも知れないし、大統領が失しつ脚きやくすることで何かを得る誰かかも知れない。ただ……ノーテスカを離はなれて中央部に戻ってきた今なお、僕たちだけが安あん穏のんと列車旅行を続けているのはおかしい気がする」

「ですがこれは、要人移送用の専用特急ですわ。下手な車列を組むよりよほど安全、かつスピーディーな」

「鉄道がストライキされている最さ中なかに、よくそんなものが都合よく辺境に用意されていたものだ」

「国防長官が御ご用よう車しやとして用いられたので」

　そんな簡単に出せる列車があるなら、なぜ一言エーデルワイスたちに教えてくれなかった。何より、さっき見た彼女の表情は噓うそじゃなかった気がする。

「カトレアさん。あなたは、ここにいる大統領は相応ふさわしくないと思いますか？　あなたが救い出した大統領でしょう？」

「っ……」

　ようやく、その仮面を剝はがす。そして剝がれてしまったことを、彼女自身も気付いたのだろう。彼女は工作員であり、役者ではなかった。舌打ちがてら横を向いた彼女は、憎にく々にくしげに真情を吐と露ろした。

「……ああ気に入らんさ。私だって命いのち懸がけで大統領をお救いしたつもりだ。それが上からのただ一言でフイにされる」

「だったら……」

　言おうとして、マヒロは彼女の視線に射すくめられた。

「だがそんなことは、この仕事に就ついていれば日常茶さ飯はん事じだ。所しよ詮せん私もただのスパイだ。ただの道具だ。貴様ら王族のように気ままに振ふる舞まうことは許されんし、勇者どものように組織を外れて生きることも許されん」

「少しよう佐さ……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで大統領が呟つぶやく。自らがかつて辿たどった道だからか。

「……どういう状況かは、わかるのかね？」

「いえ……残念ながら。ただ、可能な限り時間を稼かせげと。私も聞き返しはしたのですが、いま私が述べたことが返答としてあっただけです」

　マヒロは立ち上がった。

「だったら、とりあえず速度を上げるように言いましょう」

　たびたびバイクに乗るマヒロの速度感からすれば、五十キロか六十キロか。視点の高さがあるから、運行速度はなお緩ゆるやかに思える。

「どうせ、今のペースでは間に合わないのでしょう」

「そうはゆかぬ」

　動力車へと向かうドアの前に、霧きりが渦うず巻まく。人の姿を形作るように集まり、瞬またたく間まに白鴉の姿を現した。驚おどろき退くマヒロと大統領を背に、カトレアが瞬しゆん時じにピストルを抜ぬく。

「白鴉ッ!!」

　だが白鴉の棍こんは、その得え物ものを容よう赦しやなく打ち、叩たたき落とす。

「くっ……！」

「お前では俺に敵かなわん。俺もお前も、実働隊長というだけでまったく難なん儀ぎな任務よな」

　　　　[image: ]

　大統領が絶句する。

　俺もお前も。

　つまり彼はまだ、管理局選せん抜ばつの地位を捨ててなどいない。マヒロはその茫ぼう然ぜん自失となる大統領の袖そでを引き、さらに後方へ下がらせつつ言った。

「これが真相です、大統領！　彼も最初からそのつもりだった！　ひょっとしたらイスルギたちの理想すら、この非常事態宣言を引き起こすためのダシでしかなかった！　そして初めから政府を裏切ってなどいない彼が、あなたをさらい出した!!　パリエル!!」

　後ろの客車へのドアまで辿りついた頃ころ、待機していたパリエルたちが騒さわぎを聞きつけ、それを蹴け破やぶるように現れる。

　だが、そうした壁かべを押し退のけようとしてまで大統領は叫さけんだ。

「馬ば鹿かな！　馬鹿な！　誰だれが！　一体誰の差し金だ、白鴉！　私も政治の世界に生きてきた人間だ、清せい廉れん潔けつ白ぱくとは言うまい！　多くの恨うらみも買っているだろう！　だが……全国民を巻き込み、暴動に多くの死傷者を出してまで、一体誰が！」

「……やれやれ、まったく難儀よな」

　さも下らなそうにくっくと笑い、白鴉は続けた。

「誰の企くわだてか……それは俺の知ったことではない。だが、俺個人にも恨みはある。誤解のないように言えば……イエスマン大統領。お前個人ではなく、この〝国〟にな」

「なに……？」

　白鴉の視線が、大統領よりマヒロたちを見み渡わたす。

「そこに揃そろった外国人どもも、よく聞くといい。この国の人じん魔ま平等など、割と上うわ辺べだけの話でな。ごくごく普ふ通つうの魔人であれば良いが……それこそ人間の魔法使いと遜そん色しよくない程度の魔人であれば良いが、あまりに強い力を持つような者はバケモノとして隔かく離りされる。生まれたときから犯罪者予備軍か、はたまた災害指定として扱あつかわれ、そういう施し設せつに送られるわけだ」

　大統領は否定した。

「違ちがう、それは能力の暴走を防ぎ、誤った使い方をしないよう訓練を……！」

「そう。訓練のみ施ほどこし、ろくすっぽ学識は与あたえず、とどのつまり兵器としての従属を強しいられるわけよな。別にお前が始めた政策ではないが、俺にはどうにもこれが気に入らん。安全と平和の題目が付けば、いかなることも善人ぶって行うこの国の空気が気に入らん。『力ある魔人はその力を弱き人間のために、人間はそうした魔人に敬意を』。これが初代聖魔王の残した言葉、スズラン条約の根幹であるはずなのに……我らは結局バケモノ扱いよな」

　自じ嘲ちよう気味に目を細める白鴉へ、大統領が問う。

「では君も……」

「能力が能力なので、俺は物心ついた頃に施設を脱だつしたがな。だが居場所もないのでシベリアからオオヤシマへ逃にげ……巡めぐり巡って結局はこんなことをしているが。そういったわけで、平等ではあるまい。力のあるなしではなくな。民主主義は、大いに良い。だが数をして少数の尊厳を奪うばうことが民主主義ではあるまい」

　白鴉は棍をくるりと回し、大統領の方へ向けた。指をさすように。

「それとも達観した政治屋は国民の安全のため、仕方ないと目を伏ふせるか？　ならばその安全とはかけ離はなれた軍隊としての仕事を強いられる我らは何だ。一個の人格を持ちながら、国民として扱われぬ我らは何だ？」

「その軍隊のいらない国を目指したんじゃないか、大統領は」

　マヒロは言ったが、白鴉はかぶりを振ふる。

「剣けんをペンに持ち替かえ……イエスマン大統領得意の演説。確かに良い言葉だ。だがそんな長期的な話はどうでもいいのだ、俺は。今回の任務、成功すれば施設は解体すると約束された。俺にとっては、今はその目先で充じゆう分ぶんというだけの話」

　話を終えるが、白鴉には自ら動こうという気配はない。動力車への通路を塞ふさいだまま、その場を動こうとしない。その男の目的が暗殺や何かではないと知ると、パリエルがマヒロに尋たずねた。

「……どういう状じよう況きようなんですか？」

「どうやら今回の暴動も、拉ら致ちも、仕組まれたものだったらしい。今のままだと、大統領が失しつ脚きやくさせられる。列車の速度を上げさせたいけど、あいつが邪じや魔まをしている」

「どかせばいいんですね……！」

「お待ちなさい」

　嬉き々きとして駆かけ出そうとしたパリエルを、エーデルワイスが引き止めた。

「何を勘かん違ちがいしているのです。あなたの任務は殿でん下かをお守りすること。敵意を見せぬ相手に挑いどむ必要はありません」

「それは……でも……」

　とマヒロを見やるパリエル。

　そこでマヒロも困ってしまった。大統領を71条の採決までに議会に送り届けたい。だがそれは、マヒロが個人的にこの大統領に大統領であって欲しいと思っているに過ぎないのだ。

　何者がこれを企てたのか、その者の真意は何か、シャックス・グレムナムが大統領となった場合に、グレムナム政権は中原にとって現イエスマン政権と比べメリットかデメリットか。今からでは何も測れないのだ。判断材料がない。パリエルたちに無茶をさせてまで突とつ破ぱするだけの価値の有う無む。それが見み出いだせない。

　マヒロは運転しているカトレアの仲間への連れん絡らくも考えたが、カトレアが最前までそうであったように、上からの命令を優先しないとも限らない。こちらの意志に頷うなずけば、白鴉が危害を加えに行くかも知れない。

　痺しびれを切らしたシーナが踏ふみ出す。

「何を迷っているのよ！　本当に今回のことが全すべて仕組まれたことなら、許されるはずがないわ！　陰いん謀ぼうを断固阻そ止しして、全て暴あばき出して公表するべきよ！」

　要人専用車両は、テーブル、ソファ、キャビネットと並ぶだけで空間は広い。戦うに不足はない。

　抜ぬき放った切っ先を、シーナはまっすぐに突つき出す。

「シルフ!!」

　固体のように固められた突とつ風ぷうが白鴉に叩たたきつけられる。

「ぬう！」

　あろうことか、白鴉は後退を余よ儀ぎなくされながらもそれを受けた。ファンのように高速回転させた棍こんをして、シーナの魔法を散らしているのだ。

「そんなっ!?」

　自己の魔法の威い力りよくを知るシーナが、誰だれよりも驚おどろく。それは宮きゆう廷てい魔導士クラスが本気でシールドを展開すれば、そういうこともあるだろう。だが、相手が行っているのは純じゆん粋すいに棍のさばきなのだ。そして魔法の効力が切れようとした一いつ瞬しゆん。

「喝かぁっ!!」

　シーナからの風を切り裂さくように、白鴉が棍を一ひと突つき。お返しとばかりの衝しよう撃げき波はを受けたシーナが、マヒロたちの目の前まで転がってきた。くらくらする頭を振りながらシーナが起き上がる。

「……無茶、苦茶……だわっ！」

　言われなくてもわかる。

　マヒロは言った。

「シーナさん、シーナさん、無茶することはありません！　というか無茶したら列車そのものがなくなりそうで怖こわいのですが！」

「くっ……」

　それだけの格の違いを見せつけながら、涼すずしい眼めをしている白鴉が悔くやしいのだろう。シーナが唇くちびるを嚙かむ。そこでふと思いついたようにエミット。

「でも……だったらどうして通せんぼしているだけなのかしら？　エンジン壊こわしちゃうとか、他ほかにもいろいろありそうだけど」

　筒つつ抜ぬけのシスターの質問に、白鴉本人が答えた。

「指揮系統が失われた今のレッドフラックに、そこまでの行動力はない。ならばこの列車の行く手を阻はばむ者などいるはずもない」

「あなたがいるじゃないのっ!!」

　シーナの声を、彼は笑って聞き流した。

「俺は表向きには存在していないのでな。いや、だが、さて。それともお前たちが壊したことにするのも良いか。聞けば中原諸国は、共和国のイエスマン政権が鬱うつ陶とうしいということだったな」

「待て待て待て……！　それなし！　ノーカン！」

　マヒロは思わず手を振って否定した。

　なんてやつだ。この土ど壇たん場ばで昨日の言葉を逆手に取ってきた。だが確かにこっちは、そんな凶きよう行こうに足るだけの頭数が揃そろってしまっている。

「そんなの誰も信じるわけないでしょ!!」

　また悪者扱あつかいされると知ったパリエルが、いよいよ声を張り上げた。

（たぶん、そうでもない……）

　マヒロは黙もつ考こうした。情報のエキスパートの彼が言うのだから、相当と読んでいいだろう。白鴉の存在を政府が徹てつ底てい的に秘ひ匿とくすれば、他国の自分たちが何を言ったってうまくはあるまい。むしろマスコミあたりもそちらの方が面おも白しろいと、憶おく測そくだけで書き立てる可能性がある。あとは大勢が信じさえすれば、白いものも黒くなる。黒いものだっていくらでも白くできる。〝国民の空気〟だけが全て。それが民主主義だ。

　大統領が苦く渋じゆうの表情で述べた。

「ならば……これは紋もん章しようすら関係のない、この国の問題だ。君たちが危険を冒おかす必要はどこにもない、マヒロ王子」

「大統領……」

　マヒロは小さく息をついたそのとき。

「だから、私が道を切り開かねば……！」

　駆かけ出した大統領が、白鴉の棍に摑つかみかかった。

　奪うばい取ろうというのか、動きを封ふうじようというのか、だがあまりに無む謀ぼうだ。膂りよ力りよくの桁けたが違ちがいすぎる。そして案の定、一ひと振ふりに振り解ほどかれ、大統領は床ゆかに背を打つ。

　それを見て白鴉が言った。

「愚おろかに過ぎる」

　すぐに起き上がり、大統領が言う。

「だがいくら憎にくいとはいえ、まさか国家元首である私を殺したりはしないだろう、王子たちは」

「……なるほど、道理よな」

　白鴉と同時にマヒロも気付く。

　異国人たちは列車は破は壊かいするかも知れない。だが、大統領に危害を加えるいわれはない。ひとまず自身の命は保障されると大統領は踏ふんだのだ。白鴉は、大統領を殺せない。これを企くわだてた何者かが、71条採決に間に合わなかったことを自然に演出したいのであれば、陰いん謀ぼうの匂においを残したくないのであれば、なおのこと、傷を負わせることすら好ましくはない。

「ぬおおっ！」

　再び床を蹴けり、挑いどみかかる大統領。何度となく払はらわれ、倒たおされ、それでもまた立ち上がり、立ち向かう。その姿に胸打たれたシーナが再び駆け出す。

「義を見てせざるは、勇なきなり！」

　白鴉が棍を分ぶん割かつ。大統領に摑まれた部分を切り離はなすように、シーナの剣けんを受ける。最前とは打って変わった、明らかな不自由。劣れつ勢せい。

「そこまでだ！　抵てい抗こうをやめろ、白鴉！」

　拾い上げたピストルを至近距きよ離りに構え、カトレアが警告する。一秒待ち、その気配がないと悟さとるや発はつ砲ぽう。瞬しゆん間かん、爆ばく発はつするようにどっと霧きりが溢あふれ出す。密閉された車内は、一寸先も見えぬほどの白い闇やみに包まれる。

「動かれませんように」

　有う無むを言わさず手首を摑まれたマヒロは壁かべ際ぎわに、目と鼻の先にかばうようにエーデルワイスが立つ。レールの継つぎ目を越こえる鉄輪の音だけが聞こえる、不気味な静せい寂じやく。

　刹せつ那な、

「はぁっ!!」

　聞こえたのはパリエルの気合い。そして肉を貫つらぬく音、二つ。

　霧は見る見る一点に収束し、人の姿を白く取り戻もどす。

「……見事」

　苦鳴混じりの白鴉の声。急所は外れたが、パリエルの長ちよう剣けんがその腹を。バックハンドのジェスのナイフはその背を刺さし貫いていた。

「俺の気配を読みきるとはな。なるほど、これが中原随ずい一いちの剣士と、片目片かた腕うでをして西域より生せい還かんした勇者か」

「二度も同じ手を喰くらうか！　なめるな！」

　パリエルの気勢。ジェスが冷たく言い放つ。

「負けを認めろ」

　白鴉が喉のどを鳴らす。

「認めねばどうする。どちらの刃やいばも急所には遠いが」

「旧文明の遺い跡せきで拾ったセラミカスト・フォーミュラだ。魔人のアバラぐらい造作ねえ」

　躊躇ためらいなく抉えぐり、ジェスはその刃を心臓の方角へ向ける。常人であればそれだけで傷口に空気が入り、手て遅おくれになる。

　同時、刃を引き抜ぬいたパリエルが血ち塗ぬれたそれを白鴉の首筋に当てていた。

「一つ数える間に退ひけ！」

「その意気やよし。くっく、どさくさついでに紋章も……と思ったが、さすがに甘かったか」

　にやけるような視線の先。一いち撃げきで頭ず蓋がいを粉ふん砕さいする棍こんを眉み間けんに向けられたまま、ぞっとするほど冷たい表情をしたエーデルワイスが静かにたたずんでいる。

「あまり欲張りすぎないことです」

「心得よう」

　何かを振り払うように棍を動かし、再び霧に。隙すきを見て動力車へ向かおうとした大統領とシーナの前に、再度立ちはだかる。白い衣服にわずかに朱しゆが混じっているだけで、今や何ら堪こたえた様子もなし。棍さばきにも衰おとろえなし。

「なんて奴やつ……！　まるで不アン死デ身ツドじゃないの……！」

　そのときだった。

　車内の床ゆかに映る、踊おどる影かげ一つ。

　真っ先に気付いたのは白鴉。瞬しゆん時じに声から慢まん心しんが失うせる。

「……奴か」

　車窓を流れる家々の屋根の上、飛び石を渡わたるように駆かける蒼あおい姿。

　瞬間、一ひと際きわ大きな跳ちよう躍やく。危険を感じたカトレアとシーナが、大統領をかばってマヒロたちのいる後方へ飛び退のく。
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「ぉぉおおおおおおおっ──!!」

　地面に剣を突つき立てる姿勢のまま、列車の屋根を突き破ったランデルディーが、白鴉の眼前に降り立った。装そう甲こう列車級の堅けん牢ろうさを誇ほこる御ご用よう車しやの外板を、一撃に破ったのだ。

　そして静かに面おもてを上げた勇者が呟つぶやく。

「……また会ったな」

「認めよう。俺以上のバケモノよな」

　言葉と共に打ち合う、一いつ閃せんと一閃。鍔つば迫ぜり合いに押し込もうとするランデルディーを読み、棍を三節に分けた白鴉が自由な一いつ端たんを勇者の腹部に打ち込む。砲ほう弾だんのように重い一撃に、勇者の体は車両の中央部まで吹ふき飛ばされる。

「喝かぁっ!!」

　白鴉の追い討うち。一本に戻した棍による大上段。通常ならば引っかかるはずの天てん井じようを切り裂さき、迎むかえ撃うつはランデルディーの起き上がりざま、やはり床を切り裂くような直上への一閃。

　どちらかが音速を超えたか、はたまたどちらかの魔ま力りよくによる何かか。得物と得物がぶつかり合った瞬間、爆発するような衝しよう撃げき波はが発生し、車両の窓、防ぼう弾だんガラスが内側から爆散する。

　さりげなくその方向へシールドを張っていたエミットが、涙なみだ半分に叫さけぶ。

「なに!?　なに!?　これなんて怪かい獣じゆう大決戦!?」

　そうして啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん、うろたえるのは外野ばかりで、睨にらみ合う当事者同士は表情一つ変えていない。

「なるほど。派手ではあるが、それだけのようだな。蒼そう迅じんの」

「紋もん章しようは渡さん」

　言って、ランデルディーが剣けんを構え直す。白鴉が同じく棍を構え直す。

「俺の今の役目は、何者もここを通さぬことだ。紋章など二の次に過ぎん」

「む」

　と唸うなったランデルディー。

「いらないのか」

「できれば欲しいが、是ぜが非ひでもというわけではない。今しがた返り討ちに遭あい、無む駄だとわかったばかりでな」

　勇者の機き微びを読んだような白鴉の言葉。それでランデルディーは、あろうことか彼に背を向けてしまう。

　シーナが叫んだ。

「ちょ、ちょっと待ちなさいってば！　そいつをどうにかして列車のスピードを上げさせないと、大統領が……！」

　聞きもせず、ランデルディーの視線はまっすぐにマヒロを射い貫ぬいた。

「祭さい壇だんより抜き取られた紋章、返してもらう」
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「は……？」

　誰だれが言った言葉か。だがそれが誰にせよ、心境は皆みな同じだっただろう。

「ちょ、ちょっと待って汝なんじ、それって一体どういう理由で？」

「どうでもいいわよ、理由なんて！」

　エミットを遮さえぎって、シーナがランデルディーへ言う。

「いい、よく聞いて！　これは誰かの陰いん謀ぼうなのよ！　何者かが大統領を失しつ脚きやくさせようとしているの！　それを阻そ止しするためには、一刻も早く大統領を議会へ送り届けなければいけないのよ！」

「所しよ詮せん一国のことだ」

　険しい声で言うランデルディーに、シーナが反発する。

「所詮って……！　ひょっとしたら今回の誘ゆう拐かい事件も、暴動も、そのせいで傷ついた人々も……その誰かのせいかも知れないのよ！　そんなことをあなたは勇者として許せるの!?」

「だが、一国のことだ。私は……この人類全体の盛せい衰すいについて言っている」

　マヒロは思わず一歩進み出た。

「……それはどういう意味だ」

「言葉通りの意味だ。君たちは紋章が持ち出されたあとに瘦やせ衰おとろえた、あの森を見なかったのか」

　覚えがあるだけに、一同が押し黙だまる。その沈ちん黙もくを眺ながめ渡してランデルディーは続けた。

「聖せい魔ま杯はいより分かたれた紋章は、古来それらが奉ほうじられた一帯を人の住めるよう活性化すると共に、この大陸の東部全域を守護する結界として働いていた。いついかなるときも強大な魔物の絶たえぬ西域と、人の領域である東部との最大の違ちがいがそれだったのだ」

　皆が皆、顔を見合わせるが、皆が皆、言葉を持ち得ない。誰もその言葉の真相など知るはずもないからだ。

　マヒロだけが視線を逸そらさずに言った。

「……でも、数ヶ月経たった今でもヴェロニカの方からそんな物ぶつ騒そうな噂うわさは聞こえてこない」

「だが、あのノーテスカの一帯からは明らかに気配が失うせ、土は乾かわき森は瘦せた」

　シーナが言う。

「それでも、帝てい国こくとの戦争を回かい避ひするために必要なのよ！」

「その果てに大陸全土が邪じや悪あくに吞のまれ、人類が戦いくさと比べ物にならぬほどの危機に見み舞まわれるかも知れない」

「だったら暴動のせいで犠ぎ牲せいになった人たちはどうでもいいって言うの!?　戦争で命が失われることは止やむを得ないと言うの!?」

「人と人との争いならば言葉が通じる。争う以外の道があるはずだ。だが闇やみや邪悪が相手ではそうは行かない」

　パリエルがシーナへ加勢するよう声を上げる。

「その話し合いのためには必要なんだよ！　たとえ今だけでも！」

「しかし、私の考えが万一正しかったとしたら……何かが起こってからでは、手て遅おくれだ。人類が紋章の結界によって繁はん栄えいを約束されているのだとすれば、今はまだそのときではない」

　マヒロは小さく問いかける。

「……どういう意味だ？」

「もしその結界を解き、聖魔杯という強大な一つの力に結実させなければならないとすれば、それは……国などという細かな単位ではなく、全人類が一丸となって魔王軍を打破するときを措おいて他ほかにないのではないか」

「っ……」

　痛つう烈れつな言葉だった。祭壇で聞いたあの不思議な声とも相まって、マヒロの心を強く揺ゆさぶる。

「国と国、人と人とが争っている今はまだ、そのときではない……そう言っている」

　確かに。確かにそれが理想。ランデルディーの言葉は最上の理論であり、考え得うる最高の未来像だ。

　俯うつむきがちなマヒロに気付き、パリエルが言う。

「王子、あの人の言葉が正しいとは限りませんよ……！　それにシーナの言う通りです！　大勢のために少数が犠牲になっていいとか、そんなことあるはずがありません！」

　それはそうだ。だが少数のために大勢が死んでいいはずもない。それが人類という種の規模であればなおのこと。

　ああくそ、あれさえ聞かなければこんな話、根も葉もないと笑い飛ばせた。だが遺い跡せきで聞いた声は普ふ通つうではなかった。聖魔杯か、紋もん章しようか、そうした何か秘ひめられた核かく心しんを知る者の声だった。

「……何を迷う必要がある、マヒロ王子」

　大統領の言葉に、マヒロは顔を上げた。

「君でなければ、誰かが手にする。イスルギにそう言ったのは君ではないかね。いくら強力でも、封ふう印いんも遺跡も誰かが作ったものだ。そして形あるものはいつか壊こわれる。その存在を知られた時点で、暴あばかれる運命なんだよ。恐おそらくは、もう後あと戻もどりのところにいるんじゃないかね、我々は……そう、我々人類は」

　そんな心配をしている場合じゃないだろうに、勇気付けるような言葉だった。

　ランデルディーが小さく吐と息いきする。

「あの森を見ても、言葉だけではわかってくれないのか」

「わからなけりゃどうする」

　ジェスの声に、ランデルディーが双そう眸ぼうを細める。

「君もわからないのか」

「結界か何か知らねえが、オレはその聖魔杯の力で魔王を殺すためにこいつと旅をしている。それ以外の何も、端はなから知ったことじゃねえ」

「……よくわかった」

　ランデルディーが盾たてを前に、剣けんを構える。

　エミットがいつにない声でランデルディーに警告した。

「待ちなさい。汝なんじ、勇者同士の私し闘とうはご法はつ度とよ。勇者の称しよう号ごうの剝はく奪だつだけじゃ済まないわよ」

「勝手に与あたえられた勇者の称号になど何の未練もない。私は、正義を貫つらぬくことだけが勇気だと知っている。その勇気さえ持っていれば、人は誰だれしも勇者であると知っている。誰かに保証された肩かた書がきなど、元より望むべくもない。次期教皇の継けい承しよう権を争っているだけの、欲にまみれた教団になど何の負い目もない」

　小さく俯いたエミットが眉まゆ根ねを寄せ、冷たい瞳ひとみで唇くちびるを嚙かむ。

「……そう。汝、異い端たん者だわ」

「私が勇者であることを、私自身が納なつ得とくしたいだけだ。そして私の正義は、この私の胸だけにある！」

　ランデルディーが駆かける。

「受けるな、流せ！」

　ジェスの言葉に従い、パリエルは真上からの太た刀ち筋すじへ、真横から思い切り叩たたき付ける。方向を逸そらされたランデルディーの剣は、車両の外板を易やす々やすと切り裂さく。

「私の剣に合わせるか。強い」

　引き抜ぬきざまに振ふり上げる軌き道どうを、パリエルはさらに弾はじく。

「なんて重さっ……！」

　パリエルが呟つぶやいたときには、ジェスが叩き付けるようにナイフを振り下ろしていた。ランデルディーが手首を返す動作だけで剣の根元で防ぐ。片やからのシーナの斬ざん撃げきを、盾で防ぐ。両手が塞ふさがった一いつ瞬しゆんをさらにパリエルが攻せめる。

　そこにランデルディーは避さけるでもなく、逆に頭ず突つきで合わせてきた。

　馬ば鹿か、と内心に叫さけびながら、それでもパリエルは長ちよう剣けんを引ききった。金属の削けずれるひどい音が響ひびき渡わたる。兜かぶとがではない。パリエルの剣が一息に刃はこぼれを起こしたのだ。

「そんなっ!?」

　ふ、と小さく気合いするランデルディー。自身の盾と剣を引き寄せ、パリエルの剣にシーナのそれとジェスのナイフとを鼎かなえにし、その中央に痛烈な一いち撃げきを叩き込む。三人が三人とも、それぞれの方向に弾き飛ばされる。

「なん、て……！」

「強……いっ……！」

　高所から地面に叩きつけられたような衝しよう撃げきに、パリエルとシーナは呻うめくが、立ち上がれない。一人、予測して受身を取り、ダメージを半減していたジェスが言う。

「相変わらずふざけた野や郎ろうだ……」

「頭部への一撃が君のセラミカストだったら、私の冒ぼう険けんが終わっていたかも知れないが」

「そんときに終わったのはてめえの人生だ。アホか」

「む。とにかく、君たちと争いたいわけではない。紋章を返してもらえればそれで充じゆう分ぶんだ。……王子は後ろの車両へ逃にげたか」

　いつの間にか姿を消した王子の行方ゆくえに、当たりを付けたランデルディー。だが前へのドアを白鴉がそうするように、後ろへのドアの前にはエーデルワイスが立ち塞がっている。

「そこをどいてもらう」

「力ちから尽ずくでどうぞ」

　そう述べる怜れい悧りなメイドの左右に、ジェスとエミット。

　突とつ如じよ、何かに気付いたようなランデルディーが自身の全周に剣を振るった。そして微び動どうだにしたようにも見えぬエーデルワイスを睨ねめ付ける。

「……王族の供ともなれば、メイドまでが只ただ者ものではないというのか」

「なるほど。バケモノじみてございますね」

　明らかにエーデルワイスが何かを施ほどこし、ランデルディーがそれを全すべて防いだ。だが当人たち以外にそれが何だったのかは見当も付かない。

「……力尽くか。いいだろう」

　引く気がないと知ったランデルディーが、再び攻めの構えを取る。

「下がってろ。オレが相手をする」

　シーナとパリエルがようやく立ち上がろうかというところ。不安げにエミットが言う。

「でも我が勇者、一人じゃ……」

「あの馬鹿は馬力はあるが、レイナーみてえにキレがあるわけじゃねえ。ハセベサヤカみてえな技わざがあるわけでもねえ」

　重心を低く、得物を逆手に構えたまま。

「言っちゃ何だが、オレの師し匠しようよりはよっぽどまっとうだ」

「……一度手合わせ願いたいものだな。その師匠と」

「だったら今すぐ探しに行きやがれ」

「紋もん章しようを祭さい壇だんに返してから探すことにしよう……行くぞ！」

　それぞれの気き迫はくが臨界点に達したそのとき。




「待ちたまえ！　その勝負、この私が預かろう!!」




　ドドドドドドドドドドドドド──。




　そのただならぬ声は、エーデルワイスが背にしたドアの向こうから聞こえてきた。

「殿でん下か、お下がりくだ」

　振り返ったエーデルワイスが、本当に本当に珍めずらしく言葉を途と切ぎらせる。

　そして極ごつ寒かんを通り越こした絶対零れい度どのような視線、声こわ音ねで言った。

「……何者です」

「私こそ、そのマヒロ王子から事態の収拾を委い託たくされた自由の騎き士し！　またの名を！」

　バッ！　ババッ！　バッ！

「ゼンラーマン!!」




　その者、一いつ切さいの衣ころもを纏まとわず金こん色じきの野に降り立つべし──!!
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　まあ、そんな伝承もなければどこが金色というわけでもなく野であるはずもない列車の中だったが、衣の代わりにＺの一文字が燦さん然ぜんと輝かがやく仮面が一つ。

「とうっ！」

　と距きよ離りも高さもないジャンプ一つ、ランデルディーの眼前にさも高空から降り立ったように片かた膝ひざついて着地する。

「やあみんな、待たせたな！　実に数ヶ月ぶりの参上だが、勘かん違ちがいしてもらっては困る！　この私こそはゼンラーマンにしてゼンラーマンにあらず！　気付いたかな!?　そう、この仮面は以前のように貧ひん弱じやくなボール紙などではない！　雑貨屋エミリオでオーダーメイドした純プラスチック製！　それにより防ぼう御ぎよ力は実に数百倍にまで跳はね上がったと言って良いだろう！　ならばこの私こそ、ゼンラーマンを超こえしゼンラーマン！　その名も！」

　ババァ～～～ンッ!!

「ゼンラーマン・Ｚ！　見参!!」

　……。

　…………。

　………………。

「えっと……」

　呟つぶやくパリエル。

「いぃやぁああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　体が動くようになった途と端たん、我に返ったシーナが真っ赤になって顔を覆おおった。同じく我に返ったエミットがめったやたらに騒さわぎ出す。

「異へん端しつ者しや!!　異へん教しつ徒しや!!　背へん教しつ徒しやがここにいぁあ～～～～～～～～～～～～～～～!!」

　で、パリエルはすごすごとエーデルワイスのもとへ。

「……いいんでしょうか、隊長」

「何がです」

「何がとは言いませんけど。あのアホ王」

　さ、とエーデルワイスがその口を塞ふさぐ。

「よもやあのいわく言いがたい超ちよう絶ぜつ嗜し好こう主義者があなたの主あるじだと言いたいのですか？　あのような者にあなたは命を、言い換かえればその人生の全てをかけて仕えていると？」

　はっ、と気付いたパリエルは、激しく首を横に振ふる。

「ではあの者がミスマルカ王国第一王太子だなどとは思わぬように」

　ヘッドバンギングする勢いでパリエルは激しく首を縦に振る。

「他の皆みな様さまにもよくよく申し上げておきますが、万が一にもそのようなことがあった場合、侮ぶ辱じよく罪ざいとしてそれ相応の刑けい法ほうを適用させていただきます」

　ようやく塞いだ手を放されたパリエル。

「でもエーデルワイス様。ここ、思いっきり外国なんですけど」

「わたくしのいる場所が治外法権です」

　ＯＫ。

　パリエルはランデルディーと対たい峙じする正体不明のヒーローに向かって声せい援えんを送った。

「頑がん張ばれ、ゼンラーマン！」

「ありがとう、パリエル君！」

「……あとでぜってー殺すけどな」

　ぼそっ、と呟く声に、ゼンラーマンのボディに鳥とり肌はだが立ったように見えたが、きっと気のせいだ。一つ頷うなずいたエーデルワイス。

「自ら紋もん章しよう云うん々ぬんについて首を突つっ込んだのですから失態は許されませんよ。殿でん下かではない以上、わたくしたちはあなたを殺しても合法だということを忘れぬように」

　恐おそる恐るゼンラーマンが振り返る。

「……あ、あれ？　うちの国……じゃなかった、ミスマルカ王国にそんな法律ありましたっけ？」

　ギンッ。

「わたくしが法です。それが何か」

「いっ、いえ、頑張りますっ……」

　とても目を合わせられないとでも言うように、ゼンラーマンがランデルディーに向き直る。

「さ……さあ、こい!!」

　が。ランデルディーの表情は先ほどと微み塵じんも変わっていない。呆あつ気けに取られた様子もなければ、たじろぐような様子もない。

「……紋もん章しようはどこだ」

「ふっ、ふっはっはっはっは！　紋章？　紋章だと？　いいだろう、見せてやる……！」

　さっ、と手にした緑の紋章を掲かかげ。

　さくっ、とその仮面のスロットに差し込んだ。

「大陸の趨すう勢せいを左右するこの原色の紋章を装着することにより、ゼンラーマンのフリーダム・パワーは数十倍にまで膨ふくれ上がるのだ!!」

「「「そんな大事なものにそんなどうでもいい設定をつけて使うなぁああああああああああああああああああああああっ!!」」」

　パリエルとシーナとエミットとあとカトレアと大統領あたりから壮そう絶ぜつなツッコミが入るが、まあ待て、とゼンラーマンは小さく手を上げる。

「だがどうする、勇者ランデルディー！　この私が丸まる腰ごしだということを忘れてもらっては困るぞ！　見たまえ、武装など隠かくす余地もないほど潔いさぎよいこの自由な姿を！　それを！　完全装備の君は力ちから尽ずくで奪うばおうというのか！　まさに非武装、非暴力の象しよう徴ちようであるこの私から、その剣けんをして強ごう奪だつすることが勇者である君の正義だとでも言うのかぁああああああああああっ!?」

　それはそれで一理ある、と納なつ得とくしてしまうパリエル。ランデルディーは行きの列車で、自分の力は弱き人々のためにあると言った。ならば今のマヒ……いや、このゼンラーマンはどうか。そう、明らかな弱者なのだ。完かん膚ぷなきまでに。主に頭が。

　その弱きが敵に回ったとき、彼はどうするのか。

　この勝負、

「まさか、勝った……!?」

「何を浮うかれているのです」

　拳こぶしを握にぎるパリエルへ向け、エーデルワイスの声は厳しいものだった。

「あの勇者に引く気はないようです」

　シーナが叫さけぶ。

「当たり前でしょ!?　馬ば鹿かじゃないの馬鹿じゃないの!!　そんな空気とかノリとか無視されたらそれで終わ……」

「……そうか。お前が」

　は？

　とランデルディーの言葉に振り返る、パリエルとシーナ。ランデルディーの油断ない瞳ひとみ、一文字の唇くちびるから漏もれたのは意外な言葉だった。

「旅の途と中ちゆうで伝え聞いた。かつて、帝てい国こくの大ライン要よう塞さいにおいてゼンラーをして自由の象徴を振り乱し、脱だつ出しゆつを図はかろうとした男……いや、勇者がいたと」

「ああその勇者こそ、この私のかつての姿！　そしてウニ無き今、この私に敵はない!!」

「だが……」

　ランデルディーの瞳に底知れぬ輝かがやきが宿る。まっすぐに指を突きつける。

「お前が演じるそのヒーローには、モデルとなった男がいたはずだ」

「なっ……」

　そのとき、ゼンラーマンが明らかな動どう揺ようを浮かべた。

「ばっ……馬鹿な！　そんなことがあるはずがない！　この私以外に、一体誰がこれほどの自由を持ち得るというのか！　それをあたかも真ま似ね事ごとのように演じているだなどと、言いがかりはやめてもらいたいものだな!!」

　やがて……回かい顧こするように目を伏ふせたランデルディーが、ぽつぽつと語り始める。

「軍神、アンゼリカ・ファリス・マクラーレン。かつて彼女が率いた対たい魔ま旅団は、ある立て籠こもり強ごう盗とうの現場に出くわした」

「う……！」

「犯人側の交こう渉しよう人にんへの要求は、丸腰であること……だがそれでは、交渉人もまた新たな人ひと質じちとなる恐れがある。いや、強盗団は最初からそのつもりだったのだろう。人質の救出作戦は難航を極きわめていた。だがそのとき、神しん威いをして鳴らした対魔旅団の中に、その男の姿があった。男は交渉のため……、そう、丸腰はおろか、むしろ一糸まとわぬ姿となって交渉人を装よそおい現場に潜せん入にゆう、強盗団の意表を衝つくことにより単独で自由を知らしめ、人質の全解放を果たしたのだ」

「ば、馬鹿な……なぜ貴様がその話を知っている！　軍神アンゼリカの率いる対魔旅団にあるまじき黒歴史として封ふう殺さつされ、今では王おう侯こう貴族のごく一部の間で噂うわさされているに過ぎないそのゼンラー事件を、なぜ……！」

　応こたえるように、ランデルディーがマントを翻ひるがえす。

「ならば教えてやろう！　彼は対魔旅団の副長だった！　軍神アンゼリカの片かた腕うでにして、蒼そう迅じんと号せられた男だった！」

　ジャキーン、とランデルディーが兜かぶとの目ま庇びさしを引き下ろす。そうして顔を覆おおうような姿勢のまま、気を高めていく。

「その姿、二度と現すまいと思っていたが、止やむを得まい！　ハァアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ──!!」

　ランデルディーの気が臨界点まで高められた次の瞬しゆん間かん、ランデルディーの全身は光り輝かがやき、その蒼あおい鎧よろいが弾はじけ飛ぶ。

「うおっ……!?」

　そうして閃せん光こうが止み、ゼンラーマンが再び目を開けると、そこには一人の男の姿があった。蒼い兜、朱しゆのマント。ただそれのみを纏まとい、腕うで組ぐみをしたまま敢かん然ぜんと仁に王おう立だちする男の姿が。

「お前がゼンラーマンを名乗るなら！　俺は自らをこう呼ばねばなるまい……！　ザ・リアル・ゼンラー!!　そう！　俺の名は、ゼンラーマン・カブトだ!!」




ドギャ───────ン!!




　その者、蒼き兜を纏いて金色の野に以下略──!!

　　　　[image: ]

「ゼ……ゼンラーマン・カブト……！　まさか、実在したというのか……伝説の、ザ・リアル・ゼンラー!!」

「自らを井いの中の蛙かわずと知るがいい、ゼンラーマン・Ｚ！　お前の信じる自由は、所しよ詮せん模も倣ほうだけの間ま違ちがった自由だと!!」

「黙だまれ！　この大陸にゼンラーマンは二人も必要ない！　ならばこの私が貴様を打ち倒たおし、真の自由を勝ち取ってみせる!!」

　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッ……！

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……！

　二人の発する強きよう烈れつなオーラが、互たがいの間に渦うず巻まき、火花を散らす。

　初めて双そう眸ぼうに危機感を浮うかべた白鴉が言った。

「いっ……いったい……、何が起きているというのだ……」

　カトレアが冷や汗あせ半分に答えた。

「私にも、さっぱりわからん……」

　苦く渋じゆうに満ちた表情で、大統領が歯は嚙がみする。

「くっ……なんということだ！　今こそ真の非常事態宣言を発令するべき時だというのに、私はっ……！」

「非常事態に真や偽ぎがあったのか」

　と白鴉。

「だから私に聞かれてもわからん」

　とカトレア。

　それはともあれ。

「……馬ば鹿か同士が相乗効果しやがった」

　一人表情の変わらないジェスの言葉が、一番的を射ていた感じがした。

　拳けん闘とう士しのように軽かろやかかつリズミカルに左右にステップするゼンラーマン・Ｚ。対するゼンラーマン・カブトは腕組みした仁王立ちのまま、王者の風格を漂ただよわせる。

「どうした。さあ、どこからでもかかってくるがいい、Ｚ」

「ふっ……ふふっ。ザ・リアル・ゼンラーが聞いて呆あきれるな、カブト！」

「なんだと……？」

「見たまえ、この私の軽やかかつシンプルな構成をした仮面を！　それに比べて貴様のその広い視界を遮さえぎる目庇！　自在な首の動きを阻そ害がいする兜！　何より肉体の半分も隠かくしてしまいそうなそのマント……そんな半はん端ぱな姿の一体どこに、自由があるというのか！」

　フッ。と、カブトはＺの言葉を鼻で笑った。

「何がおかしい、カブト……！」

「キャンキャン吠ほえるのは負け犬のすること……戦う前から恐おそれをなしたか」

「貴様っ……！　いいだろう、行くぞ！」

　ゼンラーマン・Ｚが軽快なステップから一転、大きく踏ふみ込み、床ゆかを蹴ける。

「そゼンれラはー回・りザな・がトらリ落プちルる・カトエウデ・のル種ー子プの・よアうタにツク!!」

　跳ちよう躍やくし、高速回転することによって猛もう烈れつな遠心力を乗せたＺの攻こう撃げきがカブトに襲おそいかかる！　だが、カブトはその場を一歩として動くことなく己おのれの拳こぶしを振ふり上げる！

「そゼンれラはー・あザた・かゴーもイ天ンへグと・ヘ翔ブけン昇・るドラ龍ゴのンよ・フうイにスト！」

「ぐほぁっ!?」

　普ふ通つうに喰くらい、思いっきり天てん井じように叩たたきつけられ、床に落ちたＺがゲホゲホ言いながらのた打ち回る。

「ちょ、待っ……ごぇふっ、おま、空気読めバカ!!　殺す気か!?」

「愚おろかな！　媚こびず、退ひかず、自じ重ちようせず!!　ゼンラー三原則を忘れたか！　自由への道を侮あなどったな、Ｚ！」

「くっ……！　そんな三原則は初めて聞いたが確かにその通りだ！　こいつ、まさか本当にこの私よりもゼンラー的だと……!?」

　ふらふらと起き上がり、それでもなお果か敢かんにステップを刻み始める。

「ならばこれでどうだ！　今こゼンラそ羽ー・ザばた・ダブけ解ルウイき放ング・たれエンジし私エル・の翼アタツク!!」

「甘い！　憂鬱ゼンラーな午・ザ・後のグレー晴れト・レ間にインボかかー・アる虹フタヌは素ーン・敵パンチ!!」

　ガッ！　ババッ！　ガシ！　ガッ！　バビシィッ!!

「くっ……これが、ザ・リアル・ゼンラー！　私は油断していたのかも知れない……！」

「さすがは単たん騎きで大ライン要よう塞さいを駆かけ抜ぬけた男……できる！」

　異次元の戦いを理解しきれないシーナが、頭を抱かかえながら半泣きでキレた。

「なんで!?　どーして無む駄だに腰こしを揺ゆらすの!?　なんで無駄に長い技わざの名前を叫さけぶの!?　そして会ったばかりの二人はどうして歯車があそこまで嚙かみ合ってるのよ!?　ねえ、なんで!?」

　パリエルは泣き叫ぶシーナの肩かたに手をやった。

「うん、落ち着いて、ね。これはきっと悪い夢だから」

「そ、そうね、そうよね、王子様と、勇者が、あんな、あんな………」

　このままでは危険だ！　早く決着が付かないと、勇者シーナがノイローゼになってしまうかも知れない！

「異い端たん者しやは死ね異教徒は死ね背教徒は死ね不ふ審しん者しやは死ね変質者はもっと死ね……ぶつぶつ……」

　エミットはエミットでなんかもっとすごい状態になっていたが、それもともかく。

「う!?　な、なんだ、これは……！」

　対たい峙じを続けるゼンラーマン・Ｚの身に、突とつ如じよとして予想だにしない異変が起きる。

「私のペンデュラムが……縮み上がっている!?」

「ふっ……ようやく気付いたようだな、Ｚ！」

　あたかもそれを予見していたかのようなカブトの嘲ちよう笑しように、Ｚは歯は嚙がみした。

「くっ、どういうことだ、カブト！　これは一体!!」

「寒さだッ!!」




ッドドォオオオオオオオオオオン!!




「さっ……、寒さ……だと……!?」

「やはり気付いていなかったか。先ほどのランデルディーと白鴉との戦いにより、この車両の窓は全すべて砕くだけ散り、全開放状態だということを！」

「うっ!?」

　あたかも四し面めん楚そ歌かを悟さとったかのように車両を見み渡わたすＺ。窓という窓からは容よう赦しやない暴風のように、走行風が吹ふき込んでいる。

「自然の力を侮ったな、Ｚ。確かに今、季節は初夏。だが大陸北に位置するこの共和国においては、その季節のめぐりが一つ遅おそい。それに加えてこの風だ……風速はそれに比例して体温を奪うばい、体感温度を下げていく！　それを悟った副交感神経が自己防衛的にペンデュラムを収縮させることは、大だい自し然ぜんの摂せつ理り!!」

「ううっ……では貴様はまさか、そこまで計算してマントを……!?　否いな、マントだけは外さなかったというのか!?」

「フッ。木を見て森を見ずとはお前のこと……些さ細さいな外観にばかり囚とらわれたお前は、大局を見誤った！　お前のその恐きよう怖ふにすくみ上がったが如ごときペンデュラムが、真に自由だと言えるか!?　いいや、言えまい！　ただ物を身に着けないだけならば、犬いぬ猫ねこにもできること……そんなものはゼンラーマンとは呼べん！」

　クワッ!!

「今のお前は、ただの変質者だッ!!」

「ぐっ、ぐわあああああああああああああああああああああああぁぁぁぁ──!!」

　打ちのめされ、崩くずれ落ちるゼンラーマン・Ｚの悲痛な断だん末まつ魔まが響ひびき渡わたる。

「お前はよくやった、Ｚ……だが、まだまだ未熟だった」

　勝ち誇ほこったカブトがＺの前にしゃがみ、その仮面に挿ささった緑の紋もん章しようへと手を伸のばす。

「では約束どおり紋章はいただくとしよう。悪く思」

「おい、変質者」

　声にカブトが顔を上げると、そこにジェスがいた。ついでに言うと、パリエルとエーデルワイスとシーナとエミットがぐるりを取り囲んでいた。

「……」

　いま現在、ゼンラーマン・カブトが身に着けているのは兜かぶととマントだけである。当たり前のことだが剣けんも盾たても持っていない。状じよう況きように気付いたカブトのこめかみに、冷たい汗あせの雫しずくが伝う。

　ふ、という小さな笑い声は、今しがた倒たおれ伏ふしたＺのもの。

「くくっ……木を見て森を見ず。よく覚えておくことにしよう、カブト。貴様の相手が私一人だなどと誰だれが言った？」

「っ……謀はかったな!?　では最初から俺の武装を解除させるためにっ……！」

　気付いたときにはもう遅い。

　だが、それでもカブトは怯ひるみもせず、まっすぐに立ち上がった。

「フッ、愚おろかな。丸まる腰ごしの俺に危害を加」

「うるせえ」

　ジェスが一発蹴けり込むと、あとは右から左から、我も我もの見るも無残な私刑リンチが開始された。

　高笑いしながらゼンラーマン・Ｚが立ち上がる。

「ふははははははははっ！　ゼンラーマン・カブト、敗れたり！　今このときより、私こそがザ・リアル・ゼン」

「次はてめーの番だ少し待ってろすぐ終わるから逃にげたらタダじゃおかねえぞコラ」

　パリエルにカッと親指を横に切られ、Ｚのペンデュラムは寒さ以外の要因によってすくみ上がるのだった。
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　完全に伸びたランデルディーを後ろの車両に放ほうり込み。とりあえず命だけは見み逃のがしてもらったマヒロが着き替がえてくる頃ころ。

　窓の外を眺ながめながら、白鴉が言った。

「さて、もうそろそろ俺の役目も終わりのようだ」

　列車はすでに首都の中心部にまで差し掛かかっていた。駅まではもうさほどもない距きよ離り。つまり、時間は充じゆう分ぶんに稼かせいだ。もう大統領は間に合わないという宣言だった。

　ランデルディーの邪じや魔まが入らずとも、神出鬼き没ぼつに霧きりを操あやつる白鴉をかわし、動力車へ向かうことは無理だった。エンジンを破は壊かいされなかっただけでも、儲もうけものと言うべきだろう。車窓から見える街並みは戒かい厳げん令れい下。時折軍や警察の車両が見えるだけで、一いつ般ぱん人じんの姿はほとんど見えない。

　ここにきて、チャンスは訪おとずれた。

「……どうしますか、大統領」

「何がだい、マヒロ王子」

　複雑な表情で項うな垂だれた顔を上げる大統領へ、マヒロは言った。

「どれだけ情報が封ふう鎖さされようとも、あなた自身が議会に姿を見せれば71条の適用は免まぬがれる……と、こういうことだったわけですが」

「そうだ。だが、本当にもう無理だろう。通常なら午前の審しん議ぎが終わるのが正午。休きゆう憩けいを挟はさみ、採決が始まるのが午後一時。今は……見たまえ、すでに十二時四十分を過ぎている」

　車両に備え付けの壁かべ掛かけ時計を見て、大統領は自じ嘲ちよう気味に笑った。カトレアが白鴉を睨にらみながら告げた。

「駅まではあと十分か十五分か。だがそこから肝かん心じんの議場までは、車両が用意されていたとしても五分や十分で到とう着ちやくできる距離ではない」

　それでもマヒロは言った。

「これは僕の、ごく個人的な感情ですが……あなたが諦あきらめないというのであれば、僕は協力します」

「間に合うというのかい？　だが……」

　どうやって、との言葉を待たず。マヒロは自分の背後、破れた窓を親指で差しながら笑う。

「レイダース・オブ・ザ・ロストエンブレム。命一つ賭かからない冒ぼう険けんが何だというのです、アンディ・ジョーンズ大統領。首都中心部にまで至った今……駅を待つまでもなく、そこら中に緊きん急きゆう車両が転がっているじゃありませんか」

　冗じよう談だんを言っているようにも見えぬマヒロの声に、居合わせた全員の顔が「まさか」の一言を言わんとするそれに変わる。

　そして誰がそれを確かく認にんする暇ひまもなく、マヒロはおもむろに窓のふちに手をかけ、足をかけた。見晴らしのいい河か川せん敷じきの土手がもうすぐ終わる。レールが住宅街に入ればもうチャンスはない。

「いらっしゃらないなら、僕が先に行って採決を引き伸のばしておきます。では！」

　跳とんだ。

　造作もなく。

　覚かく悟ごというより、やんちゃな子供の笑え顔がおをして。

「王子ッ!!」

　駆かけ寄ったパリエルが窓から身を乗り出すと、げらげら笑いながら土手を転がっていくマヒロの姿が見えた。

「やれやれ、本当にとんでもない少年だ……これは将来、大物になるな！」

「お待ちください大統領っ!!」

　血相を変えたカトレアの悲鳴を背後に、大統領が同じように窓まど枠わくを乗り越こえる。
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　そうとも、大統領の健在を訴うつたえるのは至難だろうが、採決を邪魔するだけならどうとでもしてみせる！

　くらくらするほど転がった頭を振ふりつつ、マヒロは土手を駆け上がる。見ると向こうに大統領の、片足を引きずりながら斜しや面めんを這はい上がる姿が見えた。

「あはっ……あはは、大統領!!　本当に飛び降りたのですか！　年とし甲が斐いもなく無茶をしますね……！」

「君のような子供にあそこまで言われて引き下がったのでは、〝Ｊ〟の名が廃すたるというものだ！　つつ……」

「足を？」

「少しひねっただけさ、問題ない！」

　列車は河川敷を逸それ、街並みに埋うもれていく。あまりに急のことで、パリエルたちは出で遅おくれたようだ。

　大統領の腕うでに肩かたを入れ、一息に走り出す。

「さあ、向こうに検問があります！　どうやって乗り物を掠かすめるかまでは考えていなかったので助かりました！」

「任せたまえ、私なら顔パスでどんな車両もより取り見取りというものだ！　急ごう！」

　その姿を見み据すえたような拡声器からは、すぐさま油断ない舌ぜつ鋒ぽうが飛ぶ。

《止まりなさい！　現在この区画は封鎖……え？　な!?　だ、大統領……!?》

　警官、軍人問わず、銃じゆう、盾たて構え、一いつ斉せいに視線が集まる。そして大統領が、

「やあ、こんにちは！　アンディ・Ｊ・イエスマンです！　共和国の平和と治安のために働く皆みなさんに感謝と敬意を表します！」

「「「ハッ!!」」」

　大統領の敬礼に際し、日夜ラジオで聞く声、新聞に見る顔と合がつ致ちした一同が条件反射のような敬礼を返す。

「つきましては車を一台お貸しいただけないだろうか！　統合議会に取り急ぎ用があってね！」

「大統領、もっといいものがあります！」

　マヒロは白に塗ぬられた警けい邏ら用のバイクに目を留める。外板や防ぼう弾だん処理はおろか、乗り手は剝むき身、転び方が悪ければそれだけで容易に死ねる危険な乗り物だ。間ま違ちがっても要人の乗るものではないが、要人以上に王族である少年が、それがいいと目を輝かがやかせている。

「いいだろう、毒を喰くらわば皿までだ！」

「素す晴ばらしい！」

　叫さけぶように言ったマヒロは半ば呆ぼう然ぜんの警官を他所よそに、大統領を後ろに乗せ、エンジンを始動。

「だ、大統領、その少年は……」

「私の友人だよ」

　アクセルをあおり調子を確かめながら、マヒロは言った。

「ミスマルカ王国第一王太子、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトです！　これより大統領を議会までお送りします！　進路上の一いつ切さいの検問、バリケードを解除するよう通達願います！」

「は、ハッ!!」

　返答だけ聞き、マヒロはアクセルを大きく開放。その場で後輪を滑すべらせ、フロントを持ち上げながら発進、そのまま加速。

「あははははっ！　これは重い！　重いけど素晴らしいトルクです、大統領！」

「リッターマシンというやつさ！　どうだい、中原にはこんな大きなバイクはないだろう！」

「大きくはありませんが、これより速いバイクならうちのガレージにありますとも！　なるほど、これがＫＺですか！」

「道はわかるかね!?」

「方角くらいはわかりますが！」

「ではそこの交差点を左折するんだ！」

　頭も擦こすらんばかりに上体を落とし込み、タイヤの鳴るほど車体を倒たおし込み、重さに沿道へ引きずられそうになりながらも間かん髪はつで駆け抜ぬける。一歩間違えれば建物に激げき突とつするような、自殺行こう為い的な走り方に大統領が歓かん声せいを上げた。

「ヒーッホーッ！　ブラヴォー、大した腕だ、マヒロ王子！　はっはっ、寿じゆ命みようが百年縮むかと思ったよ！　今度はキャラバンレースだけでなく、この国のバイクレースにも出てみるといい！」

「あひゃひゃひゃひゃ！　出てみたいですねえ、バイクのレースだなんて！　帝てい国こくとのゴタゴタが片付いたら考えさせてもらいます！」

　道はあまねく舗ほ装そうされているのに、人っ子一人おらず、車といえば脇わきに避よけた軍用車両、警察車両だけ。先ほどの検問から連れん絡らくを受けたそれら警官や兵士らは、皆が皆、敬礼をして道を明けてくれている。邪じや魔まするものは何もない。地面すら邪魔をせず、滑なめらかな舗装路は単車をまるで、前へ前へと押し出してくれるよう。

「ああ、素晴らしいですね大統領！　本来はこんな風に、滑るように、飛ぶように走るものなんですよ！　これじゃまるで家々の合間を縫ぬうツバメです！　御ご覧らんなさい、これは獲え物ものを搔かっ攫さらう一いつ瞬しゆん、地を這はうような隼はやぶさだけが見る景色です!!」

「ああ、そうかい！　それはよかった！　この国に来て一時でも楽しんでもらえたなら光栄だよ！　私も誇ほこれようというものだ！」

　そんな大統領の表情を、マヒロは振ふり返って見ることはできない。目指すは一点、幻まぼろしのように飛び退しさる左右の景色の向こう側。大統領官かん邸てい以上に大きく、荘そう厳ごんな白はく亜あの議事堂が見えてくる。

「さすがにあの中の構造まではわかりません！　お願いします、大統領！」

「なっ!?　まさかこのまま行くのかっ!?」

　ゲートは開かれている。警備員が笛を吹ふきながら大きく手を振っているが、どだい停とまれる速度ではない。

　突とつ破ぱし、芝しば生ふの鮮あざやかな前庭の噴ふん水すいを減速がてら、両輪を滑らせながら大きく迂う回かいし、入り口への階段で前輪を撥はね上げ、ジャンプ。重厚な木製のドアを車体の重さで突つき破る。

「っと!?」

　着地と同時に姿勢が崩くずれた。ジャンプしようと階段の角に前輪をぶつけた際、車体の重さに耐たえ切れずホイールが歪ゆがみ、パンクしてしまっていたのだ。バイクから放ほうり出された二人は、絨じゆう毯たんの上を転がる。主あるじを失ったバイクは倒れたまま、どこまでも滑っていく。

「っはっはっはっは！　いやあマヒロ王子、これが平時なら君は殺人未み遂すいものだな！」

　そう言って笑う大統領に再び肩かたを貸し、本会議場へ急ぐ。

「うひゃはひゃひゃ！　それはいい！　速度超ちよう過か、不法侵しん入にゆう、器物損そん壊かい、殺人未遂と！　それであとは何が付くでしょうかね!?」

「レイダース・オブ・ザ・ロストエンブレム！　もちろん窃せつ盗とう罪さ！　私も君もね！　はっはっは！」

「あっはっはっはっは！」

　けたたましく笑いながら、二人は最後の扉とびらを開ける。大統領の顔をよく知る議場の警備員は、その大統領らしからぬ乱れた髪かみ、薄うす汚よごれた服装に啞あ然ぜんこそすれ、引き止める術すべがない。けたたましく笑いながら、親子以上も歳としが離はなれながら、親友が肩を組むように歩く。けたたましく笑う二人を、数百人の議員がざわめきながら見守る。

　二人が向かう先には、シャックス・グレムナムの姿があった。今ようやく、その副大統領の前まで辿たどり着く。

　驚おどろき、目を疑うような一つの瞬まばたきの後……シャックスは静かな表情を取り戻もどし、口を開いた。

「……一足、遅おそかったな。アンディ」

　アンディ・Ｊ・イエスマンは何の屈くつ託たくもない様子で言った。

「……遅かったかい？」

　二人のぼろぼろの姿を見たシャックスは、半ばの悲ひ愴そう感を浮うかべながら小さく頷うなずいた。

「通常の議題であれば、これからが採決だったのだろうが……たった今、私の繰くり上がり就任が可決された」

「……そうか。遅かったか……」

「ご苦労様。アンディ・Ｊ・イエスマン前大統領。今はとりあえず、ゆっくり休むといい」

　後任のシャックスからねぎらいの言葉を受けたアンディは、マヒロの肩から手をどけ、その場に片かた膝ひざ立てて座り、大きく大きく息を吐はいた。共和国という名の、大きな大きな肩の荷を下ろしたか、あるいは……何かの憑つき物が落ちたか。そういう晴れ晴れとした表情で、在任中に長きに亘わたって見続けてきた、本会議場の天てん井じようを仰あおぎ見ていた。

「……遅かったかぁ。はっはっは」

「再審しん議ぎするべきです」

　マヒロは言った。笑え顔がおも何もなく。

「冗じよう談だんじゃない！　何も遅くはなかった！　あなた方が急ぎ過ぎただけでしょう!?　71条が取り沙ざ汰たされていた昨日の今いま頃ごろには、大統領はすでに解放されていたのです！　一いつ緒しよに捕つかまっていた僕が全すべて証言します！　連れん絡らくさえ取れていれば、全ての意思決定を下せるほどに健常でした！」

「王子……」

　座ったまま呟つぶやくアンディの背に見えるのは、諦てい観かん。

「僕の供にも証言させましょう！　勇者、シスター、近この衛え騎き士し、侍じ従じゆう長ちよう、いずれ劣おとらぬ身元の確かな者ばかりです！　外国人が信用できないというのであれば、国防長官を召しよう喚かんすればいい！　彼女も、彼女が率いた戦車中隊も、ノーテスカでこの大統領の無事な姿を……！」

「いいんだ、王子」

　大統領は弱々しくかぶりを振る。

「しかし……！」

「非常事態宣言発令下に限っては、いかなる議題に関しても、再審議も、再可決もあり得ないんだよ」

「しかし、今回のことは暴動から拉ら致ちから!!」

「マヒロ王子ッ!!」

　温厚な彼が見せた最初で最後の怒ど号ごうに、マヒロは小さく息を吞のんだ。一息の後、アンディはまた元の口調に戻って続けた。

「……それを言えば。そして万一それが証明されでもすれば。この国は、瓦が解かいする。それはあってはならないことなんだ。それだけは、あってはならない。わかってくれるね、王子」

「っ……!!」

「国民の代表として選ばれた、ここにいる四百余名の議員全員で決定したことだ。ならばこれは……いや。この結末が、この国の全国民の総意なんだよ」

　マヒロは、歯を食い縛しばって見み渡わたした。誰だれ一人味方のいない議場を。馬ば鹿かみたく何百人もいて、馬鹿みたく何の話かと顔を突つき合わせるばかりで、馬鹿みたくその誰一人として事の真相を知らぬその巣そう窟くつを。それでも、選ばれた、全国民の、代表なのだ。
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　爪つめが刺ささるほど拳こぶしを握にぎり締しめ、涙なみだを一ひと滴しずく。

「何が民主主義だ……、くそくらえだっ…………！」

「……ああ、そうかもしれない」

　呟き。大統領は笑え顔がおで振ふり返る。

「それでもこれが、今まで存在したいかなる政治形態よりもマシなシステムなのさ」

　そんな受け売りの言葉など聞きたくはなかった。一度涙を拭ぬぐったマヒロの前に、大統領は明るい顔で立ち上がる。

「ありがとう、マヒロ王子」

　マヒロの手をしっかりと握り、彼は言った。

「君と過ごしたこの数日間は、私が大統領として在任した九年間の中で最もエキサイティングな、そして何にも代えがたい最高の一時だったよ。レイダース・オブ・ザ・ロストエンブレム。私の宝は、ここにある」

　そう言って笑ったアンディ・Ｊ・イエスマンは、誇ほこらしげに自分の胸を叩たたいてみせた。

　文化によって大陸の統一を図はかろうと見果てた男の、それが夢の終しゆう焉えんだった。

　今、ひとつの時代が終わりを告げる。
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　翌日。

　主あるじの替かわった大統領執しつ務む室に、マヒロと、パリエルと、エーデルワイスはいた。対面のシャックス・グレムナム大統領が言った。

「イエスマン前大統領の救出に尽じん力りよくしてくださった皆みなさんに、全国民を代表してお礼を述べさせていただきます。本当にありがとうございました」

「それは別にいいよ」

　ふてくされた……というより、感情を押し殺したような、何の抑よく揚ようもない表情のマヒロが言う。

（王子……）

　大方の経けい緯いは、昨夜、パリエルもマヒロから聞き及およんだ。真相は闇やみの中。そしてマヒロの行いは届かなかった。この国では大勢の声こそが全てであり、たった一人の王族の言葉など、何の意味も持ちはしないのだと。彼が唯ゆい一いつ武器とする言葉を、発することすら許されなかった。恐おそらくは……初めての敗北を喫きつしたのだ。それをマヒロ自身が自覚している。

「そんなことよりは、紋もん章しようだ。持ち出しを許可してくれるのか否いなか」

「持ち出すも何も、マヒロ王子。他ほかならぬミスマルカ王家が管理者であるからこそ、その封ふう印いんは解かれたのでしょう。ならばあなた以外のこの国の誰が、その紋章を持つに相応ふさわしいのでしょうか」

　マヒロにとっては予想外の返答だったらしい。

「……持って行けと？」

「はい。私は元より、イエスマン前大統領とは意を別にする部分がありました。彼は国益のためには、その他とのいくらかの対決姿勢さえ辞さない強きよう硬こう派でしたが……平時に限っては、それは確かに功を奏した部分もありましたが……、私は帝てい国こくの脅きよう威いを看過できぬ昨今、何よりもその他の国々との連れん携けい姿勢、協調性が必要だと考えてきました。この先は中原のみならず、ヴェロニカや日本三国に対しても、今まで以上の融ゆう和わ政策を敷しいていく所存です」

「……ふぅん」

　一転、興味なさそうに頷うなずくマヒロ。

「議会はそれを？」

「承しよう認にんするでしょう。今回の暴動により、少なからずこの国が疲ひ弊へいしたこともあります」

　まだ、ノーテスカとシベリア地方に関しては抵てい抗こうが続いているという。

「国が弱体化して、問題点があからさまに表面化してしまった今となっては、敵は少ない方がいいと」

　半ばの敵意を見せるようなマヒロに対し、シャックスは当たり障さわりのないように受け答えする。

「敵、とまで考えていたつもりは、前大統領にもなかったと思いますが」

　そこで会話が途と切ぎれた。

　話題が尽つきたというより、元より両者、あまり話すつもりもなかったのだろう。マヒロは小さく肩かたを落とす。それで気持ちを切り替かえたのか、昨日からの硬かたい表情をようやく柔やわらかくして席を立った。

　ともあれ紋章は手に入り、共和国は中原諸国に対し、あからさまな権勢を振るうことはなくなるというのだ。メリットこそあれ、デメリットは見つからなかった。

「お忙いそがしいときに失礼しました、グレムナム大統領。イエスマン前大統領に、お大事にとお伝えください」

「はい？」

「……道すがら、足をくじいたのですが」

　シャックスは一つ頷いた。

「ああ、それでしたらご心配には及びません。まあ彼の場合、若い頃ころの鍛きたえ方が違ちがうということもあります」

「それは確かに、なかなかああは動けるものではありませんね。では問題の早期解決と、共和国のますますの発展をお祈いのりします」

「こちらこそ、今後ともよろしくお願い申し上げます。マヒロ王太子殿でん下か」

　テーブルを挟はさみ、握あく手しゆ。マヒロたちは大統領官かん邸ていを後にし、ミスマルカ王国への帰路についた。
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　──そして一週間後。




　ミスマルカ王国王城、宰さい相しよう執しつ務む室。

「なるほど。そんな裏がありましたか」

　その日の仕事を終えたカイエンは、琥こ珀はくに氷を浮うかべたグラスを片手にマヒロの話を聞いていた。デスクの横の今週の新聞には、共和国での大事件が一面から大々的に取り上げられている。

　ゲリラキャンプから大統領を救出し、レッドフラックの妨ぼう害がいにもめげず、必死に議会へ送り届けようとした魔ま人じん組織ノエシスの活かつ躍やくが、英えい雄ゆう的てき扱あつかいで紙面を賑にぎわせている。つまりはこれが、白鴉の言っていた見返りなのだろう。

　当然のことながら、そこにマヒロの名前はない。ＣＩＣのことも、勇者の誰だれ一人の名前もなかった。これを見たシーナとエミットはひどく憤ふん慨がいしていたが、これで白鴉の言うような魔人への不当な扱いがなくなるなら、それもいいじゃないか……とマヒロは言ってなだめた。

「それにまあ、紋章は手に入ったわけだしね」

「確かに、会合における共和国の出方も随ずい分ぶんと穏おだやかになりました。おかげで助かっています」

　ただ、マヒロはそれ以上に気になる記事があった。

　その新聞を手にし、広げる。

『統合議会、ノーテスカ・シベリア地方の独立を容よう認にん？』

　吸収合がつ併ぺいをひたすら繰くり返して今の大きさにまでなった共和国だが、その領土が割かつ譲じようされるのは、建国以来初めての出来事だ。

「……宰さい相しよう」

「なんでしょうか」

「君なら共和国の政治家も少しは知ってるだろう？　もし今回の事件が、暴動から拉ら致ちから全すべて仕組まれたものだったとしたら……誰の仕し業わざだったと思う？　やっぱり副大統領……君のお父さんだとか、親子の内々話でそんなこと聞いてたりは」

「まさか。親おや父じはあり得ないでしょう」

　マヒロは瞬まばたき一つ。

「なんでまた」

「そんなガラではありません。あれはいい意味で臆おく病びよう、言い換かえれば慎しん重ちような男です。他国まで巻き込むほどのギャンブル染じみた計画……たとえ思い付いたとしても、実行できるようなタマではありませんよ。リアリストなのです。それにＣＩＣまでなら操作も可能でしょうが、ゲリラや王子たちまでを含ふくめるとなると不確定要素が多すぎます。万一、計画の一いつ端たんに加わっていたとしても、まず乗り気ではなかったでしょうな」

　小さく笑って、カイエンはグラスの中身を呷あおる。マヒロが言った。

「君と同じタイプなわけか。確かに、イエスマン大統領も牢ろう屋やの中で同じことを言ってたよ」

「私自身は大陸を騙だましきると言い退のけた王子に賭かけた分だけ、ロマンチストを自じ称しようしますが」

「そうかい。ま、そりゃそうだ……僕自身は夢想家のつもりはないんだけどね」

「もちろんです。そうと演じられている部分が素す晴ばらしいのですよ、王子」

　そしてもう一口。溶とけかけの氷が転がり、グラスの中に心ここ地ちよい音色を鳴らす。

「それはともかく、その堅けん実じつさゆえに議会からの信しん頼らいは厚いでしょう。イエスマン大統領は民衆にわかり易やすい政策や、派手なパフォーマンスで民衆から絶大な支持を得ましたが、現場の人間は得てしてそうした虚きよ飾しよくを嫌きらうものです。己おのれより目立つ者があれば、自分はストイックやハードボイルドを気取りたがる」

「なるほど、政治の世界では議場が現場なわけだ」

「政策というサービスを企き画かく立案、国民という顧こ客きやくに提供する現場です。そして国民に対し、サービスを受け入れるよう導くための現場でもあります」

「……それはマスコミの仕事じゃないの？」

「それを議会という現場からコントロールしきった男が、アンディ・Ｊ・イエスマンという男だったのだと私は考えます」

「イエスマン大統領が？」

　まさに、とカイエンは指差した。

「芸術、文化の充じゆう実じつという名目の下もと、税金という誰の腹も痛まぬ金を使って電波塔とうを乱立したのですよ。確かに地方住民もラジオを楽しめるようになり、歌手や作曲家、役者も活躍の場が増えたでしょう。ですがあの国の中で、それによって最も努力なく得をしたのは誰だと思います」

　そうか。マヒロは頷うなずく。

「ラジオ会社だ」

「そしてそれらの会社は新聞社が兼かねるか、母体となっていることがほとんどです。情報を牛ぎゆう耳じるには充じゆう分ぶんすぎます。マスコミはイエスマン政権に対し、否定的なコメントを載のせる謂いわれすらなかったのです」

　ストライキは起きたが、現場と経営陣じんとの思おも惑わくは違ちがう。

　有力議員の弱みを握にぎることにより、そうしたマスコミに好意的な政策を取り、結果としてマスコミはイエスマン政権を持ち上げた。マスコミを情報源とする民衆は、イエスマン大統領を熱ねつ烈れつに支持した。

　民主主義国家における最大の武器、権力。彼はそれを自ら振ふるったのではない。言うなればその最大の行使者である〝国民〟というものを、最大限に操あやつっていた。

「……やっぱり、すごい人だったんだ」

「ええ。まず間違いなく傑けつ物ぶつと言っていいでしょう。うちの親父など比べるべくもありません」

　となると。

「じゃあ、何者かが……こう言っちゃ失礼だけど、君のお父さんを御み輿こしとして担かつぎ上げた？」

「失礼も何も、私はそうだと思いますが。具体的に誰が、とまでは申し上げられませんが……ああいった場所には、妖よう怪かいと呼ばれるような老練な者が少なからずいるものです。統合議会であれ、地方議会であれ。そういう王子は今回の旅で、そのような誰かと会う機会はなかったのですか？」

「う～ん……」

　あまり考えたくはないが。

「強しいて挙げるなら、一人だけ。まあ証しよう拠こもないし、現実味もないし、個人的にそう思いたくもないんだけど……一週間も経たって冷静に考えてみるとね」

「ほう、王子のお眼鏡めがねにかなうとは興味深い。後学のために、ぜひともお聞かせ願いたいものですな。一体誰だれです？　全国土を暴動の渦か中ちゆうに叩たたき込んでまで、政権交代を狙ねらった者の名前は」

　マヒロは軽く肩かたをすくめた。

　視線を落とした新聞記事の片かた隅すみ。そこには彼が、大統領補ほ佐さ官に就任したことが載っていた。

「足……くじいてなかったのかも」

「……？」
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　共和国首都。大統領官かん邸てい。

　ほとんどの暴動、反政府勢力は制圧されたが、地方では首長による独立が宣言されていた。それがノーテスカとシベリアという東西の両りよう端たんである。共和国の統合議会政府とは対立するが、帝てい国こくの脅きよう威いが依い然ぜんとして拭ぬぐいきれない今、それぞれは表面上に協力関係を掲かかげながらも、この先は冷戦状態へ突とつ入にゆうしていくことになるだろう。

　だが、それすらも。

「まさか……本当に、こうまでうまくいくのか」

　プレジデントチェアに掛かけたシャックスは半ば喫きつ驚きよう、半ば呆あきれるほどの気持ちで、積み上げられた報告書を次から次へと目を通し、もたらされる事実に息を吞のんでいた。そして大方を把は握あくしたところで、デスクの向こうへその顔を上げる。

「凄すさまじいな。全すべて君の言う通りになった。君が……〝先読みの魔ま女じよ〟と呼ばれる所以ゆえんか」

「ええ、副大統領……じゃなかったですね。大統領。私がいつまでもこの国に巣す喰くっている所以です」

　ソファにいる、オリーブグリーンの制服に身を包んだ少女が小首を傾かしげ、朗ほがらかに微笑ほほえんだ。目の前のテーブルには、よく味の染しみ込んだ特上の胡桃くるみ入り稲荷いなり寿ず司し。おかず代わりは、厚あつ揚あげのネギバター醬しよう油ゆ焼き。そして汁しる物もの代わりのきつねうどん。

　厚揚げを箸はしで切り崩くずしながら、セリアーナは言う。

「と言っても、計画そのものは私ではなく彼の考えたもの。私はよりうまくいくように細部を調整したに過ぎません」

　はふはふ言いながら嬉うれしそうに厚揚げを口に、ふるふるとしっぽを揺ゆらす。

「噂うわさをすれば、ですね」

　廊ろう下かから来る足音に、セリアーナは耳を動かした。

「やあ、失礼。遅おそくなったね」

「お待ちしてましたー、大統領……補佐官、ですね」

　入ってきたのはアンディ・Ｊ・イエスマン。ほんの数日前まで大統領と呼ばれ、この国の全てを動かしていた男だった。

　シャックスは言う。

「足の具合は大だい丈じよう夫ぶか？」

「足？　なんのことだ、シャックス」

　それをかばう様子もなく平然と歩き、セリアーナの対面に掛けるアンディ。

　そんなただ一いち抹まつのミスでさえ、全てが水すい泡ほうに帰する可能性があったのだ。シャックスは今いま更さらながら小さく嘆たん息そくする。それからアンディは思い出したように言った。

「……ああ、足かい？　そうだな、それも王子が列車から飛び降りるようなことがなければ演じる必要はなかったよ」

「なるほど。やはりそういうことか」

　あと一分でも二人の到とう着ちやくが早ければ。

　そう、あのとき二つの場面はまさに一刻一秒を争ったのだ。議会は一刻も早い可決を。マヒロは一刻も早い到着を。マヒロだけであれば、まず間ま違ちがいなく可決より早く到着し、時間を引き延ばすことができていた。

　だからこそアンディはマヒロの後を追って飛び降りた。さらに足を痛めたことを演じ、引きずることで、どうにか間に合わなかったのだ。

　シャックスは渋しぶい表情でデスクの上に手を組んだ。

「……あの王子には可哀かわい想そうなことをした。半ばまで見み抜ぬいた様子だった。あの涙なみだを見ただろう、アンディ。政界の汚きたない陰いん謀ぼうを知りながら、善も正義も通らなかった。しかもそれを演じたのは、他ほかでもない俺たちだ。翌日の王子は明らかに俺を疑っている目だったよ。そうして半ばまで真相に至りながら、その黒幕がお前とまでは気付いていなかったんだ。命いのち懸がけで送り届けたお前が黒幕だなんて、夢にも思わなかっただろう」

　少し暗い表情でアンディは首しゆ肯こうした。

「……ああ。確かに、その通りだ。可哀想なことをした。だが彼は何もかもが規格外だったよ。管理局時代からこの方、ありとあらゆることを手玉にとってきたつもりだったが……思い返せば、思い通りにならなかったのは彼が初めてだったな」

「私の言う通りにしてくれれば、紋もん章しようまでちゃんと手に入ったはずでしたー」

　どこか不服げなセリアーナがうどんをすする。アンディはかぶりを振ふった。

「それが……まあ、何かと予想外の少年でね」

　アンディがマヒロと共に祭さい壇だんへ行かず、そのまま脱だつ出しゆつしてくれていれば話は簡単だった。セリアーナの戦車部隊とすれ違ちがったあの時でさえ、セリアーナが挑ちよう発はつするまでもなく、ゲリラの命と同時、紋章がかかった王子はあんなにあっさりと交こう渉しようを諦あきらめたりしなかっただろう。

　その話し合い自体に、まずそれなりの時間がかかる。アンディが口を出す必要もなかった。王子と大統領の足止めはもちろんだが、セリアーナ自身もゲリラキャンプへの攻こう撃げきが遅おくれる。紋章の祭壇があることを言い訳に苦戦してやることもできたし、暴徒への攻こう勢せいを遥はるかに先延ばしにすることもできた。結果として帰りの列車の道中も、自然と危険なものとなっていたはずだ。問答無用にレッドフラックに破は壊かいされても文句が言えぬほど。わざわざ白鴉に姿を見せさせ、それに見合う理由を述べさせるような、危ない橋を渡わたらせる必要はなかった。

　そうして紋章は71条が採決されたあとにでも、ゆっくりと手に入れればいい。王子を脅おどすか、賺すかすかはともかく。

　だからセリアーナは代わりにランデルディーを焚たき付けたのだが……まあ、結局はそれも王子の機転のようなもので返り討うちにされた。

「……それに、殺すのはどうにも惜おしい気がしてね」

　アンディの言葉で、わずかの静せい寂じやくが生まれた。セリアーナが言った。魔女と呼ばれるその双そう眸ぼうに、冷たい影かげがさす。

「やがて……最さい凶きよう最悪の敵として、この地に戻もどってくるとしても。ですか？」

　アンディは首を横に。

「……信じられんよ。到とう底てい。それは、とてつもない少年であることは私もよくわかった。だが……未来はどうあれ、今はただ、時代の波に翻ほん弄ろうされているだけの少年じゃないか。私やシャックスがあのくらいの歳としの頃ころ、何をしていたと思う？　遊んでいるだけだったさ」

「俺はお前よりは真ま面じ目めに勉強していたつもりだがな。まあ、異論はない。たかが学生の身分だ」

「そうとも、たまに本気になるとすれば、どうやって異性に声をかけるか、ガールフレンドをどうやってデートに誘さそうか……そんなことばっかりだった。それがどうだ、あの王子は……、あの王子は………」

　深々と溜ため息いきをつく。

「騙だませはしても。ですか？」

　セリアーナがうどんのスープをすすり、にっこりと微笑ほほえんだ。

「偽ぎ善ぜん者☆」

「……違うな、国防長官。納なつ得とくできるかどうかだよ」

「納得ですか？」

「そうとも。覚かく悟ごし、納得した上で行わなければ、そこに綻ほころびが生まれる。それは心の迷いかも知れないし、単純に詰つめの甘さかも知れないが……悪を悪と知ってでも行わなければならない我々政治家にとっては、最大の敵さ」

「他ほかでもない、今回騙されたことが、王子の意識に変革をもたらしたかも知れませんよ？」

「そうは言っても、君が預言者ではないことは、君自身が明言している。我々の敵になると、確定しているわけじゃないだろう？」

「そうですけどー……」

　自信なげにややも耳を寝ねかせるセリアーナ。シャックスは椅い子すにもたれ、煙草たばこを咥くわえた。

「……まあ、王子に関しては過ぎたことだ。だが良かったのか、アンディ。私が大統領になって」

「ああ、これでいいのさ。議員の私への不満が限界まで溜たまっていたのは事実だ。それに、戦争なんてのは私のガラじゃない。久しぶりに休きゆう暇かというものを取りたかったこともあるがね。だからこそ思うよ。そっちこそよく引き受けたものだとね。戦時下の大統領なんて、貧びん乏ぼうクジもいいところだ。王様であれば英えい雄ゆうとして名を馳はせるチャンスなのだろうがね」

「俺はそうは思わんがな。むしろせっかく勉強して議員となったにもかかわらず、何の山も谷もなく、誰だれの記き憶おくにも残らずその人生を終えてしまう方がよほど不満だ」

　そう。どんな形であれ、議員であれば誰しも一度は見る夢が叶かなったのだ。

「俺と、お前と、イスルギで、より正しくこの国を変えてやろう……そう誓ちかい合ったんじゃないか。汚お職しよくに次ぐ汚職、本当の意味で政治が腐ふ敗はいしきっていたあの時代に。……イスルギの奴やつは、途と中ちゆうで欠けてしまったがな。今回の帝てい国こくとの戦争を乗り越こえられれば、俺たちは本物になれる」

「ああ。そうだ。その通りだとも」

　頷うなずき合ってから、シャックスは続けた。

「ではそろそろこれからの話をしよう。国防長官、まだ緩かん衝しよう地帯での開戦はないと考えていいのか？」

「それはありません。帝国軍が開発中という新型魔ま法ほうがどのようなものかにもよりますけど、新兵器が配備に時間がかかるように、魔法もまた習得という名の時間がかかります。今回機き甲こう師団を送ったことによって、向こうもその完全な実用化までは侵しん攻こうを保留するはずです。上のお姫ひめ様さまはなかなかどうして、慎しん重ちよう派のようですから」

　そして稲荷いなり寿ず司しをひょい、ぱくり。

　アンディが言った。

「白しろ薔ば薇ら姫ひめか……こちらから攻せめるという選せん択たく肢しは、やはりないのかね。先手必勝が戦いくさの常と聞くが」

「それは一いち撃げき目で、相手の戦力の大半を殺そぐことができる状じよう況きようでの話です。この場合は論外です。戦せん車しや砲ほうくらいで陥おちるような要よう塞さいじゃないんです。機甲師団、プラス、専用の列車砲でも揃そろえないことには。ですからこの戦争に勝つためには、向こうから出てきてもらう必要があります。緩衝地帯を絶対に突とつ破ぱできないということを、わからせるより他ありません」

　アンディが肩かたを落とした。

「……長期戦か。気が重いな」

「何を言ってるんです、そのためのイエスマン大統領補ほ佐さ官です。国民への戦意高こう揚ようと厭えん戦せん感情の払ふつ拭しよく。天性のカリスマと情報操作力を兼かね備えた、あなたにしかできないことです」

　シャックスが言った。

「今回のことは、紋もん章しよう以外に関しては、全すべての目標は達成されたと考えていいんだな？」

　セリアーナは首しゆ肯こうする。

「当初の見み込こみ通り、暴動による逮たい捕ほ者は予定数を超こえました。この懲ちよう役えきによって新規製材所、鉱山ともに稼か働どう率りつは問題なく一〇〇パーセントに達します。当面の生産力は確保できたと言っていいでしょう。ノーテスカ、シベリアの切り離しパージとも上々です。帝国はまず間ま違ちがいなく日本海側か、あるいは絶対中立の教団領を北上してくるでしょうから、その前に身を軽くし、防ぼう波は堤ていを作っておく必要がありました。そして……」

　セリアーナはどんぶり片手にシャックスへ箸はしを向ける。

「何よりこれから先は、国民に対してではなく、官かん僚りように対しての強いリーダーシップ。あなたです、シャックス・グレムナム大統領。開戦に向けての準備は、これでようやく全て整ったと言えます。ここがスタートラインです」

　それからシャックスは一つの質問を思いついた。絶対的な先見性を持つ彼女への。

「国防長官」

「はい？」

「開戦は免まぬがれないのか？」

「開戦は免れません。それが何か？」

　箸はしを咥くわえたまま小首を傾かしげ、セリアーナはきょとんとする。

　それを王子たちに伝えたところで、無論、どうなるものでもないのだろう。

　シャックスは指に挟はさんだままの煙草たばこをようやく思い出し、マッチに火を点つけた。
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　同刻。共和国中央情報管理局本部。

「ふざけているっ!!」

　ＣＩＣ長官室において、カトレアはその書類を眼前の机に叩たたきつけた。

「では全てあの王子の言う通りだったと言うのですか!?　一から十までの全てが仕組まれていたと！　しかも……その全てを仕組んだのが、あの……！」

「少しよう佐さ。我々の仕事は情報を喧けん伝でんすることではない」

　長官に声を潜ひそめろと暗あん喩ゆされ、カトレアは一度押し黙だまった。それからすぐに落ち着きを取り戻もどし、先ほどの書類に手をやった。

「……なるほど。これが全て事実なら、国民は政府を信じようとはしなくなるでしょう。この国が瓦が解かいするとはよく言ったものです。全くその通りです」

「私も驚おどろいたよ。てっきり、副大統領一人の企くわだてだと思っていた。が……事実は、そこにある通りだった。と、いうことらしい」

　長官がトレードマークのような眼鏡めがねを外し、薄うす布ぬのでそのレンズを拭ふく。

「私も長くここに勤めている。この国の内外、その裏も表も、小は美つつ人も局たせの浮うわ気き現場から、大は国外とまで繫つながる献けん金きん、裏金問題まで。およそ政界に関する、ありとあらゆる汚きたないものを見てきたつもりだった……。だが……今回ほど、政治が恐おそろしいと思ったことはない」

　長官は小さく嘆たん息そくした。

「国が国民を殺したのだ。暴動という得体の知れぬ隠かくれ蓑みのの下もとに、数千人もの犠ぎ牲せい者だ。そして誰だれもその真実を知らない。知ろうともしない。いいや、誰かが声を上げたところで、信じようともしないだろう……あのイエスマン大統領が、それだけ多くの国民の命を奪うばったなどと誰が信じる？　だが、それが政治なのだ。国をより良くするという名目のためには、過去多くの国々がそうであったように、それがいかなる形であれ、虐ぎやく殺さつさえ許される。そしてそれは、この国でさえ起こり得うる。それを思い知らされた」

「長官……」

　カトレアの目に映る男には、いつものような底知れぬ恐ろしさがなかった。ただ歳とし相応のサラリーマン然として、仕事に心底疲つかれ果てたような様子だった。

「だが、そんな犠ぎ牲せいの上にも、我々はまだこうして生活を享きよう受じゆしている。あるいは私は、国というものが恐ろしくなったのかも知れんな」

「……同感です。くそくらえだ」

　唾つばでも吐はきそうな部下の様子に、長官は苦く笑しようした。

「カトレア少佐。最近ようやく、おべっかの使い方も覚えたと思ったが」

「ご身分のお高い方々の前ではそうさせていただいてございますわ」

　大の男でも震ふるえ上がりそうな目付きで、顔も声こわ色いろも全く笑っていなかったが、そうして毒づいたことで幾いく分ぶん気を取り直し、カトレアは尋たずねた。

「……ですが、どうしてこんな話を私などに。直接通達しろとでも」

「いや、もうすぐ定年だというのに、こんな秘密を一人で抱かかえておくのは怖こわかったのでね」

　呆あきれた。

「で、私は誰に言えばいいんです？」

「君一人で抱かかえておきたまえ」

「命令ですか」

　問われ、彼は眼鏡をかけ直す。もういつも通りの長官だった。野や暮ぼったい風ふう体ていに、虎とらをも殺すような気き迫はくを宿す。

「命令だ。もう一つ言えば、君は実際に大統領やマヒロ王子と行動を共にしていた。かつ、この数日は不満を抱えていたようだったので勝手に調べられても困ると思い、釘くぎを刺さしたかったまでだ。真実は話した。文句があるなら今ここで、何なりと私に言いたまえ。ただしそれ以外の誰に言うことも許さん」

「では先ほど言わせていただきました、長官。くそくらえだ。議場で同じ言葉を叫さけんだというマヒロ王子が、愛いとおしいほどにです」

「そうか、それはよかった。ではこの先も、マヒロ王子への接せつ触しよくは全て君に任せるとしよう。話は以上だ。質問は」

　カトレアは投げやりに一息。

「次の仕事は」

「ランデルディーという勇者が首都警に拘こう留りゆうされている。君が身元保証人となって釈しやく放ほうしてくるように。これが前大統領からの赦しや免めん状じようだ」

「あのバケモノが？　何で捕つかまったんです」

「破は廉れん恥ち罪だ。同じ列車に乗っていたのだろう。知らなかったのか？」

　ああ。

　確かにミスマルカの連中に、コテンパンにリンチされていた。しかし大人しく捕まってくれていたとは、さすが律りち儀ぎというか、馬ば鹿か正直というか。あれはあれで大物なのか。

　カトレアは赦免状を取り上げた。

「……白鴉はどうしました」

「国防長官からの要望で、すでに次の任務に就ついている」

「我々が軍属のトップと密通というのは、ぞっとしないのですが」

「国防長官の要よう請せいを受けたグレムナム大統領から、直々に任務が下された。これで満足かね」

　カトレアはこれみよがしに肩かたをすくめた。

「大変よろしいかと存じ上げますわ。大統領閣下も就任早々お忙いそがしいことで」

「それが政治家だよ。わかったら行きたまえ、たかが勇者一人をきっかけに、教団に痛い腹を探さぐられたくはない」

「了りよう解かい」

　敬礼一つ、書面を懐ふところに収めたカトレアは踵きびすを返し、長官室を後にした。

　　　　[image: ]

　月降る夜。

　ノーテスカ城じよう跡せきからは幾いく分ぶん離はなれた、ノーテスカ市街。その旧市庁舎に祝しゆく杯はいの声が上がる。もう何度目の乾かん杯ぱいだろうか。ひとまずとはいえ、共和国の一部とはいえ、その成功に、これが偉い大だいなる一歩だと、若き革命の志士たちは沸わき上がっていた。

　それを壁かべの向こうに聞きながら、一週間前の夜と同じように、イスルギと白鴉の二人は宴うたげからは離れたある一室にいた。

「……うまく行き過ぎると、心のどこかでは思っていたがな」

　あの後、国防長官率いる戦車部隊がキャンプを包囲した。まるで、出て行くのを待ってくれるかのようにゆっくりと。列車輸送するまでもない近場に一個中隊を隠かくしていたにもかかわらず、一発の砲ほう弾だんも撃うつことはなかった。だからイスルギたちは、大統領と王子の使った抜ぬけ道を使い、逃にげ延びることができた。噂うわさに聞く先読みの魔ま女じよ、だがその高名とは裏腹に、あからさまに詰つめが甘かった。

「……まさか我々すら踊おどらされていたというのか」

「ほう。そうと知った割には冷静だな」

　揶や揄ゆするような白鴉に、イスルギは視線だけを向ける。

「我々は革命をなしえた。貴様たちはこうして社会的地位の向上を果たした」

　イスルギは傍かたわらにある新聞を掲かかげて見せた。ノエシスの魔人たちによる、大統領救出劇の全て。

　何のことは無い。ＣＩＣが、ノエシスの活かつ躍やくによるものだと公式に発表したのだ。所しよ詮せん、王子たちは元よりお忍しのびだった。存在しない御ご一行。だからその活躍を、そのままノエシスによるものだとすり替かえた。

「それ以上に何を期待していたというのか、白鴉」

「なに。あの大統領や王子と対面したときのように、めったやたらと怒おこるのではないかと踏ふんでいただけだ。それはさておき、我らが総そう帥すいとの会見はどうする」

「ノエシスの、か」

「そう怪あやしむことはない。ただの魔人組織……そう、お前の好きな互ご助じよ組合のようなものだ。労働者ではなく、魔人によるな」

　イスルギはそれでも訝いぶかしむ様子で述べた。

「私からは特に用はない。そちらからは何かあるのか」

「総帥は魔人たちをよろしくと言っている。平等に扱あつかってくれるのであれば、という条件付きだが」

「ならば会うまでもあるまい。生まれたばかりの国だ、やるべきことは山ほどある。そして誰が、何をするか、そのチャンスもまた、誰だれにでも平等にある」

「よくわかった。快かい諾だくの旨むね、伝えておこう」

「だが、そろそろ名前くらい聞かせてもらおうではないか。これほど囃はやし立てる新聞にすら姿を見せないとは、よほど後ろめたい人物のようだが。そこが信用できん」

　すると白鴉は斜はすに構え、面おも白しろがるように言う。

「聞けばもっと信用できなくなるかも知れんぞ」

「聞いてから決める」

「セリアーナ・ヴァーゼンシュタインだ」

　ふ、とグラスに伸のばしかけた手を止め、イスルギは目を見開いた。

「こ……国防長官だと!?」

「信じる信じないはお前に任せよう」

「だが、ノエシスは我々以上の過激派ではなかったか。その活動を黙もく認にん……いや、自らが組織していただと？」

「故ゆえにな、いろいろ使い道はあるものよ。まあ、これはさすがに大統領クラスにも伝えられぬ話だがな。知っているのは、組織の外ではお前くらいのものか」

「……貴様のような者のことを何というのだったか。二重スパイどころではない」

「旧文明の頃ころは、三トリ重プルスクパロイスと言ったらしいが」

「ならば最終的にお前はどこに属するというのか。そこまで明かした以上は政府ではあるまい。ノエシスか？」

「それがたとえ四重スパイだったとしても、お前にはもう関係あるまい、イスルギ。お前の言う通りだ。お前は革命をなし、俺たちノエシスは地位向上を果たし、大統領らは帝てい国こくとの戦いくさに万ばん端たん備え、あの王子たちは紋もん章しようと共和国との緊きん密みつ性を手に入れた。さて誰が損をした？　万事はうまく回り、皆みなが皆、望むものを手に入れたのではないか。俺のことなど些さ細さい極きわまる」

　だがそうして言われてみれば。

　むしろ、あまりにもうまく行き過ぎていると思えるのは気のせいか。

「……まあ、いい」

「丸くなったものよな。くっく、裡うちに月げつ輪りんを見よ……今のお前はまさにそのものだ」

「なんだそれは」

「如によ来らいの言葉よ。満月のように欠けぬ平らかな心という意味だ。なるほど、総帥は恐おそろしい。当たり散らすだけの末期のような革命家だったお前が、何の役にと思っていたが。これに至るを見み抜ぬいていたなら恐ろしい」

「……」

　確かに、これほど穏おだやかな気持ちはいつ以来だろうか。革命が成功したから機き嫌げんがいいのだろうか。否いな、気を抜けないのはここからであろう。ここが本当の意味でのスタート地点。その気き概がいは充じゆう分ぶんにある。

　ならば……と、イスルギがこの何日かを顧かえりみれば、真っ先に思い出されるのはあの少年の言葉だった。

　真に理想を求めるのであれば。真に人々の声を信じるのであれば、紋章も聖魔杯はいも不要のはず。

（……あるいは。その通りだったのだ）

　不安。

　そう、不安だったのに違ちがいない。誰も自分の理想など信じてくれないのではないか、という不安。ローラーの中を駆かけるネズミのように、無む為いに無策を演じているだけなのではないかという不安。翻ひるがえっては老いを目前にして、そんなことに全すべてを賭かけた自分の人生は何の意味もなかったのではないかという不安。

　自己の中に魔ま物もののように肥大化したそれを、不平等への、格差への、また政府への憤いきどおりに変えて当たり散らし、発散していたのに違いない。結果として、その怒いかりこそが前へと進むための、最大の原動力ではあったが……この辺境であっても、自治独立を勝ち取った今。それに意を共にしてくれる同志たちがいる今の、なんと満たされたことか。

　何のために赤を掲げたのか、とあの少年は問うた。

　イスルギが現在信条とする思想と出会ったのは、首都学院に入ってからだ。だがあの少年はすでに知っていたのだ。なぜそんなつまらないものを？　王族が読むなら君主論で充分だろうに。なのにあの少年は、過去それにまつわりどれだけの悲劇があったかまでも把は握あくしていた。それを理解していたからこそ、暴力の危険性についてあれだけ厳しく叱しつ責せきしてきたのだ。

　麻ま薬やくと同じ。過激であるが、恐らくは正論だろう。それは旧文明にまで遡さかのぼらずとも、その崩ほう壊かい以後、この大陸にいた数多あまたの暴君らもまた証明している。

　結果だけ見れば、遺い跡せきで聞いたあの少年の言葉はその場しのぎのヘリクツに過ぎなかった。あるいは彼自身、そのつもりだったのかも知れない。だが理り屈くつの仕組みは理解していた。そこに説得力を持たせるだけの知識を持ち、それによる戦い方さえ心得、あるいは……自分は、その言葉に救われたのだ。

　暴力は、どう使おうとも人を救わない。

「……白鴉。あの王子は結局どうした」

「大統領を議会へ送り届けようとしたが、間に合わなかった。そして本会議場で言ったらしい」

「なんと言った？」

「民主主義など、くそくらえだそうだ。さすがに俺も笑った。その殿でん堂どうで言ったのだ。全く大したタマよな」

　まるでその場を見たかのように、そしてそれを思い起こしたかのように、白鴉は笑っていた。イスルギはそのときようやく、ふつふつとした真の怒りというものを覚えた。

「……民主主義が、ではない」

「ほう。ではなんだ？」

「あの少年にそうと思わせてしまった、我ら政治家がそうなのだ」

「さもありなん」

　白鴉がまた笑う。

「さて、もう夜も深い。いずれまた会うこともあるだろう。さらばだ」

　そして白銀の竜たつ巻まきと姿を変えた白鴉が、どこへともなく霧む散さんする。

（……）

　バケモノめ。バケモノどもめ。

　イスルギは一人静かに溜ため息いきをついた。

　少年は知っていたのだ。民主主義を知っていた。文民統制。公民権。自由主義。

　君主制の国家に生まれ育ったからこそ、あの若さにしてそんなつまらぬ知識を身に付けねばならぬような生まれだったからこそ、反発するように、その体制に憧どう憬けいのようなものを抱いだいていたのではないか。それを裏切ったのだ。我々大人が裏切ったのだ。

　魔物だらけだ。化け物だらけだ。町の外にも。町の中にも。政界、議場、その表も裏も。あるいは彼が暮らす王室もそうなのだろうか。

　イスルギはワイングラスを手に、宣言した。

「……私は違うぞ、王子。もう一度言おう。私はそれら全ての歴史を踏とう襲しゆうした先にいる。そうとも、今このときこそが存在しうる最も新しい未来、その他全ては過去なのだ。私は、君がやがて王となり、再びこの地に訪おとずれたそのときに……ただ一言、素す晴ばらしいとだけ言われるような国を作って見せよう！　この私とは、ただそのための礎いしずえに過ぎぬのだ！」
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　数日後。

　グランマーセナル帝てい国こく。帝都、軍令本部会議。

「……以上のことにより、共和国は現在著いちじるしく疲ひ弊へいしているものと思われます。特に極東のシベリア港を失った海軍戦力は、コノリート河をアルテノルト地方へ遡そ上じようし……」

（……）

　退たい屈くつだ。

　軍令本部長として席にいる第一皇女シャルロッテは、淡たん々たんと読み上げられる報告を静かな表情を保ったまま聞いていた。言われるまでもなく見ればわかる。読めばわかる。ただ、居並ぶ諸将は齟そ齬ごの無いよう、ここでの情報を全ての起点とするので……別に欠席してもいいのだが……ああ、お姫ひめ様なので欠伸あくびもできない。

　王子様は今回、その共和国へ行ったらしい。かの国は劇や歌が盛さかんだそうだが、そんな暴動に巻き込まれるとは運のない。そんな北へ行かれたのでは、自分もちょっかいを出せなくてつまらない。これまた運のない。

「……またこれに関連し、ノーテスカ市民国書記長、イスルギー・ジューコフを名乗る者から皇族方々への書状が届いております」

　若い情報将官の言葉に、老練の将が鼻を鳴らした。

「何が国か、貧びん乏ぼう雑ぞう兵ひようの集まりではないか」

「左さ様よう。相手をしてやる必要は……」

「建国おめでとうございます。祖国を代表し謹つつしんで祝賀申し上げます。発、グランマーセナル帝国軍令本部長シャルロッテ・アルセイン・マジスティア。宛あて、ノーテスカ市民国イスルギー・ジューコフ書記長」

　何の前まえ触ぶれもないシャルロッテの言葉に、全員が啞あ然ぜんと目を丸めた。

「み……認められるのですか!?　国と!?」

「認めましょう、国と」

　そうして方々に顔を突つき合わせる将軍たちの様子が見たかったから、というのもあるが。

　もちろん、理由もちゃんとある。

「飛び地になりますし何の役に立つかもわかりませんが、対魔用に我が軍を貸す用意がある旨むね、添そえるように」

「はっ！」

　本当に何の役に立つかはわからないが、どうせ共和国とは敵であろう。それよりは紋もん章しようが見つかったという遺い跡せきを調べておきたい。まあ、そのジューコフ書記長がどう応こたえるかは不明だが。

　情報将官の言葉は続く。

「……以上を含ふくめましても、この度たびの共和国での暴動は政治的、軍事的に見て、我が国にとっては概おおむね良好な結果がもたらされたと言っていいでしょう」

「結構。ですが一応聞いておきましょうか」

　シャルロッテは視線を少し逸そらし、末席に連なる文官を見やった。

「経済的にどう見ますか。ヴァリオ・サフィナ特級財務官」

　向けられた話題の矛ほこ先さきに、これもまた意外そうな諸将の視線がヴァリオへ集まる。だがそこはさすが、かつてヴェロニカに君臨せし財務の王。微み塵じんも臆おくするどころか、ひどく無愛想な表情で返してきた。

「経済力に限って言うならば、ますます強大、かつ磐ばん石じやくとなったと申し上げる」

　ああ。やはりそうなのか、とシャルロッテは首しゆ肯こう。通常、国力は国土に比例するものだが、その定石が通らぬと聞いた軍人らはざわざわと声を立てる。

「一体、どういうことか？」

「まず、広いだけでさしたる産業を持たなかったシベリア、ノーテスカの両地方を切り捨てられたことが大きい。あれら地方へのインフラ整備など、財政の観点からすれば無む駄だ以外の何物でもなかった」

「……それだけで強大かつ磐石になると言うのか、貴公は」

「恐おそらくは。新たに大統領の座に就いたシャックス・グレムナムという男はイエスマンのような扇せん動どう力はないが、人の使い方がうまい。もしこの先に各省の再編が起こるようであれば、留意するべきだろう。時じ代だい遅おくれの官かん僚りよう制と金きん融ゆうシステムが効率化されればＧＮＰは一・二から一・五倍にまで膨ふくれ上がると予想できる。その全すべてがコンパクトになった中央部に集中する」

「じ……ジーエヌピーか……なるほど」

　ここにいるのは軍事のエキスパートばかり。今の時代、そんな言葉は専門的な学校でも出ないことには覚える必要もないのだし。笑うのも悪いが、シャルロッテはそれを堪こらえるのに小さく俯うつむいた。そういえばなんかいたな、極東出身のそんな姫将軍も。

　ヴァリオが続ける。

「とは言え、そこまで目に見えて効果が現れるのは一年以上先のことだろう。時間をいただけるなら、その流れを逐ちく一いち説明するが……」

「結構です。興味あれば各人、後ほど財務官に教えを請こうように」

　シャルロッテはその話題はそこで打ち切り、ヴァリオを席に着かせた。

　それだけではない。非常事態宣言発令時に即そく応おうできなかったような無能な士官は、軒のき並なみ罷ひ免めんされたという。暴動に加わった逮たい捕ほ者は、簡易裁判だけで片っ端ぱしから懲ちよう役えき送りにされているとも。中・長期的な目で見れば、今回の暴動事件は意外にメリットが多いことになる。

　どこかから計算が入っている。暴動を利用した者がいる。いざとなれば形なり振ふりを構わぬことができる切れ者が、あの国にはいる。が、いまの段階ではこれ以上の確定情報もなしと、シャルロッテは話を打ち切った。

「……では共和国については、これ以上の詮せん索さくは控ひかえておきましょう。共和国、並びにノーテスカ、シベリア方面とも情勢が安定するまでは情報の収集に努めるように。他ほかに報告は」

「はっ。過日、旧王都において発見された遺跡らしきものについての続報ですが……」

「どうぞ」

「ですがその……遺跡は、生きている、とのことです」

　しどろもどろなその将校へ、シャルロッテは表情変えず一つ瞬まばたき。

「それだけですか？」

「はっ……それが、強きよう攻こう策さくで扉とびらを突とつ破ぱしようとした調査隊が、全ぜん滅めつしたと。詳しよう細さいは……」

　馬ば鹿かが。

「慎しん重ちようを期するよう言い置いていたはずです。ノーテスカで見付かったという遺跡との何らかの関連性、もしくは共通点がわかるまで、調査は中断。責任者は即そく時じ更こう迭てつ。処しよ罰ばつは追って通達します」

「はっ！」

　さてさて、つまらない話ばかりだ。マヒロ王子の話は今日も入ってこないか。

「次」

「海軍からご報告申し上げます。キメーラ級、マンティコア級とも予定数がシャリアズル港へ入港しました。物資補給終しゆう了りよう次し第だい、いつでもオオヤシマへ向け出航可能です」

「合わせて申し上げます。大東京王国上陸作戦用の輸送艦かん、護ご衛えい艦かんとも同じく予定数がラマイ沖おきに集結完了しております。以降、ラマイ港での上陸部隊の乗艦を待ちます」

　こちらは滞とどこおりなし、と。

　さて、あとはこの〝オーバーコート作戦〟の総指揮官が現れてくれないことには、今日の会議は終わらないのだが。ほらほら、我が妹は何をやっているのだか。




　　　　◆




「進めー、進めー、ものどーもー♪」

　金の縁ふち取どりを施ほどこされた漆しつ黒こくの重じゆう鎧よろいを纏まとった姫ひめが、鼻歌混じりに大手を振ふって回かい廊ろうを行く。

　後ろに従う、かたい雰ふん囲い気きのメイドが言う。

「ご機き嫌げんですね、ルナ様」

　同じく、やわらかい雰囲気のメイドが言う。

「謹きん慎しんが解けて、久しぶりの戦おで場かけですもんねー」

「おーごーれーすー、倒たおすのだー♪」

　歌いながらマントをなびかせ、帝てい国こく三さん番ばん姫きは歩く。光こう輝きの剣けん、ルナス・ヴィクトーラ・マジスティア。かたい雰囲気の方のメイド、ライリスが小首を傾かしげた。

「ルナ様、先ほどからのは何のお歌です？　帝都ではあまり耳にしないメロディですけど」

「それはそうだ。何しろユリカ姉に教えてもらった、旧文明の時代の軍歌だからな。なかなか勇ゆう壮そうだろう」

　やわらかい雰囲気の方のメイド、フランソワは微笑ほほえむ。

「おごれす、って何ですかー？」

「悪い王様の名前だそうだ。ユリカ姉が言うにはその昔、ボコスカ戦争という戦いくさがあって……」

「「ぼこすか？」」

　そうこうするうちに目的の会議室に到とう着ちやくする。ルナスはメイドや衛兵を待つまでもなく、観かん音のん開きのドアのノブ、両方を自ら摑つかみ、勢いよく左右へ開け放つ。

「ルナス・ヴィクトーラ・マジスティア、大東京王国上陸作戦総指揮の任を拝命しに参上した！」

　突とつ然ぜんの大登場に将校らは慌あわてて席を立ち、そちらに向かい最敬礼。

　ただ一人、最さい奥おうに掛かけたままのシャルロッテだけが、机き上じように手を組み、にぃっこり、と微笑んだ。

「遅ち刻こく。あと、ドアはノックしてから開けなさい」

「何を細かいことを、姉上。まさか私の陰かげ口ぐちを叩たたくために、ここで顔を突つき合わせているわけでもありますまい」

　言いながら、シャルロッテの元へ大回りに歩いていく。

「さあ、委任状はどこです？」

「遅刻。あと、ドアはノックしてから開けなさい」

　笑え顔がおに細められた瞳ひとみの奥に……何か、姉し妹まいの間にしか通じぬような得体の知れぬ輝かがやきが宿る。

「……その……あ……、はい……」

　ようやく気き後おくれしたようなルナスへ、微笑から笑顔になったシャルロッテは一つ首しゆ肯こう。

「結構。ではこれがその委任状、そして本作戦における全要よう綱こうです」

　一枚の紙し片へんと一いつ緒しよに、分厚い書類封ぶう筒とうが向けられる。

「質問は？」

「勝てばよいのでしょう？」

「その愚ぐ問もん、大いに結構。まさにそれ以外の結末を軍令本部は望みません」

　伝令の仕官が急ぎ足に訪おとずれたのはそのときだった。

「会議中、失礼申し上げます！　諜ちよう報ほう部より報告！」

　また間の悪い。シャルロッテはルナスからそちらに向かい一言。

「どうぞ」

「ミスマルカに潜せん伏ぷく中の〝風〟より！　一つ、昨夜未明、ミスマルカ王がマヒロ王子に対し新たな紋もん章しようの捜そう索さくを命じたとのこと！　一つ、それに関してマヒロ王子の此こ度たびの捜索予定地は極東オオヤシマ、大東京王国とのこと！」

「「「！」」」

「以上、オーバーコート作戦に関連するものと思われ、取り急ぎのご報告に上がりました次第！」

（これは……）

　これはまた。

　なんともまた。

　運の悪く間も悪いマヒロ王子!!

「姉上」

　声にシャルロッテが振り返ると、勝ち気に笑う妹の姿があった。

「まさか作戦に変へん更こうはありませんね？」

「もちろんです。一いつ切さいありません」

　首肯するシャルロッテに、ルナスはさらに問いかける。

[image: ]

「では、生け捕どりで構いませんか？」

「まさにそれ以外の一切の結末を望みません。死んでさえいなければ大いに結構。この件についてはあなたに一任します」

　それを聞き、ルナスはますます笑みを深め、委任状、作戦書類ともを小こ脇わきに抱かかえて敬礼した。

「ルナス・ヴィクトーラ・マジスティア、大東京王国陥かん落らく、並びにマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト捕ほ獲かくの任、確かに拝命しました！　行って参ります！」

「いってらっしゃい、我が妹よ。貴女あなたの健けん闘とうを祈いのります」




　時代と運命の波に抗あらがいもがく蛇へびと、その全てをも操あやつらんとする獅し子しの一族。そして対決の場は大陸の括くくりを外れ、ついに極東、彼方かなたの島国へ移されることとなる。







　あとがき




　大ニュースです!!

　先日、角川書店へお邪じや魔ましたときに発覚したのですが、この『ミスマルカ興国物語』を担当されている営業さんが美人です!!　おお～……。




担当Ｗ「ね？　僕が書店向けの企き画かくに一いつ生しよう懸けん命めいになるのもわかるでしょう？」

　俺　「貴様」




　実生活ではなかなか使わない言葉です、「貴様」。

　外向きにはそうした美人さんを、内向きにはＷ氏のようなのを配置するのが人事部と言いますか、妙みように得とく心しんしてしまいました。なんか最近そうした売り込み用の話が多いなぁ、と思ったのですが、まあ相手が美人さんなので、お願いされれば男として応こたえぬわけにはいかなかったのでしょう。いえ、それは男として正しいことです。問題は、美人さんと知りながら俺に黙だまっていたことだ。

　もちろん我らがザ・スニ編集部が誇ほこるＫさんも素す晴ばらしく美人さんなのですが、どうも本誌読者コーナーでの奔ほん放ぽうな振ふる舞まいは全まつたくのフィクションというわけでも……ああ、いや、Ｗ氏とか伝説Ｘから聞いた話ですよ。眉まゆ唾つばですよね、すいません。

　苦情その他はお近くのＷ氏までどうぞ。ご自由にどうぞ。




　ニュースついでにもう一つニュースを。

　この興国物語の一方で、『戦せん闘とう城じよう塞さいマスラヲ』なんて話を書いていたのですが……それの続編と呼ぶにも微び妙みような話を、またザ・スニ本誌の方で連れん載さいさせて頂くことになりました。

　当初は『戦闘城塞マスラヲＧＡＩＤＥＮ　～ひでおアフター～（仮）』というタイトルだったのですが、ダメでした。『ＮＩＮＪＡ　ＧＡＩＤＥＮ』のアドレナリン溢あふるる超ちよう忍にん的なかっこよさと『智とも代よアフター』の涙なみだ溢るる切ない恋れん愛あい要素と『新体操（仮）』のその他色々溢るる肉助じみたエロチシズムとをバランスよく兼かね備えた素晴らしいタイトルだと私は自じ負ふしていたのですがさすが編集部、「じゃあタイトル何にします？」と何事もなかったかのようにスルーされました。

　パクリはよくないですね。はい。

　改あらためまして『レイセン』というタイトルで始まることになりました。編集部から宣伝しとくように言われたのでこうして書いているのですが、はっきり申し上げて一いち見げんさんにはあまり楽しめない仕し様ようになっております。ことミスマルカしかご存じない方には到とう底ていお勧すすめできるものではなく、最低限前述のマスラヲを、可能ならその前の『お・り・が・み』から読んでおいて頂かないとどうにもわかり難にくい非常に独ひとりよがりなお話にするつもりですので、まあお気になさらずに。つーかあれだけ言ったのによく連載許可したな、編集部。

　内容としましては、とある大会で一いち躍やくヒキコモリから脱だつ却きやくしたような青年が実は案外そうでもなく、成り行きで入ったお役所で怨おん霊りようなどのオバケ退治を頑がん張ばるかもしれない、といったものです。見所としてはその青年よりは、青年の相棒となる巫み女こさんの方だったりしますが、以上の紹しよう介かい文だけでもいかにいい加減な話かがおわかり頂けるかと思います。

　この本と同時期に発売の、ザ・スニーカー本誌六月号から連載開始です。




　さて、最後のニュースです。

　……え？　いつまでニュースネタで引っ張るんだてめえいい加減にしろですって？

　他に書くネタがないので勘かん弁べんしてください。いや、クルマやバイクの話とかゲームの話とかインターネット上で見聞きした話とか戦車や戦せん闘とう機きの話ならいくらでも書けるんですがどうせ誰だれもついてきてくれないでしょう？　そこでニュースですよ。

『ミスマルカ興国物語』コミック化（５月26日発売の少年エース７月号連載決定）。




担当Ｗ「あんたって人はコミック化より美人の営業の方が大事か」

　俺　「だって予定は未定でしょ？」

担当Ｗ「決定って書いてあるのが読めますか、文筆業」

　俺　「……」




　世はまさに大海かい賊ぞく時代!!

　じゃなかった、まさに来た俺の時代ぃいやっほおおおおおおおういいい!!

　正しい日本語なんてこれっぽっちも知らず国文系らしき校正さんにゲラ刷り目め掛がけて「意味不明」と明らかに怒いかりのこもった筆ひつ跡せきで書き殴なぐられた俺でもはっきりと読める!!

　決　定　!!

　つまりこれはもう決まったことなのだ!!　予定調和であり、全国誌!!　全国誌!!




担当Ｗ「いえ、あんたが連載するザ・スニも全国誌なんですが」

　俺　「俺の本だってＡｍａｚｏｎで全国にお届けできますよ」

担当Ｗ「………。ええと、じゃ、一応、印いん税ぜいのことですが」




　カネの話きたぁあああああ!!　資本主義社会において友情愛情義理人情や血の契けい約やくより遥はるかに濃こい結び付き、それが金銭の契約！　金さえ動き始めてしまえば今いま更さら企画が頓とん挫ざしたなんて許されない！　俺もＷもエース編集部もＮＯ　ＷＡＹ　ＯＵＴ！　もう逃にげられない！　決定事じ項こう！　決定事項！　そして全国誌！　しかも今日はエイプリルフールでもなんでもない!!　それ即すなわち噓うそや夢ではなく、事実!!　そして俺が書いたミスマルカなどといういい加減な話を果か敢かんにも漫まん画がにしてくださる猛も者さの名は浅あさ川かわ圭けい司じさん！　おお、浅川さんの描えがくキャララフ！　プロット！　ネーム！　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおファンタスティックマーベラァス!!　ラフやネームはともかくプロットはてめえも書け？　ＯＫピルグリムやったねファーザー明日はホームランだ!!

　パリエル、エーデルワイス、ルナスはもちろんのこと、何よりルナスのお付きのかたいメイド（ライリス）とやわらかいメイド（フランソワ）まで完全二次元化ッ!!　こうなることがわかっていればもっと大量のメイドを登場させていたものをどこでどう間ま違ちがえたのかあの頃ころの俺!!　我が生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くい有り!!




Ａ編エース集「でもこの二人のメイドは、ぺたんこと巨きよ乳にゆうとかでも良」

　俺　「ふざけんなてめえ二人とも巨乳で何が悪い!!　別に好みの問題を抜ぬきにしてもルックス、能力とも一から十まで完かん璧ぺきな精せい鋭えい中の精鋭が特級侍じ従じゆう隊という設定なんでぺたんこは困るんですよ！　彼女たちの場合はないよりはあった方がそれらしい、ってことです！　ないのも大きいのも確かに個性なんでそれなら本文中にちゃんと書くし（例：鈴すず蘭らん・みーこ）、何よりここで使われると原作の方で温おん存ぞんしてきたぺたんこのメイドを登場させられないんですよ！

かたいとやわらかいの様子はすでによく出ているので遠えん慮りよしてください！　つーかメイドの二人ともあそこまで書き分けられてるのにまだキャラ付けしようという理由がわからん!!　飽あくまでも好みの問題は別としてッ!!」

Ａ編集「…………はぁ」

担当Ｗ「すみません。林トモアキの半分はメイドでできているもので」

　俺　「もちろん残りの半分がバファリンです」




　すいません、盛せい大だいに間違えました。

　……いいじゃないですか別に四分の一がやさしさなら。

　ことほど左さ様ように、さっそく原作者としての強権を行使してしまいました。こうして公おおやけの場に書いてしまえば、いざ登場という段になって内々のうちにぺたんこに改変される恐おそれもなくなるでしょう。心苦しいですが設定なのでねぇ、仕方ないのです。

　好みの問題は別として!!

　……何の話でしたっけ？　ああ、コミック化です。

　浅川圭司先生の描く新しい『ミスマルカ興国物語』、少年エース７月号にご期待ください。




　さて、最後となりました。

　そんなこんなの宣伝広告やメディアミックスのために東とう奔ほん西せい走そう、尽じん力りよくしてくださる担当Ｗ氏、いつもありがとうございます。このシリーズもだんだん話が大きくなってきましたねえ（原作のストーリー以外の意味で）。

　イラストレーターのともぞさん。コミック化なんて無む茶ちやな企き画かくがまかり通ったのも、ともぞさんが作品の顔として毎回魅み力りよく的なイラストを描いてくださったおかげでしょう。今巻のイラストも含ふくめまして、ありがとうございます。

　そしてハッタリだけで始まったこの『ミスマルカ興国物語』を、今なお応おう援えんし続けてくださる読者の皆みな様さまにおかれましても、ありがとうございます。そろそろハッタリのメッキも剝はげてきてると思うのですが、どうでしょう？　え？　もうとっくに剝げてますかそうですか。でも剝げた端はしからまたメッキするのが俺なので諦あきらめてください。

　今までの拙せつ著ちよと違って、四巻目にしてまだまだ終わりが見えませんが、そういう先の見えなさ加減もなかなか新しん鮮せんなもので、ネタがないなりに楽しく書いてたりします。

　……ゲフッ。すみません、噓です。

　でもコミック化は本当です。

　苦労した分だけ、皆様に楽しんでもらえるはずだと言い聞かせつつ。

　二〇〇九年　三月


林トモアキ　　
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